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　幻げん域いきよ

　果てしなき世界の向こう側よ

　真絢マーヤ＝ラヒリの名において願う

　人界に門を開きて

　その偉大なる翼の一片を

　分け与えたまえ




　瞳を閉じて、呪文を唱える。

　敬けい虔けんな気持ちで。

　己おのれのちからを頼るのではない。人間のちからなど、微び々びたるものなのだから。

　別の世界のちからを少しだけ、貸してもらうのだ。

　少女は思念を凝こらす。

　まぶたの裏側の闇に、一点の光が射し込んで、徐々に広がってゆくイメージを描く。

　強く、思い描く。

　外向きにかざした右の手のひらが、わずかな風を感じた。

　風など吹くはずのない部屋の中に、空気のゆらぎが生まれたのだ。

　革張りの古びた本を掲げた左手が、わずかな熱を感じた。

　稀き代だいの魔術書『門の書』が、秘められた魔力を解放しているのだ。

　肩までの長さの赤い髪が、ブラウスの襟えりが、スカートの裾すそが、揺れるのを感じる。

　光は視界を白く覆おおい尽くす。

　マーヤはそっと、目を開けた。

　床に広げた大きな不織布フエルトに、直径一メートルほどの、円形の魔法陣が描かれている。『門の書』を参考にして、マーヤが自分で作ったものだ。

　その上に、人間の頭くらいの大きさの、黒い球体が浮かんでいた。

　いや、穴だ。何もない空間に、穴が穿うがたれている。

　それは、人界と幻域を繫つなぐ〈門〉だった。

「よかった……」

　眼鏡の位置を右手で直して、マーヤは息を吐いた。

「うまくいった」

　ささやかな規模の〈門〉である。幻生物を召しよう喚かんすることなどできない。せいぜい、幻域に満ちる魔力を、いくらか借り集められるくらいだ。

　しかし、今のマーヤが備えている魔術のちからにふさわしい結果は、ちゃんと出ていた。実力以上じゃないし、実力以下でもない。その意味では、成功と言えた。

「うん。いいな」

　魔法陣の向かい側に立つ、詠エイ司ジ＝ヴァクスがうなずいた。

　制服の上着を、袖そでを通さずに羽織っている。いつもの格好だ。

　そして、いつも通りの、光を放つような美び貌ぼうだった。人間とは、神がこの少年を真ま似ねて造ろうとしてついに諦あきらめた不良品なのではないか──そんな思いすら湧わき起こってくる。

　しかし、その顔に浮かんでいるのは、美貌に似合った超ちよう然ぜんとした無表情ではない。のんきそうな微笑みだった。

「『門の書』の扱いが、確実に上達している」

「そ、そうかな」

「マーヤには才能がある」

　エイジに褒ほめられるのは嬉しいことだが、マーヤは素直に喜べなくて、なんとなくうつむいてしまった。

　この『門の書』くらいの高位の魔術書になると、本のほうが持ち主を選ぶ。半年近く修業してこの程度じゃ、『門の書』に見放されてしまわないだろうか。

　マーヤの心配を見み透すかしたように、エイジは言葉を継ついだ。

「規模は小さくてもかまわない。いくら大掛かりな魔術を行使できても、うまく制せい御ぎよできなければ、即、死に繫がることもある。マーヤは〈門〉を開いたまま維持して、おれと会話できるくらいのゆとりがあるから、だいじょうぶだ」

　深く穏おだやかなエイジの声が、マーヤの耳に心地よく響く。話す内容は、ところどころ穏やかではないけれど。

　お世せ辞じではないのだと思う。エイジは俗世間から離れて育ったから、お世辞を言えるほど世慣れていないのだ。そこが好ましくもあるし、ときどき困ったことにもなる。

「〈門〉を閉じてみてくれ、マーヤ」

「うん」

　ふたたびマーヤは目を閉じて、思念を凝らした。

　エイジの言うとおり、正しく魔術を終わらせるのは、魔術を発動させるより難しく、大事なことだった。

　魔術は諸もろ刃はの剣つるぎだ。ふとしたはずみで、あっけなく術者に牙きばを剝むく。

　だから、魔術に長たけたエイジは、不測の事態に備えて、訓練に勤いそしむマーヤを見守ってくれているのだった。
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　この国はかつて、世界でもっとも進んだ魔術と科学を誇ほこっていたという。

　しかし百年以上前に、諸外国の連合軍を相手どった〈大戦〉で敗れた。

〈戦後〉の長い時期、連合国の統治下に置かれたこの国は、早急な復ふつ興こうの代償として、頂点を極めた技術の数々を放ほう棄きさせられた。

　それらの喪われた技術ロスト・テクノロジーは、あえて〈旧魔術〉や〈旧科学〉と呼ばれ、統治時代など教科書の中のできごとになった現在も、法律で厳しく規制されている。

　だが、マーヤが暮らすこの場所では、やや事情が異なる。




　──ゲオルギウス学院。




　ミナト区シバコウエンに広大な敷地を有する、全ぜん寮りよう制せいの私立学校だ。トーキョーでただ〈学院〉と言えば、ここを指すほどの名門である。

　この学院では、喪うしなわれた〈旧魔術〉の研究が黙認されていた。そこにどんな政治的な力学が働いているのか、マーヤには知る由よしもないけれど。

　いわば、トーキョーの中に独立して存在する〈魔術の園〉なのだった。
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「若に少し褒められたからって図に乗るんじゃねえぞ、赤毛」

　優美な形をした陶器のカップに、冷えた烏ウー龍ロン茶ちやを注ぎながら、蓮レン＝クナイフェルが言った。

　ソファに座るマーヤを見下ろす顔は、いつもどおり険けわしい。

　角張ったデザインの銀ぶち眼鏡をかけている。穏やかな印象を与えるはずのそれが、レンの場合はかえって凄すごみを増していた。

　気の弱い子どもなら泣き出すような表情だけど、特に怒っているわけではない。エイジ以外の人間に対するときは、だいたいこんな具合なのだ。

　ここは、ゲオルギウス図書館の尖せん塔とう。

　エイジの住み処だ。

　カップから立ちのぼる爽さわやかな香りを、マーヤは深く吸いこんだ。

　レンが用意する烏龍茶なのだから、もちろんその辺で買ってきたものではない。高級な茶葉を丁寧に煎せんじてから、風味を損そこなわないようにゆっくりと冷ましたのだろう。

「おまえの〈旧魔術〉なんか、まだまだミジンコ並みだ」

「言われなくてもわかってるよ」

「ミジンコ以下だ」

「一秒でさらに格下げした！」

　マーヤの文句をきれいに無視して、レンはエイジに別人のような微笑みを向けた。

「お疲れさまです。バカの指導は大変でしょう。さあ、召し上がってください」

　烏龍茶と共に、エッグタルトを勧める。大皿に載せられた焼き菓子は、カットすれば二十人分にはなるだろう。どう見たってパーティ用のサイズだが、これがエイジの一回分のおやつであることを、マーヤはもう知っている。

「レン、あまりマーヤをいじめるな」

「自分は事実を述べたまでです。若もあまり、赤毛を甘やかさないように」

　エイジを若と呼んで崇あがめる従者も、マーヤに関することだけは聞き入れない。

　それでも最近は、さんざん厭いや味みを垂たれつつも、マーヤの分のお菓子も用意してくれるようになった。不本意ながら、エイジの客だと認めたあらわれだろうか。

「マーヤ、食べよう」

「うん。おいしそう。──いただきます」

「いただくな」

「じゃあ出さなきゃいいじゃない！」

　さすがにカチンと来て、マーヤはレンを睨にらみ上げた。レンも睨み返す。お互いの眼鏡のレンズに、相手の凄んだ顔が映りこんだ。

「レンとマーヤは仲がいいな」

　見当違いの感想を漏もらしながら、エイジは巨大なエッグタルトを平らげてゆく。飢えた獣けものみたいな勢いだが、フォークとナイフの使い方は一切の無駄がなく、優雅だった。

　マーヤも自分のタルトを食べる。こちらはふつうのサイズだ。

　表面はさくさく、中はしっとり──生地の食感と、卵とクリームの風味が素晴らしくて、フォークを動かす手が止められなかった。

　ちらりと、レンに目をやった。

　仏頂面で烏龍茶のおかわりの用意をしている。お菓子に込められた繊細な気遣いを、少しは人間にも向けてほしいとマーヤは思った。

「ところで、マーヤ」

　エイジがフォークを置いて、訊いてきた。タルトはもうなくなっている。

「マーヤはデートをしたことがあるか」

　マーヤはむせて咳せき込んだ。

　その背後で、バガンッ、とシンバルを打ち鳴らすような音がした。レンがトレイを落としたのだ。何も載せていなかったのは幸いだった。

「いろいろな本を読むと、好きな人とはデートというものをするらしい。晴れた日にふたりで外に出かけて、映画を観たり、美術館に行ったり、公園を散歩したり、買い物をしたり、おしるこを食べたりする。──マーヤ、おれは何か変なことを言っているか」

「ううん、間違いじゃないけど……」

　なぜ、おしるこ。どんな本を読んだのやら。

　エイジは外の世界を知らない。実家を出た後は、ずっとこの学院の図書館で暮らしてきたので、一般的な知識に若じやつ干かんの──いや、かなりの偏かたよりがある。だから、ときどきこんな突とつ拍ぴよう子しもないことを言うのだ。

「おれとマーヤは、毎日のようにここでいっしょにレンのお菓子を食べている。これもデートの一種なのかと、最初は思った。でも、何かが違う。マーヤにとってここは〈外〉だが、おれにとっては〈家〉だ」

　新しい定理を証明する数学者みたいに、エイジは真剣な口調だ。

「おれはマーヤとデートをしてみたい。マーヤはどうだ」

「もちろん身の程を知って、謹つつしんで辞退するよな、赤毛」

「うーん……」

「おい、こら！」

　エイジの過保護な従者は血相を変えるが、マーヤは戸惑っていた。

　レンの言っていることも、わかるのだ。自分なんかが、どうしてエイジに親しまれているのか、いつも疑問に思ってはいる。しかしその一方で、仮にエイジが他の誰かとデートの約束を交わすことを想像すると、胸の奥がもやもやする。
















　マーヤが返事に詰まっていると、エイジは眉をひそめた。

「おれとじゃ、いやか」

「そんなことないよ！　でも……」

「レンとならするか」

「お断りです」

　これは即答できた。

「そうか、その手があったか……」

　レンの眼鏡の奥の目が妖しく光った。

「仕方ねえ。赤毛、おれとやれ。おれで我慢しろ」

「あの、何を言ってるのか意味がぜんぜんわからないんだけど」

「こっちだってつらいんだよ！　なんでおまえなんかとデートを！」

「だからわたしもお断りだって言ってるでしょう！」

　自分からおかしなことを言い出しておいて、何を勝手に憤いきどおっているのか、この男は。

　マーヤもむくむくと怒りが湧いてきて、おかしな威い勢せいが生まれてしまった。

　床を蹴けるように立ち上がって、エイジを見据える。

「わかった、いいよエイジくん！　デートしよう！」

　決けつ闘とうを受けて立つような物腰になってしまった自分の色気のなさを、マーヤは言った後で心の底から恨うらめしく思った。

　エイジの返事はない。

　マーヤはあわてず、エイジの秀しゆう麗れいな顔を覗き込む。

　やはり、まぶたが下りていた。

「寝ちゃった」

　マーヤは息を吐いた。

　最後の科白せりふまで聞こえていたとは思えない。ほっとしたような、少し残念なような。

「赤毛、もう帰れ」

　レンがしっしっと手を振る。

「うん、そうする」

　マーヤは素直に従うことにした。なんだか、ひどく疲れた。

　こうやって一日に何度も、エイジはところかまわず短い眠りに落ちる。桁けた外はずれの食欲といっしょで、これには理由がある。常に栄養と休息を摂り続けなければいけない理由が。

　それは、エイジが生まれながらに背負った宿命と、分かち難がたく結びついている。

　エイジは、その脳に〈竜の叡えい智ち〉を宿した〈禁書の管理人〉なのだ。





















[image: ]






　ゲオルギウス学院の中で、もっとも静かな場所を選ぶならば──

　図書館は必ず候補に挙がるだろう。

　天井まで届く書しよ架かに収められた、何万冊もの本が放つ気配は、館内を深い森のような静けさで満たしている。

　利用者の足音や衣きぬ擦ずれはある。ひかえめな声で会話が交わされることもある。しかし、それらはすべて、歴史と物語と記録の静寂しじまに溶けていってしまう。

　ここの主は、人間ではない。本なのだと、染み込むように納得させられるのだ。

　客人としての分をわきまえ、図書館の維い持じに努める。

　そんな本の従じゆう僕ぼくが、図書局という組織なのだった。





[image: ]






　マーヤが図書局員の証である、竜とペン先を組み合わせた紋章が刺し繡しゆうされた腕章を手渡されたのは、四カ月前。

　学院を揺るがす、とある事件が起きてから、まもなくのことだった。

　入学前から、学院の図書館には憧あこがれていたのだ。伝説的な魔術師にして図書局長──那ナ由ユ他タ＝クチガミが自分の先祖だったことを知って、愛着はますます深まった。

　局員は忙しかった。

　一般の生徒が思い浮かべる仕事は、貸たい借しやく業務くらいだろう。しかしそれは、図書館に課せられた役割のほんの一部にすぎない。一冊の本が貸し出されるために必要な、裏方の作業が膨ぼう大だいな量なのだ。




　半月ほど前にも、トラブルが起こった。

　局の〈禁書回収班〉が、カンダ地区の〈妖よう書しよ街がい〉で購入してきた、おかしな古本が原因だった。〈戦前〉の宗教家が世界滅亡を念じて記した随ずい筆ひつは、一世紀以上を経て、禍まが々まがしい呪いの書へと変貌していた。

　図書局の腕章は、護ご符ふも兼ねている。その護りを打ち破るほどの邪じや気きが作業室にこもってしまい、昏こん倒とうする局員が続出したのだ。

　修業の成果があって、マーヤにはいくらかの魔術的な耐性がついていた。めまいをこらえながら、原因の本を処分しようとしたが、止められた。

　なんと、図書局長の顕アキラ＝グリムウッドにだ。

「わが図書館の蔵書を勝手に処分したらどうなるか、身をもって知りたいのですか」

「そんなことを……言っている場合じゃ……ありません」

　息も絶たえ絶だえにマーヤが言っても、アキラは柔にゆう和わそうな細ほそ面おもてに、わざとらしい困惑の表情を浮かべるばかりだった。

「今日、入荷したばかりの本でも、蔵書は蔵書。勝手は許しませんよ。いやあ、それにしても邪気あふれる本ですねえ。わくわくしますねえ」

「ぜんぜんしません……っていうか、局長……なんとも、ないんですか」

　視界の四よ隅すみが暗くなってきて、マーヤは眼鏡をはずして頭を振った。

　アキラは邪気の影響を感じさせず、朗ほがらかに笑った。

「ぼくの白衣は密教のテクノロジーが組み込まれた特別製ですからねえ。もしマーヤさんが次期局長に就任したら、差し上げましょうか。しっかり局の業務に励はげんでくださいね」

「その前に……死にます……」

　第六十四代図書局長を務める十二年生のアキラは、文字通りの〈書物狂〉だった。

　読むことも嫌いではないが、それ以上に、集めて所有することに執着するのだ。稀き書しよの価値ばかりに気をとられて、人並みの倫りん理りがおろそかになることが多々ある。ありすぎて、もはや人でなしの域だろう。

　そうじゃなかったら、邪悪な宗教家の本など、局の予算で買ってこさせはしない。

　結局、邪気を感じ取ったエイジとレンが尖塔から降りてきて、渋るアキラを説得し、本を燃やして事なきを得たのだが──




　今週は、多忙ではあるけれど、平和な日が続いている。

　今日もそうだといいと、マーヤは願わずにはいられない。

　しかし、その願いは叶わなかった。
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　貸かし出だし申請票がカウンターに投げ出される。

　マーヤは、目の前に立つ男子生徒をしげしげと眺ながめた。

　小太りなのに、青白い顔色のせいで、妙に貧相な印象だった。黒いマントを身に着けているのは、この学院では珍しくない。魔術系の部活がいくつか存在するからだ。

「こんにちは。貸出ですか」

「見りゃわかるでしょ。さっさとしなよ」

　耳みみ障ざわりな早口で、男子生徒が言った。

　つくり笑顔を保って、マーヤは申請票を手に取った。

　閉架式書庫の蔵書を見たい利用者は、まず索さく引いんカードで書名や著者を調べて、この紙に必要事項を記入する。それを元に、局員が書庫を走り回って取ってくるという仕組みなのだ。

　この検索係に当たった日は大変だった。立ち仕事ならぬ走り仕事だ。触れたら崩れそうな古書もあるから、扱いには神経を使う。比ひ喩ゆでなく、一、二キロは簡単に瘦やせる。その夜はついつい隠れておやつを食べてしまうから、体重は減らないけれど。

　申請票には〈第三級稀書〉の題名が書かれていた。どうやらソロモン魔術に関するものらしい。氏名欄には、十一年生、裕ヒロ貴キ＝クラフトとある。

「学生証も見せてくれませんか」

「なんで」

「えっ」

　予想外の返事に、局員になって日の浅いマーヤは言葉を詰まらせた。

「そこに名前書いてあるでしょ。なんで学生証を見せなきゃいけないの」

「あの、決まりですから」

　マーヤが言うと、ヒロキとやらはことさら面倒そうなそぶりで、学生証をマーヤの鼻先につきつけ、すぐに引き戻した。顔写真と名前に間違いはない。

「少々お待ちください」

　マーヤは学院在籍者の名簿を繰くった。学生の他に、教職員の名前も記録されている。

「あれ」

　思わず声が出た。ヒロキの名前はあったが、貸たい与よ制限がかけられている。

　学院は誰にでも平等な世界ではない。貴重な書物を扱う図書館でも、個人ごとに利用できる範囲が決まっているのだ。同じ等級の本でも、二週間借りられる者もいれば、館内で閲覧できるだけの者もいる。

「すいません、クラフトさんには、この魔術書の閲えつ覧らんが許可されていないようです」

「なんでだよ！　貸せよ！」

「図書館では静かにしてください」

　反射的に、マーヤは言っていた。

　それは、図書館という場所を利用する以上、どれほどマーヤに文句があったとしても、守らなきゃいけない大原則のはずだった。

「あんたじゃ話になんないよ、局長出せよ！」

　ヒステリックな大声を上げて、ヒロキはカウンターをドンと叩いた。

　怯おびえと怒りとで、マーヤがぎゅっと唇を引き結んだときだった。

「やかましいなあ。わが図書館はカラオケボックスじゃありませんよ」

　マーヤの背後から、白衣をまとった長身の男が現れた。

　人のよさそうな笑みが単なる仮面であることを、図書局員なら全員知っている。

「またマーヤさんが原因ですか。ほんとうに困った女子ですねえ」

「またって何ですか、またって」

　マーヤは顕＝グリムウッドをじろりと見上げた。

　変な人をうまくさばけないのが、局員としての実力不足と言われるのなら、納得できるけれど。──レンといい、このアキラ局長といい、何かにつけて、マーヤの扱いがぞんざいすぎるのだった。

「今度は何ができなかったり失敗したり力不足だったりしたんですか」

「その訊き方、ひどすぎませんか」

「冗談です。──噓です、本気です」

　ヒロキの相手をするより腹立たしい。

　マーヤが手短に説明すると、アキラは少しヒロキを見つめてから、大きくうなずいた。

「裕貴＝クラフトくん。学院非公認の魔術部〈暁あかつきの明みよう星じよう〉とやらのメンバーでしたねえ」

　アキラの脳には、学院に在籍および勤務する一千人以上のデータが、あらかた記憶されているという。

「団体名は堕だ天てん使しルシファーの比喩、と。いかにもという感じですねえ。耶や蘇そ教きようの魔王の名前を冠かんしているくせに、借りたいのはソロモン魔術の本ですか。まあ、仏教徒が聖書を読んだって一向にかまいやしませんが、控えめに言わせてもらえれば、センスに欠けること甚はなはだしい。忌き憚たんなく言わせてもらえれば、全体的に間が抜けている。ダサい。どうしようもない。そりゃ公認もされないでしょうねえ」

　アキラに滔とう々とうとまくしたてられて、ヒロキは顔を真っ赤にした。

「デブでも不細工でもかまいませんが、きみは〈第三級稀書〉の魔術書を借りるような器ではない。まずは魔術の授業をちゃんと受けましょう。これがお断りする理由です」

　マーヤは眼鏡がずり落ちそうになった。

　──どうしたら、これだけ人を馬鹿にした科白せりふが即そつ興きようで出てくるの!?

　いさかいを遠巻きに見ていた利用者たちも、あきれ返ったような表情だ。先輩局員たちはアキラのふるまいに慣れていて、開架式書庫を整理したり、傷いたんだ本を補修したり、淡々と自分の仕事をこなしている。

「他の利用者の邪魔ですねえ。退どくか、この場で切せつ腹ぷくするか、さっさと選べと十年生の真絢＝ラヒリ局員が申しております」

「勝手なことを言わないでください！」

「はっはっは」

　この空から笑わらい。マーヤはため息をついた。アキラには何を言っても無駄だと、怒りが諦めに転じてしまう。〈こういう人〉であることを前提に付き合うしかない。

　ヒロキは何かを叫びかけたが、周囲の無言の非難に気づいたらしく、言葉を吞み込んだ。

「──覚えてろよ。ぼくを軽かろんじたことを後悔させてやるからな」

　代わりにこんな捨て科白を残して、恨みがましく何度もマーヤとアキラを振り返りながら、図書館を出ていった。

「マーヤさん、まだまだですねえ」

　苦笑するアキラに、マーヤは素直に頭を下げた。

「すいません。助かりました」

「学院にはおかしな人間も多いから、もっと毅き然ぜんとした態度で臨のぞむように」

「はい、がんばります」

「いやあ、マーヤさんは返事だけは実によろしい！」

「そこまで駄目な子扱いされなきゃいけませんか！」

　おかしな人間というなら、その代表のひとりはアキラ本人じゃないかと思ったが、マーヤは口にしなかった。
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　広大な敷地の中に、ゲオルギウス学院はさまざまなものを擁ようしている。

　その中ほどに〈竜の爪つめ痕あと〉が残された、豪ごう奢しやな時計塔。学院のどこからでも文も字じ盤ばんを仰あおぐことができるので、学生や職員で、腕時計や懐中時計を持ち歩くものは少ない。

　時計塔の下に広がるのは、四季折々の花が咲きみだれる中央庭園だ。

　外国様式の古城みたいな建物群は、校舎だったり、部室棟だったり、さまざまな使われ方をしている。すべて現役なのだ。

　オープンテラスを備えたカフェには、よく晴れた日の放課後など、大勢の学生が集う。「よい食事はよい人間を育てる」という学院長の方針により、どのメニューも格安だ。各方面から集まる寄付金は、こうして学生に還元されている。

　川も流れ、森も繁る。ここはまるで、小さなひとつの国のようだ。
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　そんな学院の九月には、静かな高こう揚よう感かんが満ちている。

　構内を歩くたびに、マーヤはそれを肌で感じていた。

　トーキョーの真ん中、帝都循環鉄道の内側に位置しながら、外界からはゆるやかに遮しや断だんされている学院が、年に一度、外に向かって門を開く。それを待ちわびた学生たちは、授業の合間を縫ぬって、非日常の風が吹き込んでくるのを歓迎する準備に取り組んでいるのだ。

　木こ陰かげのベンチや、寮の談話室に集まって、何ごとかを話し合う集団が目に付くようになる。

　造りかけの屋台が、ビニールシートをかけられて、芝しば生ふの隅すみに置かれている。

　芝居の脚本を読む声、楽器を奏でる音が、遠くから聞こえてくる。

　皆の心は十月初旬の週末に行われる〈豊ほう穣じよう祭さい〉──いわゆる学園祭に飛んでいるのだった。

　この辺は、上流階級の子弟が多く在籍するゲオルギウス学院も、トーキョーの普通の学校と変わりない。




　図書局はもともと〈豊穣祭〉にそれほど積極的ではなく、廃はい棄きする図書をバザーに提供するくらいだったのだが、今年は自らの手でイベントを開くことになった。

　館の前庭で、初等部──一般的な学校の小学生に当たる児童を対象に、朗読会を開くのだ。

　発案者はアキラだった。

　去る六月に初めてやってみたところ、好評を博した。

　それを受けて、今回は〈豊穣祭〉の初日に大々的に開催する。
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「『なんと、鉄でできた塔から、にょきにょきっと手足が生えてきたではありませんか。機械島の王が住む塔は、敵をほろぼす巨大なからくり人形でもあったのです』」

　上質の布の触り心地に似て、耳にやさしく響く声。

　マーヤが大好きな名作童話『ターニャと竜のぼうけん』の一節だ。

　朗ろう読どくしているのは、図書館の尖塔に住まう〈眠り王子〉エイジだった。

「『〈だめ、それは正義じゃない。王さまのわがままだわ〉マーヤは大きな声で、塔のてっぺんに呼びかけましたが──』」

「若、またまちがえています」

　レンが指摘して、マーヤをきっと睨む。

「な、なんでわたしを怒るの」

「おまえの存在が癇かんに障さわって、若が読み間違えるんだろうが」

「そんなことないと思う！　レンくんの癇には障ってるかもしれないけど」

　マーヤも最近は、レンに言われっぱなしじゃなくなってきた。

「わかっていながらここに居座り続ける赤毛は本当にいい根性してやがるよ」

　舌打ちしながら、レンは三人分のアイスコーヒーを淹れて、季節の果物がたっぷり載ったショートケーキを冷蔵庫から出してきた。

「どうもマーヤとターニャを間違える。〈ターニャ〉の上に〈ターニャ〉ってふりがなをふっておこうか」

「あんまり意味ないと思うよ、エイジくん……」

　首をかしげるエイジの前に、レンはうやうやしく皿を差し出した。

「ご賞味ください。味見をさせるようで申し訳ないのですが、やはり、若の味覚が一番、信頼できますので」

「そうか。いただきます」

　エイジがケーキをピースではなくホールで食べる風景も、すっかりお馴な染じみだ。

「うん。うまい」

　エイジは微笑んだ。

「見た目も華やかだ。子どもたちに喜ばれるだろう」

「恐きよう縮しゆくです」

「マーヤも食べてくれ」

　エイジの勧めに従って、マーヤも切り分けられたピースを食べた。

　さまざまな甘さが弾けて、舌の上で一体になる。果物を果物のままでなく、ケーキとして食べる喜びを、マーヤはしみじみと嚙みしめた。

「レンくんは柄がらが悪いのに、作るお菓子は繊せん細さいだね」

「そこの窓から突き落として、おまえの顔面に膝から飛び降りてやろうか、こら」

　マーヤを威い嚇かくするレンの横で、エイジが朗読を再開する。

「『〈わたしを塔のてっぺんまで連れていって〉マーニャがお願いすると、竜は翼つばさを大きくひろげて──』」

「エイジくん、混ざってる」

　本をいったん閉じて、エイジはしばらく何か考えていたが、思いもよらない迷案を口にした。

「いっそ、マーヤに変えよう。そのほうが読みやすい」

「それは困るよ！　駄目駄目」

　ただでさえ、マーヤはエイジと親しいことで、周囲の羨せん望ぼうと嫉しつ妬とを買いがちなのだ。

　童話の主人公の名前をマーヤに読み変える？　公衆の面前で？

　そんなことをされたら、朗読会はマーヤの公開裁判場と化してしまう。

「いいアイデアだと思ったんだが」

「若、どうかお気を確かに。というか、こんな茶番に協力するのは、やはりやめませんか」

「それはいやだな」

　──エイジが朗読し、レンがお茶とお菓子をふるまう。

　朗読会は、正式な局員でないふたりに頼るところが大きいイベントなのだった。

　その美貌と〈禁書の管理人〉という重要な立場のせいで、エイジはなかなか普通の学校生活が送れない。一日のほとんどを、この尖塔の自室で過ごしている。何かイベントに参加できるのがうれしいのだ。




　朗読会は中等部以上の生徒も観みられるが、事前に発行される整理券が必要となる。

　有料だ。

　これがアキラを朗読会の開催に駆り立てる原動力だった。

　名目上は〈図書館への有志の寄付〉という形をとっている。あからさまな営利目的だと、生徒会の許可を得るのが厳しくなるからだ。

　決して安くない〈整理券〉は、あっという間に売り切れた。

　裏では何十倍ものプレミアがついて取り引きされているという。なにしろ金持ちの多い学校だから、その辺は際限がない。

　マーヤもあまり話したことのない同級生から、猫なで声で「マーヤさんは局員でしょう、予備の整理券をお持ちじゃないかしら？」と訊きかれたことが、何度もある。

　噂の〈眠り王子〉を間近で見ることが目的なのは、瞭りよう然ぜんだった。

　レンは「若をダシに金かね儲もうけしやがって、阿あ呆ほたれが」と憤っているが、ダシにされている当人が乗り気なので、仕方なく協力している。
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「そういえば、マーヤ」

　朗読の練習を終えて、エイジが訊いてきた。

「デートはいつにしよう」

　マーヤはむせて咳き込み、レンはトレイを取り落とすという、いつかとまったく同じ場面が再生された。

「き、聞こえてたの」

「ああ。マーヤは大きな声で約束してくれた」

　確かに、勢いに任せて「デートしよう！」と言った。エイジは寝入り端ばなで、その声は届いていないと思っていたけれど。

「ずっと考えていたんだ」

「な、何を」

「デートコースというものを。男が考えるのが礼儀らしい」

「うん、まあ、そうかな……」

「おれは〈竜の叡智〉を管理する立場だから、学院の外に出るのは、さすがに憚はばかられる」

　そこは、マーヤにも疑問の余地はなかった。

　籠かごの鳥みたいでかわいそうだが、エイジが自分の宿命を真まっ直すぐ受け止めているのに、他人がそれを哀れむほうが無礼なのだろう。

　マーヤが敬愛する祖母──文フミ世ヨ＝ベルナールも言っていた。





　──いつだって、自分の思い通りの役割が巡ってくるわけじゃないさ。どうしても嫌な役割なら、止やめればいい。でも、もしなんとかやれそうなら、やったほうが絶対にいいよ。マーヤの世界にそれまでなかったものは、きっとマーヤを強くするからね。






「偉いね、エイジくんは」

「そうか」

「うん。とても強いと思う」

「マーヤに褒められた」

　そんなことを言って、エイジは顔をわずかにほころばせた。

　マーヤはぎゅっと胸を押さえた。そんな無防備な表情を見せられたら、心臓の鼓動が乱れてしまう。

「──どうした、苦しいのか」

「何でもない！　大丈夫！」

　ぶんぶんと首を振るマーヤの背中に、レンの視線が突き刺さる。この過保護な従者は、女子が興味本位で若に近づこうとするのを許さない。

「催もよおし物を観たり、買い物をしたり、お菓子を食べたりするのがデートなら、ちょうどよかった。いい時期だ。学院の中ですべて叶う」

「えーと、もしかして……」

「〈豊穣祭〉の一日めに、デートしよう」

　エイジはそう言って、マーヤを見つめた。

　学園祭で男の子とデート。しかも、エイジくんに誘われて。嬉しくないわけがない。

　でも、限界を越えて嬉しいことに直面するのが、こんなに怖いものだなんて……

　喉のどが詰まったようになって、マーヤは返事ができなかった。

「──いやなら、正直に言ってくれ」

　エイジは小さな声で言った。

　その言葉を聞いた瞬間、マーヤは悟った。

　──そっか。エイジくんだって……怖いんだ。

　およそ怯えとか恐おそれとかいう感情が欠落しているように見えるエイジから、こんな弱気な科白が発せられるとは、夢にも思わなかった。

　自分がどれほど魅力的か、ちっともわかっていない〈眠り王子〉が、とても愛おしい。

　喉のつかえが取れて、返事は自然に滑り出た。

「うん。〈豊穣祭〉でデートしよう」

「──そうか」

　エイジは安心したようにそっと息を吐いた。

　その吐と息いきに、レンの盛大なため息が重なった。

「おれは過保護すぎたのか……」

　──自覚、なかったんだ。

　マーヤが耳を疑うような言葉をひとりごちて、頭を抱える。

「若にはもう少し、いろんな女を見せておくべきだった。まさかうっかりこんなのに引っかかっちまうとは。ああ、おれの失敗だ」

　壁に頭をゴンゴンと打ちつけながら、おぼつかない足取りで台所に消えてゆくレンの背中を、マーヤは釈しやく然ぜんとしない気持ちで見送った。反省すらマーヤを不愉快にさせるレンは、ある意味でエイジ以上に稀け有うな存在かもしれない。
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　図書局員の仕事のひとつに、返却遅延者への督とく促そくがある。

　まずは、延えん滞たいを知らせるカードを、寮の部屋にこっそりと送る。悪意のない、ただの返し忘れかもしれないので、恥をかかせないように気をつける。

　それで返ってこないなら、学生課の掲示板に名前を張り出すよう手配する。行事のお知らせや教室の変更などが掲示されるので、みんな毎日のように確認するから、掲示されると非常に目立つ。

　それも無視となると、いよいよ直接、本人に督促することになる。
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「マーヤさん、回収をお願いします。これが貸出票。この一番上に記名してある生徒が今回の債務者です」

　アキラが寄こしてきた貸出カードを見て、マーヤは首の付け根がどっしりと重くなるのを感じた。局長室にわざわざ呼ばれた理由はこれか、と思った。

　返却遅延者は、那ナ波ナミ＝アングラード。こういう形ではもっとも見たくない名前だった。

「局長」

「何でしょう」

「これ、どうしてもわたしが行かないとだめですか」

「ほほう、局で一番の新人が仕事を選びますか！」

　アキラは沈ちん鬱うつそうな表情をこしらえた。

「先祖が那由他＝クチガミだったからといって、自分まで特別な存在だと思うような女子だったとは。いやはや、じつに残念ですねえ」

「そんなことありません！　でも、この人選は、明らかに局長の嫌がらせじゃないですか。わかっててやってるでしょう」

「マーヤさんはもう少し、言葉をオブラートに包むことを覚えましょう」

「わたしをナナミさんにぶつけることはないでしょう！」

　言い方はともかく、アキラのほうに分があることはわかっていた。局長が局員に、正式な仕事を命じただけなのだ。しかし、マーヤをナナミの督促に行かせるのは、人並みの思いやりがあれば控えるだろう。

　ふたりの仲がすこぶる悪い──正確にいえば、ナナミがマーヤを目の敵かたきにしているのは、高等部における周知の事実だった。

「マーヤさんとナナミ嬢の仲はすこぶるよろしいから、ことはスムーズに運ぶでしょう。大いに期待していますよ」

「わたしがレンくんだったら、とっくに局長の口元にパンチを叩き込んでいると思います」

「あんな粗そ暴ぼうな男子の真似をしてはいけませんねえ、マーヤさん。ぼくをお手本に立派な人間を目指してください」

　アキラは真顔で言った。
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　マーヤはナナミを探しに出た。

　再さい三さんの督促を無視しているナナミが悪いのだ。マーヤに落ち度はまったくない。しかし、気まずい役割だった。

　時計塔を見た。時刻は、午後二時を回った頃合いだった。

　授業に出ていなければ、中央庭園の一角で取り巻きの少女たちを従え、他人の悪口に花を咲かせているはずだ──

　そこまで考えて、マーヤは愕がく然ぜんとした。

　──わたし、ナナミさんがどこにいるのかを、無意識のうちに予測できてる！

　かち合わないように気をつけているうちに、なんとなく把握してしまっただけなのだが、不本意だった。エイジなどは本気で、マーヤとナナミが仲よしだと思っている。自分で自分にげんなりして、マーヤは足の進みがのろくなった。

　予測通り、庭園の一角にナナミの姿があった。

　あふれるような巻き髪を垂らし、豊かな胸をそらして、少女たちのお追つい従しようの言葉を満足そうに聞いている。

「ナナミさまの気前のよさには脱帽です」

「わたしも、感服いたしました」

「ああら、当たり前のことをわざわざ口にしなくてもよくってよ！」

「いいえ、あんな貴重なものを〈豊穣祭〉のためにお貸しするなんて、なかなかできることではありません」

「持てるものが持たざるものに施ほどこすのは、当然のことですわ。おほほほほ」

「まあ、なんて控えめな！」

　──ナナミさんが、控えめって……

　この集団の会話を聞いていると、自分の常識が揺らいでくる。

　ふと、すべてがどうでもよくなって帰りたくなったが、祖母の教えを思い出した。





　──ものごとには二種類ある。さっさと片づけておくべきことと、後回しにしてもかまわないこと。自己管理とやらは、結局、この見極めに尽きるんじゃないかね。






　ナナミから本を返してもらうのは「さっさと片づけておくべきこと」だ。気持ちが萎なえそうになるのをぐっとこらえて、マーヤはナナミたちに近づいた。

　マーヤに気づいて、ナナミたちの会話が途切れた。注がれる視線は、どれも友好的とはいいがたい。

「ああら、ごきげんよう、マーヤさん」

　いつも通りの高こう慢まんな声音だった。

「こんにちは」

　マーヤは軽く頭を下げた。

「何かご用？　わたくし、とっても忙しいのだけれど」

「すいません」

　もう一度、頭を下げて、マーヤは手短に本題に入ろうとしたが、ナナミはいきなり表情を険しくした。柳りゆう眉びを逆立てる、という表現がぴったりだ。

「ちょっと、あなた！」

「な、何ですか」

「どう見たってわたくしは忙しそうじゃないでしょう、それなのに謝る必要があって!?　他人の言うことなど適当にあしらっておけばいいという、マーヤさんの曲がった根性が透けて見えますわね！　おお、いやらしい」

　──曲がった根性はどっちよ！

　どんな言葉を使ったとしても、難なん癖くせをつけてきたことは確実なのだ。

「そうよそうよ」

「どういうおつもりかしら」

　取り巻きたちが発する、マーヤに聞かせるための陰口も、統制されていて無駄がない。ある意味、大したものだ。

「で、根性の曲がったマーヤさん、何かご用？」

「本の返却をお願いします」

　心を無にして、マーヤは用件を淡々と告げた。

「なんのことかしら」

「ナナミさんが図書館から借りた本のことです」

「質問の意味はわかりますわ」

　ナナミは鼻で笑った。

「掲示板に張り出されていましたわね、那波＝アングラードという高貴な名前が。わたくしは、何かの間違いじゃなくって、と言っているの」

　マーヤは腰に下げた革のバッグから、貸出カードを取り出して、ナナミに見せた。

　ナナミはそっぽを向いた。

「『旧世界』──昴スバル＝ムロツキの詩集です」

「借りた覚えはありませんわ」

　スバルは、二十代で夭よう折せつ──若くして亡くなった詩人だ。マーヤが中学生のときに没後百年という節目を迎えて、再評価の気運が高まったことがある。その耽たん美びで退たい廃はい的な作風は、熱狂的な若い支持者を多数生んだ。マーヤも話題になったときに、代表作『月げつ蝕しよく旅りよ団だん』を読んだことがある。

　ナナミが借りたはずの『旧世界』は、〈戦前〉に小さな出版社からわずかな部数だけ発行されて、たちまち絶版になってしまい、没後百年のブームのときも再販されなかった、幻の第一詩集だという。

「よく見てください。うっかり忘れているのかも──」

「知らないものは知らない。これ以上いいがかりをつけるなら〈衛士団〉を呼びますわよ」

　ナナミの声が尖った。もともとマーヤに対しては尖っているが、さらに鋭さを帯びたのだ。

　マーヤは不審に思った。

　ナナミは傲ごう慢まんで自己中心的だけど、噓はつかないという印象がある。

　道徳的なのではなく、ナナミは「下しも々じもの者」に自分を取り繕う必要を感じていないのだ。もし話したくないことがあれば「あなたに話す必要はありませんわ」と言うはずだった。

　──本当に、ナナミさんは借りていないのかも……

　しかし、貸出カードには、確かにナナミの名前が残っている。やはり、ナナミがとぼけていると考えるべきではないか。

　あれこれと黙考するマーヤに、ナナミは不愉快そうに眉をひそめた。

「ちゃんと調べなおしてちょうだい。あなたはどうせ下っ端なのでしょう。あの二枚舌の図書局長なら、わたくしに濡ぬれ衣ぎぬを着せて『その本は貴重なものですからねえ』と言い値で弁償させようと企たくらみかねませんわ」

「確かに……」

　マーヤは思わずうなずいてしまった。

　そっちのほうが腑ふに落ちるのは、マーヤが薄情なせいじゃないと思う。局員にも疑われるほど、普段のふるまいに問題があるアキラが悪い。

「すいません、また来ます」

「もう来なくてけっこうよ」

　マーヤは一礼して、立ち去ろうとした。

「ちょっと、お待ちなさい！」

「どっちですか！」

　いれば帰れと言い、帰ろうとすれば待てと言う。マーヤの周りは、どうしてこう、マーヤを無意味に翻ほん弄ろうする困り者ばかりなのだろう。

「あなた、ずうずうしくも、エイジさまのお部屋によく招かれているのでしょう」

「う……まあ、そうですね……」

　答えにくい話題だった。高等部から入学した新参者なのに、あの〈眠り王子〉とたちまち親しくなったのが理由で、マーヤはナナミにいびられるようになったのだ。

　奴隷を値ね踏ぶみする悪徳商人みたいな目で、ナナミはマーヤを頭から足の先まで眺めた。

「エイジさまは、あなたのようにクルクルの赤毛で冴さえない眼鏡をかけている地味な女のどこがいいのかしら。理解に苦しみますわ」

「わたしもそう思いますけど、天然パーマをバカにしないでください」

「エイジさまは、お元気かしら」

「はい。〈豊穣祭〉を楽しみにしています」

　朗読会に向けて、やる気を出しているという意味で言ったのだが、

　──デートしよう。

　エイジの声が耳に蘇よみがえってしまい、マーヤは熱くなった顔を思わず手で押さえた。

「どうかなさって？　天パーのマーヤさん」

「天然パーマをバカにしないでください！」

「そこだけは妙にこだわりますわね、あなた……」

　ナナミは訝いぶかしげにマーヤを見やってから、取り巻きのひとりに目配せした。

　それを受けて、取り巻きの少女は封筒をマーヤに差し出した。蠟ろうで封印がされている。

「これは？」

　マーヤは一瞬、胸のうちがざわついた。

　──ラブレター？
















「エイジさまに渡してちょうだい。ああ、勝手に中を開けたら許さなくってよ」

「しません」

　中身が気になってしまった動揺を、マーヤは押し隠した。

「燃やしたり食べたり──」

「しませんってば！　そこまでわたしが疑わしいなら、ご自分でどうぞ」

「だってあの〈門番〉じゃ、取り次ぎを頼むことも叶わないでしょう」

　ナナミはいまいましそうに舌打ちした。

　お嬢さまにあるまじきふるまいだが、それも仕方ないとマーヤは思った。

〈眠り王子〉に人を寄せつけないレンのことを〈門番〉とは、言い得て妙だった。たぶんマーヤは、さんざんいじめられてはいるけれど、あの従者に許されているほうなのだ。

　正直に言えば、断りたかった。でも断ったら、もっと面倒なことになる。

　ウエストバッグに手紙をしまった。

「では、頼みましたわよ」

　そう言って、ナナミはうるさそうに手を振った。人払いの仕し草ぐさが様になっている。性格の善し悪しは抜きにして、生きつ粋すいのお嬢さまなのは間違いない。

　ナナミが顔を背そむけてしまったので、どんな表情なのかは見えなかった。
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「ほほう、それで、ナナミ嬢よりぼくのほうが信用ならないと」

「はい」

　マーヤはためらいなく答えた。

　図書館一階の、局長室である。アキラにことのあらましを報告したのだ。

　書物や書類がいくつも山を成している机の向こう側で、アキラは天てん井じようを仰あおいだ。

「ああ、信じられない。なんということだ」

　わざとらしくよろけて、インク壺つぼを左手で跳ね飛ばす。

「きゃっ!?」

　マーヤはぎりぎりで身をかわした。

　壺は床に落ちて、絨じゆう毯たんをインクで汚した。

「なな何するんですか！」

「ぼくの悲しみのささやかな表現ですよ。ああっ、ひどい。マーヤさんはひどいなあ」

　その場でくるりと一回転して、今度はペンをつかむ。手が滑ったと称してダーツのように投げつけてくるのは明らかだった。

　マーヤはあわてて机を回り込み、アキラから凶きよう器きを奪い取った。

「とにかく！　先輩たちにも尋ねてみたんです」

　貸出カードには、手続きをした日時と、その局員の名前──トシロウという十一年生の男子──が押印されている。シフト表と照らし合わせれば、ナナミが詩集『旧世界』を借りた時間に、図書館で働いていた局員が誰なのかはわかるのだ。

「トシロウさんも、他の人たちも、確かにナナミさんが訪れていたと言っていました」

「もしかしたら、トシロウくんが記入のときに名前を間違えたのかもしれませんねえ。ちょっとゴウ──説教してやりましょう」

「ゴウって拷ごう問もんのゴウですか！」

　これだから信用ならないのだ、この図書局長は。

「おかしなことはやめてください。ナナミさんを他の誰かとは間違えないと思います」

「ふむ」

　アキラが珍しく、マーヤの言うことに素直に納得したようだった。そのくらい、ナナミは学院内で有名な少女なのだった。

　ナナミとトシロウのどちらかが、噓をついていると考えるのが妥当なのだろう。

　しかし、この紛失は、ナナミが借りたことを忘れているというだけの話ではないように感じた。何か、裏がある。しかし、その根拠はない。

　言葉に詰まるマーヤを見つめて、アキラはため息をついた。

「いいでしょう。マーヤさんも局員です。自分の考えを持って仕事に取り組むなら、おやりなさい。ただし、わが図書館の蔵書が戻ってこなかったら、どうなるか──」

「ど、どうなるんですか」

「先にお教えしてしまうと、すべてを捨てて学院から脱走しかねませんからねえ。まあ、わが図書館には人命より重い本が無数にある、ということでしょうか」

　はっはっは、とアキラは朗らかに笑う。

　声だけが笑っていて、目は笑っていない──のなら、まだよかった。目も心の底から愉快そうに細められているのが、顕＝グリムウッドの恐ろしいところだった。
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　もうひとつ、やらなければならないことがある。

　マーヤはエイジの居室を訪れた。

　エイジに渡そうとした手紙を、レンが横から奪い取った。

「ちょっと、何するの！」

「おまえはまだ若の立場をわかってねえらしいな。手紙や荷物におかしなものを仕込んで送るのは、暗殺の常じよう套とうだろうが」

「あ、暗殺」

　何という被害妄想──と断じることは、マーヤにもできなかった。

　エイジの〈竜の叡えい智ち〉がどれほどの価値を持つか、魔術の徒の端くれとして、マーヤも理解できる。この図書館のいかなる蔵書よりも貴重な存在と言っても大げさではない。

「でも、ナナミさんが……」

「なんだよ。赤毛の敵じゃねえのか」

「そりゃ、苦手な人だよ。でも、手紙を覗き見るのはよくない」

「マーヤはいい子だな。──レン、貸してくれ」

「しかし」

　渋る従者に、エイジは手を伸ばした。

「大丈夫だ。ササミさんはマーヤの友だちだろう。悪い人じゃない」

「友だちでもないし、鶏とり肉にくでもないけど……」

　実はエイジは、なかなか人の名前を覚えられない。脳内で〈竜の叡智〉を管理している弊害──というよりは、もともとのエイジの性質かもしれない。

「ではせめて、自分が開けます」

　レンはペーパーナイフで封筒の端を切り、中身をそっと引き出した。

　折り畳まれたグリーティングカードだった。

　マーヤは胃の辺りがギュッと縮まるのを感じた。何が書いてあるのか。そして、エイジはそれを読んでどう思うのか。

　エイジは無造作にカードを開いた。

「親愛なる〈眠り王子〉エイジさま、ごきげんうるわしゅう──」

「エイジくん、声が出てる！」

「ああ。声を出しているが」

　エイジは不思議そうに言った。マーヤが何を問題にしているのかわかっていない。

「黙読しようよ」

「なぜ」

「だって──エイジくんにしか、読まれたくない内容かもしれないし」

「じゃあ帰れよ、眼鏡猿」

「レンくんも眼鏡かけてるでしょう！」

　もっとも、レンの言う通りだった。マーヤの役目は終わった。

　でも、気になる。気になっちゃうのは、仕方ないじゃないか。

　マーヤのそんな、矛盾を抱えた繊細な乙女おとめ心を慮おもんぱかる能力は、残念ながらレンもエイジも持ち合わせていない。

「──そうか、わかった」

　エイジは感心したようにマーヤを見やった。

「マーヤは忙しいから、要点だけを知りたいのか」

「そうじゃなくて、いや、ぶっちゃけて言えば、そういうことなのかも……」

　自分の倫理観に自信がなくなってきたマーヤである。

　エイジはざっとカードに目を通して、見事に要約してくれた。

「ササミさんは〈豊穣祭〉に、実家が所有している〈妖よう精せいの棺ひつぎ〉とやらを展示するそうだ。それを観に来てほしいと書いてある」
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　──自分とは関係なく、世界は回ってるのさ。例えばマーヤが失しつ恋れんした日に、マーヤの友だちに恋人ができるかもしれない。そんな時、自分の苦しみをとりあえず脇に置いて、心から友だちを祝福できるような人間になってもらいたいね。






　おばあちゃんの言うことは、学院にやって来てから、どんどん実感を伴ともなってマーヤの心に染み入ってくるようになった気がする。

　マーヤが引き受けた、詩集『旧世界』を回収する任務は、局員としての業務の一部に過ぎない。日常の仕事は他にいくらでもある。

　それに、ゲオルギウス図書局全体としては、〈豊ほう穣じよう祭さい〉の朗読会に向けて動き出しているのだ。そちらの手配も抜かりがあってはいけない。

　日々の授業の予習、復習も欠かせなかった。学院は名ばかりの名門校ではない。いくら〈豊穣祭〉が近いからといって、授業がなくなったり、宿題が減ったりはしないのだ。

　加えて、マーヤには『門の書』の魔術を使いこなすための訓練もある。一日サボれば、元の勘かんを取り戻すのに倍の努力がいるのは、スポーツや楽器の練習と変わらない。

　日々は過ぎていく。

　世界は回り続ける。

　マーヤと同じように──いや、それ以上に、みんなだって忙しい。

　それでも、疲れが溜まってくるのは仕方なかった。
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　いきなり肩を揺すられる感覚に襲われて、マーヤは反射的に跳はね起きた。

「えっ、何──わあっ！」

　最後の悲ひ鳴めいは、エイジの顔がすぐ目の前にあったからだった。

　ずいぶん見慣れたつもりだけど、やはりそれは錯さつ覚かくだと思い知った。少女という生き物の精神にとって、この秀しゆう麗れいすぎる顔はある意味、刃物より危険な凶器なのだ。

「起こしてすまん、マーヤ」

　エイジは真顔で詫わびた。

　マーヤは壁ぎわの振り子時計を見た。

　午前八時の少し前だ。

　状況が吞のみ込めてきた。エイジの居きよ室しつのソファで、朗読会の進行を確認している最中に、ついうたた寝してしまったらしい。

　つまり──緩ゆるみきった顔を、エイジに見られたわけだ。

「わっ、うわっ」

　意味を成さない声が漏れる。顔から火が出る思いとは、このことだった。

「阿あ呆ほみたいに口を半開きにしてフゴフゴ寝息を立てやがって。一生寝てろ」

　レンの残酷な描写が、マーヤをさらに鞭むち打うつ。

「いい寝顔だ。起こすのがもったいなかった」

「やめて、やめて」

　エイジは厭いや味みを言って人をからかうタイプではない。本心なのだろう。かといって、素直に喜べるほど、自分の寝姿に自信なんかあるわけがなかった。恥ずかしすぎる。

「疲れているんだろう。もう少し眠ったらいい。──レン、カメラを」

「ヒィ──ッ」

　マーヤはソファに突っ伏した。自分の部屋ならとっくに床を転がり回っている。

　──カメラで何を撮るのエイジくん、撮ってどうするの!?

「若、フィルムの無駄遣いはおやめください。──今さら落ち込まなくたって、赤毛が恥ずかしい人間なのはとっくにわかってるよ。さっさと手伝え」

「うう……」

　エイジの優しさもレンの厳しさも、均ひとしくマーヤの心をボッキボキにへし折ってくれる。

「世界は回ってる……世界は回ってる……」

　自分を支える言葉をつぶやきながら、マーヤはふらふらと立ち上がった。レンが不ぶ気き味みそうに顔をしかめる。

　最終準備をしなければいけない。

　とうとう〈豊穣祭〉の日を迎えたのだ。
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　会場の設営が済んだ、午前九時半。

「学園祭で初めてのデートですか。いやはや、絵に描いたような青春ですねえ。胸の鼓こ動どうに正直になって熱く激しく駆け抜ける季節。季節と書いて〈とき〉と読む。あ、鼓動も〈ときめき〉と読みましょう。ところで、やはりぼくがついていってはいけませんかねえ。非常におもしろそうなのですが」

「ふざけんなてめえ！　ほどけバカ野郎！　ぶっ殺すぞこら！　ついていくのはおれだ！」

　ぶっそうなことをわめきたてるのは、図書館の前庭に立つひときわ大きなポプラの木に、縄なわで何重にも縛しばられているレンだった。

　うおおっ、ぐおおっと叫びながら、必死に身をよじる。木が根っこごと抜けるのではないかと思わせるような勢いだ。

　その横が、朗読会の会場だった。エイジが登る壇だんが置かれ、その周りに椅子と卓が並べられている。卓上には小さな水晶球が飾られて、朗読会場を神秘的な祭さい祀し場じようのように見せていた。

「あの、局長」

　マーヤはアキラに尋ねた。

「何でしょう」

「レンくんはものすごく喧けん嘩かが強いと思うんですけど、どうやってこの状態まで持ってきたんですか」

「エイジくんほどではありませんが、わが図書館も喪うしなわれた叡えい智ちの宝庫ですからねえ。やりようはいくらでもありますよ。はっはっは」

　どんなやりようなのかはあえて訊かないことにした。

　レンはすがるように、マーヤのかたわらに立つエイジを見た。

「若、もちろん自分も連れていってくれますよね」

「レン。デートというものは、友だちや家族の好奇心によるさまざまな妨ぼう害がいを乗り越えて、少しでもふたりきりの時間を持とうと苦心し、最終的に完かん遂すいするところに意義があるらしい。本に書いてあった。おれを護まもってくれる気持ちはありがたいが、今日はこらえてくれ」

　敵地に赴おもむく軍人みたいに悲ひ壮そうな物言いで、エイジはいきりたつ従者を諭さとす。

　レンは地獄のような目つきでマーヤを射抜いた。

「あーかーげー」

「おおお脅おどかしたってダメだよ！　今日はダメ！」

「エイジくんと結婚したら大変ですねえ、マーヤさん。こんなおそろしい舅しゆうとがもれなく付いてくる」

「そうですね……」

「きーさーまー、すでに若の嫁気取りかー」

「やっ、ちがっ、あくまでも一般論！　レンくんが悪魔だって言いたいだけ」

「あくまでも悪魔。はっはっは」

　アキラのひどい駄だ洒落じやれに気力を殺そがれたのか、レンががくりと首を折った。

　マーヤはちらりとエイジを見やった。

　立ったまま、まぶたを閉じている。

　神こう々ごうしい彫ちよう像ぞうみたいな姿だが、単に寝ているのだった。

　──聞こえたかな、今の。聞いてないか。

　愛用のウエストバッグに触ふれて、マーヤはそっと深呼吸した。気持ちを落ち着かせる。

　一瞬だけ、ほんの一瞬だけ──この〈眠り王子〉と暮らす自分を想像してしまったことは秘密だ。特にレンには。

　短い眠りから覚めて、エイジはマーヤと視線を合わせた。

「どうした」

「ううん、何でもない」

「行こう、マーヤ」

「う、うん」

「二時までには戻ってきてくださいね。リハーサルがありますから」

　アキラがにこにこと手を振る。この図書局長がエイジとマーヤに協力的なのは、青春うんぬんというさわやかな理由ではなく、単にエイジが構内をうろつけば、それだけで朗読会の大宣伝になると踏んでのことだ。

　見送られることに気恥ずかしさを覚えながら、マーヤはエイジと並んで、学院のメインストリートに向かった。
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　時計塔は午前十時を指している。

　メインストリートはすでににぎわっていた。

　一般開放といっても、誰でも制限なしに入れるわけではない。入場券の配布は、学生と職員の親族か、婚約者のようなごく近しい者、または学院が確かな身元を把は握あくできる著名人に限られる。

　それでも、ここはトーキョーだ。

　物事には表と裏があることを、これほどまでに体現している都市は、世界を探しても類を見ないだろう。あらゆる手段を用いて不正に入場しようとする者は後を絶たず。学院を守護する〈衛えい士し団だん〉の警備は厳重だった。

　学園祭では定番の食べ物を扱う模も擬ぎ店てんも、上流階級の子息令嬢が集うゲオルギウス学院では一味違う。ガラスケースに色とりどりのマカロンが並べられた店。煉れん瓦がを積み上げて造った立派な窯かまでピザを焼く店。さまざまな茶葉を試飲して、量はかり売りをしてもらえる店。

　どの店もたっぷりとお金をかけた、贅ぜい沢たくな内容だ。

　なにしろ、儲もうけを考える必要がないような学生ばかりだから、自分のやりたいことを採算度外視で行える。まさしく〈模擬の店〉なのだった。

「出遅れたか。混んでいてまっすぐ進めないな」

　エイジがつぶやいた。

　それは間違いだった。

　マーヤとエイジの出現に、辺りが騒そう然ぜんとなった。

　学院生は、あの〈眠り王子〉が、噂うわさの赤毛の図書局員と肩を並べて歩いていることに。

　外部の人間は、この〈眠り王子〉の人智を超えた美しさそのものに。

　神が起こした奇蹟の顕けん現げんのごとく、人垣が左右に割れた。

　エイジは驚いたように目を見開いた。

「みんな、親切だな。おれとマーヤのデートに協力してくれるらしい」

「声、声が大きい！」

　マーヤは両手をばたばたと振ってたしなめたが、すでに遅かった。

　──ひっ！　デート！

　──おふたりは交際なさっているってこと？

　──いやっ、信じない！　絶対信じない！

　──エイジさんは皆のものなのに！

　──ああ、あの子がうらやましい……

　あちこちから悲鳴のような声が上がる。ちなみに、最後の羨せん望ぼうの言葉は、明らかに男子生徒が発したものだ。真の美は性別を超えて人の心を貫くということか。

　マーヤが誇らしくないかといえば、噓になる。

　しかし、いたたまれなさが先に立つのも事実だった。訳もなく謝りたくなってくる。ごめんなさい、わたしなんかがエイジくんと、ほんとすいません……

　そんなマーヤの煩はん悶もんに気づく様子もなく、エイジは手にした紙切れに目を落としながら、なにやら考えている。

「何、それ？」

「今日の予定だ。初めてのことだから、忘れないように紙に書いてきた」

「予定って、何が書いてあるの」

　マーヤが覗のぞき込もうとすると、エイジは手を後ろに隠した。

「見ないでくれ」

　エイジにしてはいくぶん強めの口調に、マーヤは気け圧おされた。

「もっと慣れた男なら、すべてを即そつ興きようで進められるんだろう。おれは初心者だから、どうか勘弁してほしい」

「わ、わかった」

「最初のデートは甘いものを食べるのが定番だという。定番とは先人の知恵の集積だ。奇をてらわず前例を遵じゆん守しゆしたいと思うが、マーヤは退屈じゃないか」

「エイジくん、デートの話になると言葉が難しくなるね……」

「おれは初心者だから、どうか──」

「大丈夫、わたしも素しろ人うとだから大丈夫！」





　──物事を難しく説明するうちは、そいつもそれが何なのか、まだちゃんとわかっちゃいないのさ。本当に自分のものにしていれば、誰にでもわかるように語れるはずだからね。






　魔術の奥おう儀ぎを極めた〈竜の叡智〉を有しているエイジにだって、わからないことは無数にある。そのことは、マーヤを妙に安心させるのだった。

　少なくともエイジは、他人を誰ひとり必要としない存在ではない。マーヤだって、エイジの近くにいてもいい理由が、何かあるのだ。

　それが何なのかは、まだ曖あい昧まい模も糊ことしているけれど。

「マーヤ、あれは何だ」

　エイジが見やったのは、綿わた菓が子し屋だった。

　あえて庶しよ民みんっぽい出し物を選んだのだろう。法はつ被ぴを来た女子生徒が、中央が回転する釜かまの内側に割わり箸ばしを泳がせて、綿状の飴あめを絡め取っている。

「レンも、あれは作ってくれたことがない」

「じゃあ、買おうよ」

「買う？」

　エイジの表情がかすかにこわばるのを、マーヤは不思議に思った。

「どうしたの」

「つまり、現金が必要なのか」

　うつむいて、盲点だった、とつぶやく。

「ふだんはレンに任せているから、忘れていた。物を手に入れるには、貨か幣へいとの交換が必要なんだったな」

「カヘイとのコーカン……うん、まあ、そうだね」

　お金の存在を意識しないで暮らせるとは、逆に、どれだけお金持ちなのか。マーヤが生しよう涯がい、至ることのない境地だろう。おばあちゃんが元公爵夫人だったというだけで、マーヤの家は庶民そのものの暮らしぶりだ。

「わたしが払うから、大丈夫だよ」

「マーヤはいい子だな。おれの不ふ手て際ぎわにも、怒って帰ったりしない」

「だれだって帰ったりはしないと思うけど……」

　エイジは己おのれの魅力にてんで自覚がないのだった。
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　エイジの美貌に陶とう然ぜんとなる法被の少女から、マーヤは綿菓子を四つ買った。

「まさか〈スリーピング・ビューティ〉が来てくれるなんて！　幸せです！」

　女子生徒はガラガラと猛もう烈れつな勢いで割り箸をかき回して、特大サイズにしてくれた。

　食べながら、構内を歩く。

「変わった味がする。うまい」

　レンがエイジに作るような上質の菓子とは、やや方向性が異なるけれど、その違いもエイジは楽しんでいるようだった。みるみる白い綿の部分がなくなって割り箸だけになるのは、いつもの食欲のなせる業わざだ。

　相変わらず周囲の視線が痛いけれど、マーヤは努つとめて気にしないようにした。

　エイジといっしょに行動する以上、これは宿命だ。それに、正確に言えば注目されているのはエイジで、マーヤじゃない。

「本当は、学院の外がよかったんじゃないか」

　ふいに、エイジがそんなことを言った。

「おれは楽しいが、マーヤは退屈かもしれない」

「そんなことないよ」

　マーヤは首を振った。

「エイジくんこそ、もっと外に出られたらいいのにね」

「レンがなかなか許さないからな」

　エイジは苦笑した。

「それでも、おれが学校というものに行ってみたいと言ったとき、渋る家族を説得してくれたのはレンだった。自分もゲオルギウス学院に入学して、おれを護ると言ってくれたんだ」

「そうなんだ……」

　マーヤは意外に思った。レンの普段の様子からすると、エイジのことは箱に入れてしまっておきたい、くらいに思っていそうだが。

　ヴァクス家の人間が、代々〈禁書の管理人〉を務めていることは、今は喪われた〈旧科学〉や〈旧魔術〉の秘密を追う者たちにとっては、周知の事実らしい。

　エイジの素朴な願いを叶えつつ、できるかぎり身の安全も確保するためにとった手段が、全寮制のゲオルギウス学院への入学だったのだろう。

「レンには、感謝している」

　エイジは懐かしそうな目をした。

「マーヤに会うまでは、ほとんど唯一の友だちだった。呼び捨てにしてもらって構わないんだが、レンが『それは困ります』と言ってきかない」

　ふたりの絆きずなには、出会って数カ月のマーヤでは決して立ち入れないものを感じる。立ち入るつもりは毛もう頭とうないけれど、ときどきちょっとねたましくなるのは否いなめない。
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　中等部の校舎の前に、人だかりが出来ていた。

〈豊穣祭〉の催し物は、模擬店ばかりではない。演劇や演奏、彫刻の実演、学術的な討論会まで、多種多様だ。

「見てみるか」

「うん。何やってるんだろう」

　ふたりは人混みに近づいていった。二十人ほどの大半が女性である。

　観客の中心にいる存在を見て、マーヤは納得した。

　大柄な男性だ。

　白いスーツに、派手な色のシャツと靴を合わせ、中折れ帽をかぶっている。仮装みたいな格好だが、妙にそれが板に付いていた。着慣れているのだ。こんな服装を着慣れている人種とは何なのか、マーヤには想像がつかないが。

　鳥の巣みたいな髪の下で、精せい悍かんさと妖よう艶えんさを併あわせ持った顔が薄く笑った。

　──わ、色っぽい男の人。ちょっと怖いけど。

　エイジの完璧な美貌とは違って、どこか崩くずれた、危うい華やかさがある。

「さあ、もう一度、このムカイの手元をよく見るといい」

　白いスーツの男は右手を挙げて、ひらひらと振った。

　異次元から取ってきたかのように、忽こつ然ぜんと現れたトランプのカードが一枚、人差し指と中指の間に挟まれている。
















「魔術じゃないな。手品だ」

　エイジがそう言うなら、男から魔術の思念は発生していないのだろう。もちろん、エイジが感じ取れないものを、マーヤが感じられるわけがない。

「大道芸人なのかな」

　こんな特技を持っている学生がいるとは。ゲオルギウス学院は奥が深い。

　ムカイというのは名前だろうか、苗みよう字じだろうか。苗字だとしたら〈戦前〉の人みたいで、ずいぶん古めかしい。

「そこのマダム、一歩前へ」

　ムカイと名乗る男がカードで指したのは、一般客の女性だった。四十歳代──マーヤの母親と同じ世代だ。ふっくらした身体を上等なドレスで包んでいる。

　頰を染めて、男の指示に従った。

「マダム、このカードの数字は」

「──ダイヤの２だわ」

「みんなも見て。ダイヤの２。覚えておきたまえ」

　ムカイがカードを群集に向かって掲かかげる。

　マーヤの目にも、まちがいなく赤い菱ひし形がたと〈２〉の字が映った。ここからどんな手品が始まるのだろうか。

　ムカイは左手を伸ばして、なんと、中年女性を抱き寄せた。

　情熱的な舞ぶ踊とうの始まりのような光景だった。女性は驚いた表情だが、逆らうことなく、ムカイに身をゆだねている。

　女性の耳元に唇くちびるを寄せて、ムカイはそっと囁ささやいた。

「この世界は不完全で醜みにくい」

　本来ならその中年女性以外に届くはずのない小声を、マーヤは自分の耳元で囁かれたように聞いた。おそらくは、観客全員が。

　ツキン、と側頭部が刺すように痛んで、マーヤは顔をしかめた。

　痛みはすぐに去り、不思議な発声によるムカイの科白せりふが続いた。

「覚えておく価値があるものは支配者によって巧こう妙みように隠され、記憶する必要がないものばかり、野の放ほう図ずに増えてゆく。美しくない。実に美しくないな──」

　観客を巻き込む前ぜん衛えい的てきなお芝居なのかな、と思った。ムカイが演劇系の部活の人間だとしたら、いろいろと納得がいく。

　ムカイは「マダム」と呼びかけた。

「カードの種類と数字を言いたまえ」

「──クラブの３」

　女性は恍こう惚こつと答えた。

　ここまでなら、突然のムカイの戯たわむれのせいで、度ど忘わすれしたという解釈ができる。

　しかし──

「そこの小さなレディ、どうだね」

「えーと、えーとね……スペードの６？」

「きみはわかるかね」

「うーん──あれ？　忘れちゃった？」

　ムカイの問いかけに、正解は二十人ほどの誰からも出てこなかった。

　異常な事態だった。たった一種類のカードの柄を、全員が忘れてしまったのか。

「エイジくん……」

　マーヤは助けを求めるような気持ちで隣を見て、ため息をついた。

「──静かだとは思ったんだよね」

　エイジは立ったまま寝こけていた。

　ムカイは辺りを見回して、そのエイジに目を留めた。

「そこの金髪の少年」

「あの、すいません。ちょっと眠ってます」

　マーヤが言うと、みんなの訝いぶかしげな視線が集まってきたが、エイジの姿を認めるや否や、たちまちうっとりとした視線に化けた。

「では、赤毛の少女、きみはどうだね」

「ダイヤの、２です」

　何かの引っかけ問題かと思いつつ、マーヤは捻ひねりのない答えを発した。

　ムカイは一瞬、虚きよを衝つかれたように動きを止めた。それから、満足げに唇を緩めた。

「残念、これで全員不正解だ」

　再び掲げたカードは、ハートの２だった。

　おおっ──と周囲がどよめいた。

　いつすり替えたのか、マーヤにはまったくわからなかった。カードを持った右手は隠されもせず、常にマーヤたちの視界にあったはずだ。

　ムカイは両手を広げて、よく通る声で演説した。

「種も仕掛けもあるが、それは明かさぬほうが美しいだろう。何でもかんでも白はく日じつの下もとにさらされるのは興きようざめというものだ。皆はただ、人間とはあっけなく騙だまされ、忘れてしまう生き物であることを、あらためて認識して帰るがよかろう」

　帽子を取り、優雅に礼をする。

　拍手が起こったが、マーヤはいっしょに手を叩く気持ちになれなかった。カードの柄が変わったことは、この際、問題じゃなかった。それは、ただの手品だから。

　観客の記憶を抹まつ消しようする手品など、種も仕掛けもあるはずがない。もはや手品ではないからだった。これはむしろ──

「──〈旧魔術〉か」

　深い声のつぶやきに、マーヤは驚いてエイジの方を向いた。

「寝てたんじゃないの！」

「仕掛けてくる直前までは起きていた。不特定多数の記憶に作用する〈旧魔術〉──カードの絵柄に関する記憶だけを消し去るとは、高度な〈旧魔術〉だな」

「一瞬、頭痛がしたんだけど、それは──」

「身体が〈旧魔術〉の干かん渉しようを防御したからだろう。やっぱり、マーヤは成長している」

　エイジは満足そうに微笑ほほえんだ。

　ムカイがこちらに近づいてきた。

　一メートルほどの距離を置いて、エイジと向かい合う。

「ほう──このムカイよりも美しい男がいるとは。大したものだ」

「た、大したものって……」

　なんて自信だ。──エイジくんに容姿で対抗するなんて！

　マーヤはあらためて、この謎の男をまじまじと観察した。

　まっとうな人生を歩んでいる風貌ではないが、どこか剽ひようげた雰囲気の持ち主だ。そして確かに、エイジの端整さには及ばないものの、独特の魅力を備えている。

　周囲の女性の熱いまなざしが注がれた。さっきの手品──プラス〈旧魔術〉──よりも、この二者の対面のほうがよっぽど奇き跡せきであるかのように。

「素材はいいが、服装がよくない」

　ムカイは顎あごに手を当ててエイジを眺め回した。

　エイジは評されるがまま、のほほんと立っている。

「制服というのは囚しゆう人じん服ふくだよ。それが抑よく圧あつされたエロスを醸かもし出すこともあるだろうが、きみには似合わない。今度わたしが、きみにふさわしい服をコーディネートしてあげよう」

　そんなことを言ってから、マーヤに視線を転じる。

　マーヤは無意識のうちに胸の前で腕を組んでいた。ムカイにはどこか、対する者を警戒させるような危うさがあった。

「いい眼鏡めがねだ」

「……」

「腰の鞄かばんには、何が入っているのかね」

「……」

「あとは──まあ、よかろう」

「何が『まあ、よかろう』ですか」

　とっさに口を開いてしまった。マーヤには眼鏡と鞄しか感想を言う価値がないのか。それならまったく無視してくれたほうが、まだ傷つかない。腹を立てていたら、

「もっとマーヤを褒ほめてくれ」

　と、エイジがとんでもないことを要求した。

「他にあるだろう。かわいいとか」

「ななな何を言ってるの！」

　単純だが破壊力満点の形容詞に、頭が沸ふつ騰とうしそうになる。

「ぼーっとしていて、何を考えているのかまったくわからないときもあるが、それも愛あい嬌きようだ」

　──沸騰しかけて、冷めた。

　ときどきマーヤはエイジにこう言われるのだが、それだけは絶対に納得いかない。

　くくっ、とムカイは喉のどの奥で笑って、

「こちらが楽しませてもらったぞ。礼を言う」

　スーツの胸ポケットに差したチーフを取り出して、広げた。

「また会おう。人の縁えにしは美しい」

「うわっ」

　マーヤはのけ反った。

　チーフは大きく広がった。広がりすぎるほどに。

　緞どん帳ちようのごとく巨大な布と化したチーフは、ムカイをすっぽりと覆い隠すや否や、そのままふわりと地面に落ちた。

　エイジはしゃがんで布をめくった。

　その下には、芝生のほかに何もなかった。

　これも手品か、または〈旧魔術〉か。謎の男は布に吸い込まれるように消えてしまった。

　ふたたび起こる観衆の拍手。

「す、凄すごいパフォーマーだったね……」

　学院にやってきて、ちょっとやそっとの変わり者にはすっかり慣れたと思っていたが、甘かった。まだまだ逸いつ材ざいは隠れている。何の逸材かはわからないけれど。

　エイジはつかんだ巨布に目を落として、つぶやいた。

「落とし物は、どこに届けたらいいんだ」
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　時刻は午後一時を回ろうとしていた。

　デートも終しゆう盤ばんに差し掛かったところで、エイジが選んだ行き先は、博物館だった。

　そう、ゲオルギウス学院は、博物館も擁ようしているのだ。

　学院にはさまざまな時代、さまざまな意い匠しようの建築物が建ち並んでいるが、博物館は比較的新しい。鉄筋コンクリートで造られた〈戦後〉の様式だ。

　ウエノ国立博物館にもないような、貴重な展示品が多数、収蔵されている。

　一般公開されるのは、年に一度の〈豊穣祭〉のときだけなので、トーキョー中の好こう事ず家かや研究者、学生がどうにか伝つてを頼たよって、入場券を手に入れようと血ち眼まなこになるという。

　だから、ふだんは閑かん散さんとしている館内も、今日は人の流れに乗らなければ進めないような状態だった。
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「マーヤ」

　人混みの中で、エイジが左手を伸ばしてきた。

　マーヤがその意味を理解するのに、少しかかった。

「デートというものは、できれば手を繫つなぐのが望ましいようだ。おれの勘違いだったか」

「いや、うん、間違ってないと思うよ、だいたい」

　今日は何回、しどろもどろになっただろう。

　手を繫ぐくらいで、照れる必要はないのかもしれない。

　ある程度、心が通い合っているとは思うのだ。

　恐るべきことに、キスまでした。

　ただし、それはエイジにとって、家族とか動物に向ける親愛の情の表現に近かったような気がする。少なくともエイジは、マーヤがどれだけ動揺したか、本当のところはわかっちゃいないだろう。

　──でも、わかっていないのは、わたしの方だったのかも。

　今日、そう思った。

　本で得た知識を懸命に貼り合わせて、エイジはマーヤをもてなす計画を立ててくれた。

　それが凄く──凄く幸せだってことを、照れずにちゃんと伝えなくちゃ。





　──自分に自信がないのは自分のせいで、他の誰かのせいじゃないんだよ。逆に、こう考えてみるといい。自分に自信を持つのは、自分のためじゃなくて、自分を愛してくれる誰かのためなのさ。






　祖母の言葉を胃に吞み込むように、マーヤはひとつ深呼吸して、

「手、繫ごう」

　と言った。

　エイジの顔がほころんだ。

　ふたつの手のひらが、ひかえめに合わさった。

　エイジの長い指が、マーヤの手の甲を包んだ。

　温かいものが身体を巡っていく。

　エイジくんも同じだといい、と思った。

　気にしないようにしていた人目が、ふたたび気になり出した。それでも、外よりは注目されていないようだ。真剣に展示物を鑑賞している人が多いのだった。

「行こう、マーヤ」

「う、うん」

　身体がふわふわして、どうも頼りない。マーヤは足に力を込めた。
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　博物館はそれほど広くないが、展示物は多様だった。

　一般的な美術品もあれば、歴史上の遺物もある。

　たとえば、全長五メートルほどの、金属製のロボット。

　遠い昔の軍人は、それの内側に収まって操縦し、戦っていたのだ。機構は分析済みだが、肝心の動力源だけがまったくの謎らしい。現在、この国が有する科学力で動かすには、大規模な発電機と常にケーブルで繫がっていないとならない。自由に動き回るための、未知のエネルギー源は〈旧科学〉の領域だと、説明書きにある。

　または、赤い色をした古くさい短剣。

　これが、伝説の永久不変合金〈ヒヒイロカネ〉とやらでできているという。学術的には実在すら疑問視されている金属だが、ここは〈旧魔術〉が眠る街、トーキョーだ。何が存在しても不思議ではない。

　図書館が寄贈した〈ナユタズ・ロスト〉の複製も飾られている。

　戦火による焼失、戦時下の言論統制による焚ふん書しよを避けるため、マーヤの先祖──大魔術師ナユタが〈本〉と〈記述〉を分離して全国に散さん逸いつさせたという、四十八冊の希書。

　マーヤが腰に下げている『門の書』も、祖母から譲ゆずり受けた〈ロスト〉の一冊だ。

　この『門の書』の〈記述〉を再生するために右往左往する中で、マーヤはエイジやレン、アキラに出会った。

「昔は本物を貸し出していたが、アキラさんが図書局長になったときに、手を尽くして引き上げさせたと聞いたことがある」

　エイジが解説してくれた。

「わが〈ロスト〉は、わが図書館に、ってことかな……」

　誰から見てもうさんくさい人物なのに、そういう交渉ごとはきっちりまとめてしまうのだから、たいしたものだと賞賛するべきだろうか。気は進まないけれど。

　ふと視線に気づいて、マーヤはエイジを振り向いた。

「な、何」

「楽しいか、マーヤ」

「うん。エイジくんは」

「マーヤを見ているのは楽しい」

「そ、そんな、わたしのことなんか見ても、特に何も──」

「ルーファウスも、常にいろんなものに興味をもっていた」

「──そうですか」

　ルーファウスとは、エイジが実家で飼っていた犬の名前である。エイジもレンも、マーヤに関することを表現するのに、よくルーファウスを引き合いに出す。ふたりでかわいがっていた愛犬なのだろう。

　──わたしとルーファウスと、どっちが好き？

　愚かな質問を思いついたが、もちろん口にはしなかった。

　エイジなら本気で悩んでしまうかもしれない。
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　常設展を見終わると、ふたりは二階の特別展示室へと向かった。

　エイジはナナミに、アングラード財ざい閥ばつが所有している〈妖精の棺〉を観に来るよう、招待を受けているのだ。

　マーヤもいっしょに行くのは、かまわなかった。たぶんナナミさんは、エイジくんがひとりで来るものだと勝手に思い込んでいるんだろうけど、そんなの知らない。──と、このくらい攻撃的な気分になる程度は、マーヤもナナミをよく思っていない。

　ただし──

「ねえ、エイジくん」

「どうした」

「この手、いったんはずさない？」

「なぜ」

「なぜって……」

「繫ぐのに飽きたか。おれは幸せな気分が続いているが」

　ひええっ──マーヤは心の中で悲鳴を上げた。嬉しいのと、困ったのと、両方だ。

　階段の踊り場で足を止めて、エイジを傷つけないように説得しようと思ったのだが、

「ああら、エイジさま！」

　忘れたくても忘れられない声が響いて、マーヤはたちまち諦めの境地に達した。

　制服ではなく、菫すみれ色の豪華なパーティドレスを着たナナミが、特別展示室から現れた。左右の背後に取り巻きをふたりずつ従えているところは、いつもの那な波なみ＝アングラードだ。

「わたくしのために来てくださったのね──って、ちょっと、あなた！」

　マーヤに気づいて、金切り声を上げた。

「ああもう、マーヤさんみたいな図ず太ぶとい女は、わたくし、十六年の生涯で見たことがありませんわ！　その薄汚い手を離しなさい！　げほっ、がほっ」

　叫びすぎて喉のどを痛めたらしい。咳き込むナナミに、取り巻きたちは背中をさすったり、水を汲くんできたり、目尻の涙を拭いたり、すばらしい連れん携けいを発揮する。

「エイジさまが優しいからって、ずうずうしいにも程がありますわ！」

　水を飲んだナナミは、ハイヒールの踵かかとを鳴らして、マーヤに詰め寄ってきた。

「ササミさん、マーヤは悪くない」

「ナ・ナ・ミ！　わたくしは鶏とり肉にくじゃなくってよ！」

「手を繫ごうと言ったのはおれのほうだ。怒るならおれを怒ってくれ」

　男らしい態度だけど、どうしてナナミが怒っているのかは理解していないだろう。

　結局、ぶつぶつと途切れることなくナナミの文句を聞かされながら、マーヤも特別展示室に入ることを認められた。繫いだ手は離した。

「マーヤさんはエイジさまとわたくしのお情けで観られるだけです。邪魔にならないように、一言もしゃべらないでちょうだい」

「……」

「まあ、返事もできないの？　育ちが悪いって憐あわれですわね」

「一言もしゃべるなって言ったじゃ──」

「ああ、うるさい！　あなたは存在自体がうるさいんだから、せめて口だけは閉じていてちょうだい」

　傍はたで聞いていれば漫才みたいなやり取りだろうが、翻ほん弄ろうされる本人はたまったもんじゃない。

　展示室は無人だった。今の時間は、エイジだけの招待なのだ。

　部屋の中央に、その棺はあった。

　人ひとり収まるサイズの長方形の箱が、支柱に立てかけられている。青みがかった金色の金属製だ。表面に複雑な紋もん様ようが隙すき間まなく彫ほり込まれ、マーヤはその一部分に、意味のある文字を見て取った。

　壁の染みが人の顔に見えるような、目の錯覚だろうか。

　いや、それは確かに、何らかの魔術的な意図が込められたデザインだった。

「エイジくん──」

「うん」

　エイジはマーヤの言いたいことを汲んで、肯定してくれる。紋様がどのような規則性を持っているか、この少年はマーヤよりもずっと鮮明に見えているはずだった。

「全部はわからないが、高度な呪じゆ紋もんが騙だまし絵みたいにいくつも含まれているようだ」

「これが、あの妖精の棺なんだ……」

　ロマンティックな響きの名前を持つ遺物を、マーヤはしげしげと眺めた。

　確かに、何かただならぬ気配が、あくまでもひっそりと伝わってくるような気がする。

「ヨウ、エイジさまに説明してさしあげて」

　ナナミが命じると、取り巻きのひとりが進み出て、うやうやしく一礼した。

「それでは、ご説明いたします。この妖精の棺は──」




　〈妖精の棺〉は、ダイバの海の底に沈んでいたものだという。

　ダイバとは〈大戦〉のときに、文字通り魔ま導どう砲ほうの台場として用いられた島だ。忌いまわしい記憶を消去するように再開発が進められて、現在マーヤたちが知る姿──映画館や遊園地、ショッピングセンターが建ち並ぶ大商業地帯になった。

　その再開発には、アングラード財ざい閥ばつが深く関わっていた。

　製造業、金融業から、有形無形のサービス業まで、あらゆる分野の商売を手がける一大財閥が、ナナミの生家だ。

　土地を広げるため埋め立て工事を行った際に、海中から引き揚げられた棺を、アングラードの文化財団が保管していたのだった。




「──その秘宝を、ナナミさまのお取とり計はからいでお借りして、〈豊穣祭〉で一般公開することになりました」

　ヨウと呼ばれたボブカットの少女が、棺の出で処どころをわかりやすく解説してくれた。

　ナナミの取り巻きには珍しく、おとなしくて真面目そうな子だった。だいたいはナナミと似た、傲慢なお嬢さまタイプなのだ。

　その〈傲慢なお嬢さま〉の代名詞が、エイジに「いかがですか」と訊いた。

「きれいな棺だ。色がいい」

　なんとなくピントのずれた感想だが、ナナミは満足したらしい。

「そうでしょう！　エイジさまには、誰よりも先にお見せしようと思っていましたの。余計なモノがくっついてきたのは残念ですけど」

「すいません」

　マーヤが言うと、ナナミは刺すように睨んできた。

「すいませんじゃ済みませんわ」

「すいません」

　マーヤは心を無にして繰り返した。

　なぜか、ナナミに対しては「話せばわかり合える」とか「言うべきことはちゃんと言わなきゃ」という気持ちになれない。

　エイジは棺を眺めながら、ヨウに尋ねた。

「蓋ふたは開かないんですか」

「は、はい。一ミリの隙間もなく、本体とぴったり一体化して動きません。まるで、最初からこういう形で生まれたような──」

　ヨウは頰ほおを染めて答える。この〈眠り王子〉の美しさは、あまねくすべての少女という生き物の心を捉とらえずにはおかないのだ。

「いっそ壊して、中を見てみたら」

「過去に試したけれど、斧おのや鎚つちで叩いたくらいじゃ、びくともしないそうです」

「そうか。棺そのものにも、価値がありそうだ」

　頑丈な素材、そして製造の技術。このあたりは〈旧科学〉の領域だろうか。

「あと、どうしてこれ、〈妖精の棺〉と呼ばれているんですか」

「表面のレリーフの中で、唯一、解読されている文言があるのです」

　ヨウは棺を指差した。

「あそこです」

「え、どこ」

　エイジがヨウに身を寄せて、人差し指の延長線上を目で探した。

　マーヤの心臓が一瞬、ぎゅっとすぼまった。

　──うわっ、わたし、まずいかも。これ。

　胸の苦しさの正体から、目を背そむけるわけにはいかなかった。それは、エイジが他の女の子と接していることへの嫉しつ妬とだった。

　ひとつ深呼吸をして、気持ちを静める。

　しかし、女王さまは冷静でいられなかったらしい。

「ちょっと、ヨウ！　近寄りすぎじゃなくって！」

「あっ、いえっ、申しわけありません！」

　ナナミに叱しかられて、ヨウは反射的にエイジから遠ざかる。指示されたから懸けん命めいに説明していただけなのに、理不尽な扱いを受けて可哀想だ。

「この子は悪くない。叱らないでくれ、アカミさん」

「ナ・ナ・ミ！　ミしか合ってませんわ！」

　ささ身の次は赤身。お肉シリーズか。エイジくんはお腹なかが空すいているのかもしれない、とマーヤは思った。

「さあ、もっと近くでご覧になって」

　ナナミは嫣えん然ぜんと笑って、エイジの腕をつかんだ。

　マーヤの心臓が、さっきの倍も痛んだ。

　──これは怒ってもいいんじゃないかな？　いいよね？　よし、怒ろう！

　そう決意して、マーヤが口を開きかけたときだった。

「ありがとう。だけど、気を遣つかわなくてもいい」

　よくわからないことを言って、エイジはナナミの手をそっと外した。

「んまあっ！」

　目を剝むくナナミに、エイジは微笑んだ。

「おれはどうも、皆に怖がられているからな。ほんとうはアカミさんもそうだろう」

「はあっ……？」

　さすがの女王さまもぽかんとしている。

「おれとデートして、ごく自然に手を繫いでくれるような変わり者は、マーヤくらいだ」

　要するにエイジは、ナナミが自分を哀れんでいろいろと構ってくれる、いい人なのだと解釈しているらしい。

　──な、なんて斬ざん新しんな発想。

　そして、マーヤのことは〈迷惑〉をかけてもかまわない相手だとみなしている。よく言えば、気心が知れていると思われているのだから、喜ぶべきなのだろうが──

　マーヤは眼鏡をはずして額を押さえた。

「自分のことをそこまで誤解できる変わり者はエイジくんくらいだよ……」

「変わり者同士だな」

　エイジは妙に嬉しそうだ。

　邪悪な波動を感じて、マーヤはそちらを向いた。

　ナナミが顔を真っ赤にして、全身をガクガクと震わせていた。今にも巨大化しそうだ。

　ヨウを始めとする取り巻きたちも、おろおろと状況の推移を見守るばかり。

　そんな場の空気など意に介さず、エイジは中腰になって、棺のやや下部の紋様に目を留めた。

「ああ、ここか。──古代語で『妖精が眠る』と書いてある」

　おそらくこの場で、妖精の棺のことを何ひとつ知らなかったのはエイジくらいだろう。

　発見されてから半世紀の間に、この棺はアングラード美術館で三度、一般公開され、そのたびに世の話題をさらった。

　棺の由来には尾ひれがついて、トーキョー中を泳ぎ回り、悲しくもロマンティックな伝承となって、今やその恋物語を知らぬ者を探すほうが難しいかもしれない。

　すなわち──

「人間との叶わぬ恋に傷ついた妖精が、みずからを永久に封印した。──そう言われているんだよ」

「だから、〈妖精の棺〉か」

　エイジは腰を落とした姿勢のまま、棺を見上げた。

　そして、

「あり得るな」

　と言った。

　なぜかこれだけで、マーヤにはエイジの言いたいことが自然とわかった。

　だから、

「そうだね」

　と答えた。

　ふたりは知っているのだった。人間と、竜。本来なら決して相容れないであろう、ふたつの種族の間に結ばれた、ひとつの絆きずなの話を。

　妖精と人間が恋に落ちたって、何の不思議もない。

　誰かが誰かに恋をする、それがすでに不思議なできごとなのだ。

「よし、帰ろう」

　エイジが唐突に言った。

「二時まで時間があまりない。──デートというものは、男が女を家まで見送って、最後にキスをするのが一般的な終わり方だと聞いている。マーヤと違っておれは初心者だから、基本に忠実に進めたいんだが、いいか」

「だからわたしだって初心者ですけど！」

　そこがまず気になるという時点で、マーヤはすでに、エイジの浮世離れっぷりに慣れすぎてしまったと言える。

　もちろん、ナナミたちの興味はそこじゃなかった。

「キス！　キスですって！　〈スリーピング・ビューティ〉と！」

「どこまで図に乗れば気が済むの、この子は！」

　取り巻きたちの罵ば声せいに続いて、ナナミが火を噴ふくような口調で、

「わたくしをここまで侮ぶ辱じよくしたのはあなたが初めてですわ！　どんな卑いやしいやり口でエイジさまを籠ろう絡らくなさったのかしら!?　この赤天パー！　親の顔が見たいものね！」

　あまりの言い草に、マーヤの中で何かが音を立てて切れた。

「天然パーマは馬鹿にしないでって言ったでしょう！　わたしだってエイジくんにぜんぜん釣り合わないのは自分でわかってます！」

「そんなことはないぞ、マーヤ──」

「エイジくんは黙ってて！」

「むう……」

　エイジを怯ひるませるほどに激げつ昂こうして、マーヤはナナミに食ってかかった。

「でも、ナナミさんがいつまでたってもエイジくんに名前を覚えてもらえないのは、別にわたしでも親のせいでもありません！　ナナミさん自身の問題じゃないんですか」

「な、な、何ですってえ！」

「何よう、コロネパン頭！」

　額がくっつくほどに顔を近づけて、マーヤとナナミは動物の喧けん嘩かみたいにぐるぐるとその場を回り出した。

　エイジですら、さすがに和なごやかな空気ではないことを察して、困ったような顔になる。

「ふたりともやめるんだ。おれが世間知らずなせいで、何かよくないことを言ったのだろう。責めるならおれを──」

「エイジくんは悪くない！」

「エイジさまに非はありませんわ！」

　マーヤとナナミは同時に叫んで、睨み合いを続けるのだった。
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　年に一度の〈豊穣祭〉に、ゲオルギウス学院は華やいでいた。

　学術発表、美術展、模擬店、歌劇、その他のパフォーマンス。──部活動の仲間たちや、有志で集った面々が、それぞれの出し物に、躍やつ起きになって人を呼び込んでいる。

　しかし、裕貴＝クラフトたち〈暁あかつきの明みよう星じよう〉は、自分たちのこれからやることが、この〈豊穣祭〉の中で、もっとも情熱に満ちていることを疑わなかった。

　学院生は、卒業後の人脈づくりにしか興味がない、低俗なやつらばっかりだ。

　自分たちはやつらとは違う。もっと深いところに目を向けている。

　──悪貨は良貨を駆く逐ちくするという。自分たちが日陰に追いやられるのは、逆に、自分たちが正しいことの証明なのだ！

　ヒロキが〈暁の明星〉のメンバーと連れ立って向かったのは、博物館だった。

　ウエノの国立博物館にもないような〈旧魔術〉〈旧科学〉の希少な遺産が観られるとあって、多くの老若男女が出入りしている。写真の撮影は禁じられていて、学芸員を目指している学生や、衛士が巡視を怠おこたらない。

　黒いマントをひるがえして、ヒロキたちは館の奥へと進んだ。

　見み咎とがめる者はいなかった。

　安心と、憤いきどおりがヒロキの胸を占めた。邪魔されなくて、幸さいわいなのだ。

　しかし──なぜ、気づかないのだ。

　危険な存在であるはずの自分たちに、だれも注意を払わないのはなぜだ。

　自己顕示欲が満たされなくて、ヒロキは不満だった。

　──まあ、いい。すぐに大騒ぎになる。

　──愚民どもよ、この国が切り捨てた真実に直面せよ！　案内人はわれわれだ！

　とりとめのない想念をもてあそびながら、ヒロキたちは目的の部屋に忍び込んだ。

　無人の特別展示室で、妖精の棺は封印が解かれるのをじっと待っていたように、ヒロキには見えた。

　ヒロキは〈暁の明星〉の仲間たちとうなずき合った。

　たくさんの人間が学院を訪れるこの日に、自分たちの存在を大々的に知らしめるという興奮が、お互いの目をギラギラさせていた。

　ヒロキたちはいっせいに、懐ふところから解かい呪じゆの呪符タリスマンを取り出した──
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　午後三時。

　ティータイムの時間に、ゲオルギウス図書館の朗読会は開場となった。

　並木道から続く図書館の前庭には、あふれんばかりの人、人、人。

　本来の対象である児童たちが、最優先で前の席につくところは、さすがにイベントの趣しゆ旨しが守られていた。卓に座ることのできた幸運な中・高等部の生徒たちも、壇だん上じようを期待のまなざしで見つめながら、開演を待っている。

　その後ろの〈大人立ち見席〉が、凄すさまじい様相を呈していた。

　押し合いへし合いの大騒ぎだ。局員たちは人員整理に追われて、息つく暇ひまもない。

　マーヤは学年こそ十年生だが、局員として、また学院生としても新人なので、この過酷な現場に回されていた。

　さっきまでの、夢のような──よく思い返せば、いろいろな揉もめごとがあったような気はするけれど──エイジとの時間が、あっという間に遠くなる。

「押さないでください！　左右にまだ余裕があります！　中央はもういっぱいです！　左右に寄ってください！」

　声を嗄からして叫んでも、素直に聞く者などほとんどいない。それどころか、立ち見の区画を飛び出して、少しでも前に出ようとする無む法ほう者ものが後を絶たなかった。

　戻るように強く言うと、憎々しげな視線や、あからさまな舌打ちを浴びる。

　マーヤたち平ひらの局員は心が折れそうになっていた。

　そこに、アキラが様子を見にやってきた。

「やあやあ、皆さん！　一生懸命ですねえ！　いや、じつに素晴らしい」

　上うわっ面つらをつるっと撫でるだけの褒ほめ言葉に、腹が立って仕方がないのはマーヤだけじゃなかったと思う。

「はっはっは。わが局員たちのがんばりを黙って見守るのも、また局長の務めです。ぼくがなんでもやってしまったら、皆さんの成長がありませんからねえ。涙を吞んで、今年は傍ぼう観かん者に徹させていただきますよ」

「だったら遠くで傍観しててください！」

　正しいことを語る者が善人とは限らないのだった。

　アキラが上機嫌なのは、図書館への寄付金が集まって──要するに、整理券が売れに売れて儲もうかって仕方がないからだった。

　とはいえ、整理券の本来の値段は、きわめて常識的なものだ。マーヤの父親の月給でも届かないような金額にすら達しているのは、あくまでも、裏で整理券を取引している学生同士の間でのことだと思うのだが。

　──局長がみずから、整理券をプレミア価格で転売しているんじゃないの。

　証拠がないので断定はできないが、この疑いは拭えなかった。

「そういえば、マーヤさん」

「まだ何かあるんですか！」

「おお、恐ろしい！　ただ名前を呼んだだけなのに！」

　わざとわざとらしく両肩を抱いて、アキラは身をすくめた。

「レンくんが用事があるそうです。ここはぼくにまかせて、さあ、早く行ってください！　ぼくに構わないで！」

「はい、構いません」

「ああっ！　マーヤさんのそういうときどき冷淡なところ、興奮しますねえ」

　マーヤは局員たちに一礼してから、きびすを返した。このおかしな局長のやること為すことを、いちいちまともにとりあってなんかいられない。
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　レンは会場の端で、忙しく働いていた。

　この場でもっとも不機嫌そうな表情で、果物のショートケーキを切り分け、素早い手さばきで盛りつける。皿の空いた部分にアイスクリームを添え、チョコレートで模様を描くという凝こりようだった。模様は、竜とペン先を組み合わせた意い匠しようの、図書局の紋章だ。

「ほら、持ってけ！　──おい、こっちは初等部用だ！　ちゃんと確認しろ！」

　会場係の局員たちへ、つぎつぎと観客に配るよう指示している。

　──遠くから見ている分には、レンくんもかっこいいんだけど。

　マーヤが近づいてくるのに気づいて、レンは表情に似つかわしい声を張り上げた。

「遅おせえぞ、赤毛！　さっさとこっちに来い！　ったく、あの局長にものを頼んだのが間違いだったな。バカにバカを呼びつけさせると、こんなに時間がかかるのか」

　マーヤはため息をついた。遠くから見ているわけにはいかないらしい。

「どうしたの」

「おまえ、若に何をした」

　レンは顔を上げて、マーヤを睨みつけた。それでも、手は独立した生き物のように、正確無比な動きを止めない。

「えっ、何が」




　ナナミとやり合ってからは、図書館の裏手の小路を抜けて、普通に戻ってきただけだ。

　エイジくんの〈デートプラン〉の通り、最後にはキスするんだろうか──と、内心ひどくドキドキしていたのだが、

　──これがデートか。いいものだな。

　そんなことを言って、エイジは満足そうにうなずくだけだった。ちょっと拍子抜けした。キスをするならするで、とても困ったけれど。




「図書館に戻られてから、妙に思いつめたような顔だ。おまえ、無理やり若に何かしたんだろう。いやらしいこととか」

「何、やらしいことって」

「おれの口からはとても言えねえようなことだよ」

「バッカじゃないの！　うーん……強しいて言えば、手を繫いだくらいかな」

　レンはナイフに載せて皿に盛ろうとしていたケーキを落っことした。

　銀ぶち眼鏡の奥で、目が虚うつろになる。ギラギラするより怖い。

「手……手だと……」

「だ、だって、デートだもん！　そのくらいするよ！」

　だんだんマーヤも開き直ってきた。

「──もう、仕方ねえか。若がおまえに興味を持たれたことは事実だ。だったら、おまえに変わってもらうしかねえな。若にふさわしい女へと」

　レンはマーヤを頭から足の先まで眺めた。

　それから、眼鏡をはずして目め頭がしらを揉もんだ。

「だめだ……悪いところが多すぎて、どこから変えればいいのかわからねえ……」

「まずはレンくんの無礼さから変えたらいいと思うよ」

　マーヤが棒読みのような声で指摘したとき、急に背後の客席が騒がしくなった。

　振り返ると、エイジがこちらに向かってきていた。

　悲鳴のような歓声は、あまり上がらない。海鳴りのようなどよめきが、低く長く続く。

　うつむき加減のエイジの美しさには、見るものを神聖な気持ちにさせる高貴さが備わっていた。野放図にはしゃぐのが、冒ぼう瀆とくに思えてくるのだ。

「若！　もう練習はよろしいのですか」

「尖せん塔とうにいても落ち着かないから、出てきた」

　レンに答えてから、エイジはマーヤに、よくわからないことを言った。

「おれたちのデートは、まだ終わっていない」

「えっ……？」

「今日は楽しかったが、反省もした。おれはまだ、子どもだな。マーヤにはいろいろと気を遣わせてしまった。現金も忘れたし、マーヤの友だちも怒らせた」

「エイジくん──」

　神しん妙みような面おも持もちのエイジを、マーヤは見つめた。胸が甘くせつないもので満ちた。

　──あなたは、特別な人なのに。そんなことで、一喜一憂しなくてもいいのに。

　あと、ナナミとは友だちでも何でもないが、それは脇に置いておく。

「だからマーヤ、デートはまだ終わっていない。いや、終わりたくないんだ。近いうちに、続きをさせてくれないか。挽ばん回かいするチャンスがほしい」

「そんな、チャンスだなんて！」

　マーヤは声を高めた。自分がどこにいるのかも忘れた。エイジの真しん摯しな想いは、もう疑うべくもなかった。ならば、応こたえないのは不実だ。今の自分の気持ちを、少しでも正確に伝える言葉を、急いで探した。

「わたしのほうこそ、またお願いします。エイジくんといっしょにいるの、好きだよ。わたしはそれだけだよ、気を遣ってなんかいないよ」

「──そうか」

　エイジの表情から、こわばりが消えていった。

「マーヤはいい子だな」

「これからもそう思ってもらえるように、がんばる」

「デートは終わっていない」

「うん。まだ続きがあるよ」

「ならば、お別れのキスはお預けだな」

「そうだね──って、ちょっ、えっ、待って！」

　我に返って、マーヤは辺りをそーっと見回した。

　局員も観客も、学生も一般人も、視界に入ってくるすべての人間が、こちらを凝ぎよう視ししていた。

　朗読よりも百倍も凄いものを聞いたという興奮が、無言の空間を包み込んでいた。

　──〈眠り王子〉と赤毛の乙女の、初うい々ういしい恋心が匂いたつような言葉の数々！

　マーヤの顔から変な汗が大量に流れた。比ひ喩ゆでなく、失神しそうになった。

　レンのいるほうは恐ろしくて、とても見られなかった。
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　朗読会が始まった。

　観客はしんと静まり返っていた。

　初等部の児童たちも、壇上に立つエイジに意識を集中している。この吞のん気きな美少年は、ここぞというときに不思議な威い厳げんを発揮して、辺りを騒そう々ぞうしくさせないのだった。

「おれのうまくない朗読を聴きに来てくれてありがとう。えーと──」

　うつむいて、次の言葉を探す。

　みんながそれを待つ。

「──ぐう」

　そのまま寝た。

　外部の客が呆あつ気けにとられ、エイジの別名を知る在校生たちがくすくすと笑った。あえて起こそうとする者はいない。期待通りの展開なのだ。

　スリーピング・ビューティ──〈眠り王子〉。

「もはや伝統芸ですねえ」

　舞台の脇で、アキラは苦笑している。

　その横で、レンは客席にするどい目を配っていた。おかしな様子があったら、すぐに飛び出せる態勢だ。衛士たちも〈豊穣祭〉を厳しく巡視しているが、この朗読会ばかりを気にかけているわけにはいかない。忠実な従者は緊張していた。

「やっぱり、若を表舞台に引っ張り出すのは今回限りにしてもらいますよ、局長。こっちの神経が保もたねえ」

「ゆくゆくはコウラクエンの野球ドームを借り切って行いたいものですが」

「いますぐ中止にしてやってもいいんだぞ、この野郎」

「はっはっは」

　エイジの眠りも伝統芸なら、いがみあうレンとアキラも、図書館の名物だ。

　マーヤは保護者の心境で、エイジを見守っている。

　やがて目覚めたエイジは、挨あい拶さつを済ませて、用意された椅子に座った。

　本を開いて、読み始めた。




　天気はいい。風が弱く吹いている。

　初秋の日差しが木々に遮さえぎられて、ちょうどいい強さになっている。

　落ち着いた朗読だった。人物ごとに声色をひどく変えたり、大きな身振り手振りを付け加えるわけではない。演劇とは異なる「本を読む」という行為を、エイジは見事に実現していた。

　まして『ターニャ』は童話だ。まだ字が読めない子どもにも、読み聞かせて楽しませるために書かれたものではないか。

　エイジの声が世界と調和して、音楽のように広がってゆく。

　児童たちはもちろん、エイジの美貌目当ての少女たちも、朗読そのものに引き込まれる。

　世界は幻域と融ゆう合ごうした。

　たった今、図書館の前庭は、胸躍る冒険に溢れた別世界だった。




「『──そして、ターニャと竜はつぎの世界へ向かって旅立ちました』」

　読み終えて、エイジは本を閉じた。

　静寂が辺りを満たした。

　断じて、しらけたのではなかった。

　エイジは椅子から立ち上がる。そのときに一瞬だけ、マーヤを見た。どうだった？　これでいいか？　そうマーヤに目で問とうていた。

　マーヤは力強くうなずいた。

　エイジは微笑んだ。

　そして、客席に向かってお辞じ儀ぎをした。

　拍手はそれから沸き上がった。

　自分の拍手が先走って、みんなの感動に水を差すのを、誰もが恐れたのだ。この瞬間、図書館に集った人々の心は、完全にひとつになったといっていい。

　混じりけのない充実した気持ちが、いつまでも鳴り止まぬ音に込められていた。
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　満足して帰ってゆく観客を見送りながら、アキラが下げ世せ話わなアイディアを口にした。

「本当はここで、いろいろなグッズを売りたいんですけどねえ。エイジくん栞しおりとかエイジくんブックカバーとか。ああ、エイジくんの髪の毛をつけたらどうでしょう。わが図書館の活動資金が潤いますねえ」

「それやったらマジでぶっ殺すからな、あんた。──さあ、若は部屋でお休みください」

「マーヤ、後で来てくれ」

　レンはエイジを連れて、館内に消えていく。

　ふたりは図書局員ではないので、後片付けを手伝う義務はないのだった。
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「それにしても──」

　客席の椅子や卓を撤去しながら、先輩の女子局員がにやりとした。

「マーヤちゃんと〈王子〉の仲が、あんなところまで進んでいるなんてね」

「『キスはお預けだな』だって！　あんな科白、ぼくも言ってみたいもんです」

　男子局員のひとりが、からかうように言えば、

「わたしも眼鏡をマーヤさんみたいなフレームに替えようかなあ。ちょっとでもエイジさまの好みに近づけるように」

　中等部の少女が、あながち冗談でないふうにつぶやく。

「うう……」

　声にならないうめきを漏らして、マーヤは口をぱくぱくさせた。

　もう、しらばっくれることはできなくなった。公開の告白タイムみたいなものだ。

　それでも、局員たちは総じて、マーヤとエイジが距離を縮めることに好意的だった。なんとなく「マーヤはエイジとレンの係」という雰囲気ができあがっている。

　重ねた椅子を台車に乗せたとき、マーヤは少し離れた木こ陰かげに立つ人影に気づいた。

「ナナミさん──」

　マーヤは反射的に身構えた。

　しかし、ナナミの様子はおかしかった。険けんのとれた、ぼんやりした表情だ。そのことで、逆に本来のナナミの美貌に気づかされる。

　取り巻きも連れずに、ひとりで来ているのも珍しかった。

　マーヤはナナミに近づいた。

「ナナミさん？」

「懐かしい風景が、目の奥に蘇よみがえった。いいものを聴かせてもらったよ」

　普段と違う口調で、不思議なことをいう。

　──なんだろう、この違和感は。

　マーヤはどこかで、こんな状態の人間を見たことがある気がした。

「ここは、図書館か」

　ナナミは初めてその存在に気づいたように、煉瓦の建物を見やった。

　ふざけているのだろうか。いや、ナナミは意識的にふざけることはしない。マーヤから見れば「正気ですか、あなた」と訊きたくなるような、さまざまな行為も、本人はいたって真面目にやっているのだ。

「ねえ、今は何年？」

「へ？」

　新手の嫌がらせだろうか。

「今は何年なの。教えてよ」

　穏やかな口調だが、柔らかく押し包まれるような圧力に、マーヤはもごもごと、この国の年号と年数を答えた。

　ナナミは一瞬、理解できないといったように目を細めた。

「何よ、それ？　それが、今の年号なの」

　辺りをぐるりと見回してから、何かをあきらめたようにそっと息を吐いた。

「永い眠りだとは思っていたけれど、この様子じゃあ、戦争はとっくに終わっているね。──ねえ、きみ」

「はい……？」

「きみは図書館の管理者なの」

「いえ、わたしは、ただの局員です──ってナナミさん、いい加減にしてください！　いじめにしては、なんだか中途半端なやり方じゃないですか」

　常識がマーヤにそんな文句を言わせた。しかし、マーヤの精神の深いところは、目の前の少女がナナミであることを否定していた。魔術の徒としての勘といってもいい。

「じゃあ、あの美しい男が？」

「だから、エイジくんは──」

「埒らちがあかないね」

　ナナミは──そう呼ぶのを迷ってしまう状態だが──図書館に向かって歩き始めた。滑すべるような足取りだった。

　その足元を見ると、土にも草にも踏み痕あとがついていない。レンのように体術を修めた人間でもなければ、こんな真似はできないはずだった。

　どうしたらいいかわからないまま、マーヤは立ち尽くした。

　そのとき──

　ざくざくと荒々しい足音が沸いた。

　前庭に駆け込んできたのは〈衛士団〉の面々だった。

　全部で五人がそれぞれ、刀かたなや西洋剣、短たん槍そうを携たずさえている。

　いくら身元のチェックが厳重といっても、外部の人間を迎える〈豊穣祭〉の期間中に、彼らが緊張して警備に当たるのは当然のことだ。

　しかし、それにしたって、彼らの放つ殺気は異様だった。

　ナナミを機敏な動きで取り囲む。

「那波＝アングラード！　訊ききたいことがある！」

「指示に従いなさい！」

　まるで犯罪者を確保したような剣幕だった。

　ナナミは衛士たちを見回した。

　その目には怯おびえも、反発もない。道の途中に落ちている石ころを見るような、何の感情も宿やどらない瞳だった。

　ほんの二、三時間前は、いつもの困ったナナミだったのに、今は別の意味でマーヤを困惑させている。

　──いったい、ナナミさんはどうしちゃったの。

　あるいは──何をされたのか。

「やれやれ、いったいどうしたのですか」

　緊迫した場に、アキラが遠慮なく声をかけてきた。

「わが図書館での騒ぎは感心しませんねえ。よそでやってくれませんか」

「ちょっと、局長！」

　あまりの言い草に、マーヤはアキラに詰め寄った。

「図書館さえ平和なら、あとは何が起こっても知らん顔ですか」

「ぼくは平凡な男ですからねえ。世界に対してぼくなんかの存在はあまりにも無力ですが、せめて……自分の手が届く範囲の、大切なものだけは……守りたい。そう願っています」

「そういうのを、おためごかしって言うんです！」

　ヒロイックファンタジーの主人公みたいに立派な科白が、マーヤの心にまったく響いてこなかった。言っている途中で〈溜め〉を作るのも、腹が立つ。

「ナナミさんが、何かしたんですか」

　マーヤは声を張り上げて、衛士たちに訊いた。

「博物館の周辺で、意識不明で倒れている衛士が発見された。証言を集めたところ、アングラードと接触したのが、最後の目撃例だったのだ」

　刀を腰に差した屈強な衛士が、きびきびと答えた。

　それから、ナナミの正面に立ちはだかった。

「〈衛士団〉本部までご同行願おう」

　威圧的なのは、ある意味では正しい。衛士は恐れられることも仕事のうちだ。

　しかし、その態度は、ナナミの気配を変質させた。

　炎のようにゆらめくものが、ナナミの肩口から立ち昇るのをマーヤは見た。

　まだまだ発展途上だけど、一応は〈旧魔術〉を使えるようになったマーヤの霊的感覚が、不ふ可か視しのエネルギーを捉とらえたのだ。

　屈強な衛士は、刀術には長けているが、魔術的な感性は鈍かったらしい。

「さあ、来るんだ」

　と、ナナミの腕をつかんだ。

　その瞬間だった。

　──あっ……！

　強力な思念が凝縮するのを感じとって、マーヤは空を仰あおいだ。

　衛士の頭上に、剣が出現した。

　半透明の、硝子ガラスでできたような短剣だ。

　それが、刃を下向きにして衛士に落ちてきた。

　誰ひとり、反応できなかった。マーヤもただ、網もう膜まくにその現象が映るだけで、理解が追いつかなかった。

　剣は衛士の脳のう天てんから顎までを斜めに貫いた。

　血は一滴も出なかった。短剣が身体にしみ込むように消滅すると、衛士の巨体は眠るようにくずおれた。

　一瞬のできごとだった。

　よく訓練された衛士たちの反応は早かった。

　無言で武器を構え、四方からナナミの囲みをぐっと縮める。

　しかし、その全員の頭上に、同じ短剣がきらめいた。

　しかも、ひとりにつき一本ではない。全部で十五、六本の凶器が、角度も速度も微妙に違えて、バラバラと降ってくる。

　武器で打ち落としたり、身をひねってかわしたり、全員なんらかの対応はしたのだが、数の多さに敗やぶれた。

　刺さる場所は、頭でなくても同じことらしい。背に、胸に、短剣を浴びた衛士たちは、外傷がいっさいないのに四人とも倒れた。

　マーヤは息を吞んだ。そして、悟った。

「ナナミさんがやったんだ……」

　博物館の周辺で倒れていたという衛士も、思念の短剣の餌え食じきになったに違いない。

　ナナミが両腕を広げて、自分の身体を確かめるように眺めた。

「この子の魂は、なかなか強きよう靭じんだね。気に入った。裏表がなく、逞たくましい。ここまでわたしの魔術が使えるとは思わなかったよ」

　この子、と言った。

　つまり、ナナミの中に、何者かがいるのだ。

　その何者かが、ナナミの魂に感心した。おそらく、そういうことだった。

「なるほど……」

　と、マーヤも感心してしまった。

　裏表がない──ナナミに対して、そういう評価の仕方もあるのか。確かに、純粋な心の持ち主かもしれない。性格には思いっきり難があるけれど。

　再び図書館に歩を進めようとするナナミの進路を、アキラが塞ふさいだ。

「これ以上、わが図書館に近づかないでもらいたい。あなたからは災さい厄やくの匂いがする」

「指さし図ずしないでよ。わたしは、見たい本があるんだから」

　ナナミはふわりと宙に浮いた。

　なんの前触れもなく、風船のようにあっけなく。

　重力を操ること自体は〈旧魔術〉を行使すれば、できる。しかし、ナナミの中の存在にとって、そんな大げさなことではないようだった。歩くのと同じような気安さで、浮きたいから浮く。それだけなのだ。

「はいはい、みなさん、急いで館内に避難してくださいねえ」

　一応は局長の役割を果たしただけといった、軽いノリで局員たちに呼びかけながら、アキラは白衣の内ポケットに手を入れた。

　取り出したのは、ビー玉のような小さな球体だった。

　それを天にかざして、アキラは呪文を唱えた。




　種子は連つらなり

　虚きよ数すうの地図を描く

　汝なんじ、いざ永えい劫ごうなる天球の牢ろうへ




　小さな球は音を立てて割れた。

　次の瞬間、起こった現象に、マーヤは目を見開いた。

　客席の卓を飾っていた、水晶球。

　それらが次々と砕けたのだ。

　アキラが割った小さな球体は、連鎖反応を起こす起爆剤の役目を担になっていたようだった。

　水晶球の破片が、吹雪ふぶきのように舞い上がった。

　渦うずを巻いて、宙に浮かぶナナミを包み込む。

　無数の欠片かけらは、ひとつの大きな球体へと再融合して、ナナミをその中にすっぽりと閉じ込めてしまった。

　球体は浮遊の魔力も遮断するらしく、どすんと地上に落ちた。

　ナナミは球体の中でしりもちをついた。

「超硬度の合成水晶が、魔術によって数も大きさも自在に組み替えられるようプログラミングされています。その中にいれば、あのおかしな短剣も生み出せませんよ。〈旧魔術〉と〈旧科学〉の技術の幸せな結合──わが図書館の防犯装置のひとつです」

　アキラは誇らしげに言った。

「さて、ナナミ嬢から〈あなた〉を引き離す作業が必要なんでしょうが──このまま〈衛士団〉に引き渡してお任せしましょうかねえ。あとは知ったことじゃない」

「きみもわたしを封じるんだね」

　ナナミは座ったまま、うつむいて言った。

　マーヤは背筋がぞくりとした。

　この気配は──囚とらわれた者が放つものではない。
















「人間はどうして、わたしたちを封じずにはいられないの？　そんなにわたしたちが恐ろしいの？　だから、あのつまらない〈大戦〉を起こしたの？」

　ナナミは頭を抱えた。

「眠りが永すぎたのかな──思い出せない。スバル──そう、スバルだ。スバルはどこ？　教えてよ。きみはわたしを裏切ったのか──それとも？」

　うわごとのようにつぶやいて、苦しそうに身をよじる。

　得体の知れなさを超えた、何かとても切実な様子が、その場にいるすべての人々の注意を引きつけた。軽薄かつ冷酷なアキラでさえも、例外ではなかった。

　だから、気づくのが遅れた。

　自らの頭上に、柱のように巨大な透明の剣が生まれつつあることに。

「局長！」

　マーヤは叫んだ。

　アキラが中空を振り仰いだとき、すでに魔術剣は目標を捉えて落下していた。

「バカな……！」

　首すじから腰までを斜めに貫かれて、アキラは昏こん倒とうした。

　ナナミを包んでいた球体は、発動させた者の意識が喪われたために、結合が解除された。

　ナナミはよろめきながら身を起こし、地に散らばる欠片をじゃりじゃりと踏んで、歩き始めた。

「スバル──聞かせてよ、真実を」

「待って！」

　マーヤは勇気を奮って、混乱しているナナミを呼び止めた。

「あなたは何者？　スバルって誰？」

　訊きながら、つい最近、どこかで、そんな名前を聞いたような気がした。

　ナナミは答えない。

「スバルの本は、図書館にあるかな。それとも──後世には残らなかった？」

　ひとりごちながら、前に進む。

　マーヤは腰のバッグから『門の書』を取り出した。この場を収めるための魔術が使えないだろうか。何でもいい。何か、ないか。

　そこで、ナナミが振り返った。『門の書』にこめられた魔力に反応したのだろう。

「きみも、わたしを封じるのね」

　その荒こう涼りようたる声音、そして、まなざし。

　マーヤは身体の芯が凍りつく思いだった。邪悪というのではない。ただ、圧倒的な負の感情が、波動となって伝わってきた。

「狭くて暗い、棺の中。あんな淋しい思いは、もうたくさんだよ」

「棺の中……？」

　脳裏に閃ひらめくものがあった。

　あの魔術剣で最初に倒されたであろう衛士は、博物館のそばで発見された。

　そして、ナナミに憑ひよう依いした何者かは、今が何年なのかも知らなかった。

　──棺っていうのが、あれのことだったら。

　マーヤがある可能性に思い至ったときだった。




「赤毛、お前はどうしてこう、揉めごとばっかり引き寄せるんだ」

「レン、マーヤを悪く言うな。マーヤだって反省している」




　この理不尽な文句と、フォローになっていないフォローは、マーヤを安心させてくれる日常の象徴だ。これが象徴というのも何だか悲しいけれど。

　レンに先導されて、エイジが図書館から外に戻ってきたのだった。
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　エイジはマーヤをかばう位置に立った。

「マーヤ、大丈夫か」

「わたしは大丈夫。でも、局長が……」

　マーヤは倒れ伏すアキラを見やった。

　レンが近づいて、アキラの頭をつかんで揺さぶる。

「おい、起きろ。どうせまたふざけてんだろうが」

　しかし、アキラは目覚めない。魂が抜けたように。──いや、魔術剣に貫かれて、本当に魂が身体から抜けてしまっているのではないか。

　レンはアキラの首すじに触れ、額に手を当てて、ようやくこれが尋じん常じようの状態でないことを認めた。

「死んだ人間だって、もう少しは生気が残ざん留りゆうしてるもんだ。赤毛、いったい何があった」

　同じ状態で地面に転がる〈衛士団〉の面々を見渡して、硬い表情で訊いてきた。

　一部始終を見ていたマーヤにも、何がどうなっているのか説明できない。

　エイジは、ナナミを一いち瞥べつして、

「きみは、誰」

　と訊いた。

「サラミさんの顔をしているけど、サラミさんじゃないだろう」

　やっぱり名前を豪快にまちがっているが、エイジはことの本質を一瞬で見抜いていた。

「きみは、誰」

　エイジは繰り返した。

　虚きよ無むを湛たたえるナナミの目に、興味の光が点ともった。

「わかるの？　わたしのことが」

「それだけの魔力を発散していればね」

「ただ美しいだけの男じゃないんだね」

　ナナミの中にいるものは、エイジに同類の匂いをかいだのかもしれない。

「わたしはアリシア。人間は、わたしを妖精と呼んだよ」

　エイジの瞳を見据えて、初めて名乗った。

　マーヤの脳裏に、あの棺が映し出された。

　蓋に古代語で刻まれた言葉は──妖精が眠る。

　伝説は本当だったのだ。

「どうして、ナナミさんに──」

「真の肉体は、とうの昔に滅ほろんでいたから。目覚めたとき、周りにいた人間の中で、もっとも

よさそうな〈器〉を選んだんだよ」

「おれは詠司＝ヴァクス。アリシア、アキラさんにかけた魔術を解いてくれないか」

　名乗るや否や、エイジはいきなりお願いした。

　こういう非常事態でも、エイジはあまり疑問というものを持たない。現状をあるがままに認識する。その意味では、とても現実主義なのだった。

「いやだよ」

　ナナミは──ナナミの中にいる妖精アリシアは、即答した。

「元に戻せば、その怪しい男はまたわたしを封じようとするから」

　永い眠りから覚めて記憶が混こん濁だくしている幻生物にも、アキラのうさん臭さは、はっきりわかるらしい。

「どうしても、だめか」

「くどいね」

「そうか……」

　エイジはまぶたを伏せた。

　何をしようとしているのか、マーヤはすぐに察した。

「エイジくん、待って」

「いけません、若」

　レンがたしなめるが、エイジは言うことをきかなかった。

「大丈夫だ。全力は出さなくても、なんとかなると思う」

　エイジは目を見開いた。

　その瞳は緋ひ色いろに染まっていた。

　エイジの全身から、金色の思念がゆっくりと放出される。

　羽織った上着の袖がはためき、髪がふわりと浮き上がった。

「そのちからは──」

　アリシアが驚嘆の表情を浮かべた。

「きみは、何者？」

　その問いに、エイジは真顔で答えた。

「マーヤと違って、普通の人間だ」

「その前振りはいらないと思う！」

「でも、おれはときどき、マーヤが何を考えているかわからなくなる」

「その科白をそのままエイジくんに返すよ……」

　脱力したマーヤは、祖母の言葉をひとつ、思い出した。





　──変わり者を自称するやつは、自分が〈その他大勢〉にすぎないことを認めてるのと同じさね。本当の変わり者は、自分を変わり者だとは決して思っていないんだよ。






　エイジに限らず、マーヤの周囲の人々には総じてあてはまる気がする。

「おれが人と違うのは──〈竜の叡智〉を借りていることだけだ」

「竜。──そうか、きみも〈器〉の一種なんだね」

　エイジとアリシアの間に、いっきょに緊張が高まった。

　空気の密度が変わる。陽かげ炎ろうのように揺れて、飴のようにねじれる。

　エイジが管理する〈禁書〉とは、幻生物の王である竜が有していた知識のすべてだった。エイジの存在そのものが、禁断の叡智を収めた書庫なのだ。

　そんな〈禁書の管理人〉が駆使する魔術は、喪われた〈旧魔術〉の真価を発揮する。

「どいてよ、エイジ」

「アキラさんを治すんだ」

「どいて！」

　アリシアが横に飛んだ。凄い速度だった。巻き髪がほどけて、獅し子しのように広がる。

　エイジもアリシアを追って、地を蹴った。

　妖精の思念が凝縮されて、衛士やアキラを襲った魔術剣が、次々と生成される。

　今度は、一本一本がペーパーナイフのように小さいけれど、百本を超える数だった。エイジをどこへも逃がさないように、大きな弧を描いて配置される。

「きみも〈タイタニアの眠り〉に落ちるといいよ」

　アリシアの掛け声で、剣陣がエイジを襲った。

「眠いのは、もう足りている」

　エイジの思念が膨れ上がった。

　それは突風と化して、無数の魔術剣を枯葉のように舞い上げた。

「凄いね」

　立ち止まって、アリシアはにやりとした。妖精に対して人間味というのもおかしいが、こういう人間味のある表情をすると、元のナナミに印象が近くなる。

「手て数かずを多くしても無意味だね。だったら──」

　散り散りになった剣は、アリシアの頭上に吸い込まれるように戻って、ひとつに融合しはじめた。その禍まが々まがしい威力さえ忘れれば、幻想的で美しい光景だった。

　再練成された魔術剣は、アキラを倒したそれの倍も大きかった。

「本気を出すといいよ。今度は、そよ風で逸そらせるほど軽くないから」

「参ったな」

　エイジはすっと目を細めた。

　エイジがよく食べてよく眠るのは、ただ〈叡智〉を脳内に保管しておくだけでも、たくさんの栄養と休息を必要とするからだった。まして、もともと竜が行使していた強力な魔術を、人間の肉体と精神で実行するのは、想像を絶する負担となる。

　マーヤは自分の『門の書』に目を落とした。

　──わたしもエイジくんを援えん護ごできれば。でも、この戦いに加われるほどの魔術は、ぜんぜん使えない。

　ふたりの息詰まるやりとりを見つめていることしかできない無力さに、胸がむかむかして叫び出しそうだった。

　そのせいで、背後に何者かの気配が近づくのに反応できなかった。

　マーヤは両腕ごと胴体を抱きしめられた。

「やっ、何っ！」

　荒い息を耳元に感じて、嫌悪感をこらえながら、首だけ曲げて襲撃者を確認する。

　見覚えがあったのは、図書館で揉めた記憶が残っていたからだった。魔術書を借りようとしてアキラに追い返された男子生徒。──確か、名前はヒロキだったか。

「抵抗はやめろ、詠司＝ヴァクス！　この女を殺すぞ！」

　弱々しく掠かすれた声が、かえって危険を感じさせて、マーヤの背筋が震えた。

　エイジはヒロキを不服そうに見た。

「マーヤにさわるな。ずるい」

「そういう問題じゃなくて！」

「おれも、マーヤを抱きしめてみたいんだ。とても胸がときめく行為だと本に書いてあった」

「ずっと訊こうと思ってたけど、エイジくん、どういう本を読んでるの!?」

　エイジの発言はいつだって真剣なのだが、そんなことはヒロキにはわからない。

「暴れろ、妖精！」

　馬鹿にされたと思ったに違いなく、金切り声を上げた。

「ぼくたちを理由もなく見下した連中に、思い知らせてやる！　ぼくたちは世界の本質をつかんでいる存在なんだ！　さあ、妖精よ、愚か者たちを裁け！　ぼくの命令に従え！」

「──てめえが一番の愚か者じゃねえか」

　突然、戒いましめが解けて、マーヤは振り向いた。

　レンがヒロキの髪をつかんで、地面に引きずり倒していた。いつの間に背後に忍び寄っていたのか、マーヤはまったく気づかなかった。

「あ、ありがとう」

「何をぼーっとしていやがる。いちいち若に心配かける女を、おれは認めねえぞ」

　こんなときもマーヤを助けるというより、エイジの憂いを取り除くために行動するのがレンなのだった。

「やめろ！　痛い、痛いよお……」

　たちまち戦意を喪失したヒロキを、マーヤはなんとなくしらけた思いで見下ろした。威い勢せいはよかったけど、あまりにも弱すぎる。

「この人が、アリシアを妖精の棺から解放したの……？」

　図書館から魔術書を借り出そうとしていたのも、このためだったのか。

　しかし──

「愚か者だね」

　アリシアまでもが、レンのように冷たく言い放った。

「きみのおかげで棺から出られたわけじゃないよ。永い時が過ぎて、棺の封印が弱まっていただけだ。何か魔術の真似ごとをしていたようだけど、関係ないね」

「そ、そんな……」

　ヒロキは地面に手足をついて、さめざめと泣き出した。

「さあ、続きだよ」

「待って、アリシア！」

　マーヤはエイジの前に躍り出た。

　このままエイジを戦わせたくはなかった。その一心で、アリシアに訊いた。

「どうして罪のない人間を、串刺しにして眠らせるの！　あなたはどうしたいの」

「それは──」

　勢いよく答えかけて、アリシアは言葉を失った。眉み間けんに皺しわを寄せて、

「──憎いからだよ。人間が──スバルが憎い。それはわかるんだよ。でも、理由は忘れてしまった」

「思い出してみて。何か、わたしにできるかもしれない」

　マーヤはそう言ったが、アリシアは首を横に振った。

「いやだよ。思い出したくもない。思い出なんか、消えてしまえばいいよ」

　怒りよりも悲しみのような感情が、アリシアの──ナナミの顔を歪ゆがめた。

「憎いのは──愛していたからじゃないの」

　とっさに、そんな質問が口からこぼれた。





　──愛しているのに愛されないから、憎くなる。世界中の人間が愛を忘れてしまえば、憎しみも消えて平和になるだろうさ。でも、そんな日は来ないし、来てほしくないね。そんな平和は、いらないよ。






　祖母の言葉が耳に蘇る。

　愛とか憎悪とかは、正直言って、まだマーヤに実感としてはわからない。

　ただ、人間に慈愛を感じていた幻生物なら、知っている。

　マーヤの祖先であるナユタと種族の違いを超えて絆を結んだ、竜王スカーウェイド。エイジの〈叡智〉は、その竜王のものだ。

　だから、アリシアもそうじゃないかと思っただけだった。

「わたしが──スバルを？」

　アリシアは髪をかきむしった。

　激しく動揺している。そのせいか、エイジを狙う魔術剣が消失した。

　よろめいて、踏みとどまり、顔をしかめた。

「いや──泥みたいなこの感情は、憎しみとしか名づけようがない！」

　アリシアはふたたび宙に浮き上がった。

　今度はぐんぐん上昇して、地上十メートルほどの高さで停止する。

「憎いんだよ──わたしは、わたしの心を殺したスバルが憎いんだっ……！」

　血を吐くような絶叫と共に、アリシアから放たれる思念が、桁けた違ちがいに強まった。

　大気が重さを増して、学院全体にのしかかってくるようだ。

　息苦しさを覚えながら、マーヤはアリシアを見上げた。遠目にもはっきりわかるほど苦く悶もんしている。

「何もかも──何もかも、眠ってしまえばいい！」

　アリシアは両手を天に掲げた。

　空が暗くなる。雲はない。空の色そのものが、濁にごりを増したのだ。

　その暗く濁った空に、キラキラと星がまたたいた。

「──違う、星じゃない」

　マーヤはあぜんとしてつぶやいた。

　それは、魔術剣だった。

　またたく光のひとつひとつが、魔術剣なのだった。

　──喩たとえじゃない、文字通りの〈剣の雨〉が、学院に降り注ぐ！

「マーヤ、レン、おれのところに！」

　切迫した声で命じながら、エイジもまた、右手を高く上げて思念を凝らした。

　エイジは〈旧魔術〉を使うときに、呪文を唱えない。

　魔術とは大おお雑ざつ把ぱに言えば、別の場所から大きなちからを借りてくる業わざだ。エイジはどこからも借りてくる必要がなかった。すでに〈竜の叡智〉を宿しているから。

　黄金色の結界障壁を頭上に作って、可能な限りその面積を広げる。

　やめろと言うこともできずに、マーヤは険しい表情で結界を張るエイジを、胸が破れそうな思いで見守った。




　幾千もの魔術剣が地上に到達した。

　それは大だい虐ぎやく殺さつだった。

　外にいる人々だけではなく、屋内にいる人々も、運命は同じだった。

　魔術剣は物質を透とう過かする。学院のあらゆる場所に落下したそれは、無差別に人を貫いた。

　数十、数百の人間がおもちゃのようにあっけなく倒れていくさまは、血が流れない分、より不気味だった。もっとも、その様子を目にする傍観者は皆かい無むに近かったが。

　妖精がもたらす〈タイタニアの眠り〉とは、もっと穏やかなものではないのか。あえて魔術が剣の形をとるところが、アリシアの秘めた気性を表しているようだった。

　死の疫えき病びようが蔓まん延えんしたような、おぞましい光景が〈豊穣祭〉に現出する。




　魔術剣が降り終わって、結界が解けた。

　どれほどの範囲に強力な障壁を張ったのか、エイジはがくりと膝ひざをついた。

「エイジくん！」

「大丈夫だ。マーヤはいい子だな」

　つらさをこらえて、いつもの微笑みをくれる。

　マーヤのためにやせ我慢をしてしまうエイジの気持ちが、今はちっとも嬉しくなかった。とにかく、身体が心配だ。

　アリシアが舞い降りてきた。その顔は疲れきっていて、ナナミの顔に似つかわしいような勝ち誇った様子は、まるで窺うかがえない。

　マーヤの目には、自分でやったことに、自分で傷ついているようにすら見えた。

「レン、肩を貸してくれ」

「若、そのままお休みください」

　しゃべるエイジの息が荒い。レンの言葉は、マーヤの気持ちの代弁でもあった。

　しかし、エイジは首を横に振った。

「そうはいかないだろう。起こしてくれ」

「──わかりました」

　従者の本分を無理やりわきまえたように、レンはエイジに従った。

　エイジはアリシアに尋ねた。

「まだ、やるか」

「──もう、いいよ。殺してよ」

　アリシアは投げやりなことを言い出した。

「人間の寿じゆ命みようは百年前後。どうせもう、スバルは生きていない」

「スバルって、誰なの」

　と、マーヤは訊いた。

「もしかして──詩人？」

　ふと、思い出した。ナナミが借りたことになったまま行方不明の、詩集『旧世界』の作者が、昴＝ムロツキじゃないか。

「誰でもいいだろう！　さあ、次はきみたちの──」

　きみたちの眠る番だ──とでも言いかけて、アリシアは自分の周囲に目をやった。

　マーヤも気づいた。風になぶられた粉雪のごとく、極小の結晶が大気にきらめいて、アリシアのそばに集まっている。

　それは、アキラが発動したが破られて辺りに散らばっていた、水晶球の欠片だった。

「何度やっても無駄なこと──いや……これは一体!?」

　アリシアの声に焦りが加わった。

　欠片は大きな球体にならず、アリシアに鎖のごとくまとわりつく。

　いくらでも振り払えそうなそれが、妖精を封じ込めた。手足に鉛でもぶら下げているかのように、アリシアの動作が鈍くなる。

　マーヤはエイジを見た。

　レンに片方の肩を支えられながら、エイジは残されたちからを振り絞っていた。

「これはたぶん、アキラさんの道具だろう。再利用させてもらった」

　思念を凝らしながら、エイジは言う。

「その肉体はもう体力が尽きたはず。〈竜の叡智〉による封縛は、破れない」

「なぜ……」

　アリシアが忌いま々いましそうに訊いてきた。

「なぜきみは〈竜の叡智〉を得たの。竜が、人間にそこまで加担するなんて」

「おれにも、よくわからないんだ。今度、本人が出てきたときに訊いてくれないか」

「本人……？」

　アリシアは怪け訝げんそうに訊き返した。

「まさか、〈竜の叡智〉だけじゃなく、きみの中には──」

　エイジは答えなかった。

　瞳の色が緋色から、元の青色にゆっくりと戻ってゆく。

　しかし〈竜の叡智〉を行使して、エイジの顔からはすっかり血の気が引いていた。ただでさえ日焼けのない肌が、今は病的に白い。

「レン、マーヤ」

　と、エイジは交互に呼びかけた。

「あと三秒で、まちがいなくおれは寝る。すまないが、後始末は──」

　予告通り、きっかり三秒経った瞬間、エイジはかくんと首を折った。

「──お疲れさま、エイジくん」

　マーヤはいとしさを伝えるように、エイジの頰にそっと手を触れた。ひんやりする。

　レンが「調子に乗るなよ、こら」と言わんばかりの怖い顔をしている前では、これくらいのスキンシップが限界だった。

「おお、無事な者がいるぞ！」

「あれは──図書館の連中か！」

　喜びと安あん堵どの声を上げて、衛士と思おぼしき二人組が、こちらに向かってくる。
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　エイジの結界が届く範囲にいた者、かろうじて実力で防ぎきったもの、単なる幸運で当たらなかった者──

　うまい具合に生き残ったのは、わずかに四、五十人だった。

　あとは、学生も教職員も、関係者も一般客も、分け隔てなく〈タイタニアの眠り〉の犠牲となっている。その数、およそ一千五百人以上。

　ゲオルギウス学院は、完全に仮死状態に陥おちいった。




　アリシアは〈衛士団〉本部に運ばれて、わずかな衛士の監視下におかれることになった。

　アキラをはじめ、昏睡状態の者たちは、トーキョー中の病院へと順番に搬送された。学院には〈治療院〉があるけれど、そこのスタッフたちも大半がやられているのだ。

　幻生物が行使した〈旧魔術〉の解除は、容易ではない。

　犠牲者の中には、妖精の棺からアリシアを復活させた──と思い込んでいた、非公認魔術部〈暁の明星〉のメンバーもいる。

　生き残ったのは、エイジの結界の内側にいたヒロキだけだった。




　ヒロキは衛士による取調べを受けた。

　ゲオルギウス学院〈衛士団〉は、国の許可のもと、司法警察権の一部を委託されている。学院の中で起こった事件なら〈衛士団〉が独自に裁くことができるのだった。

　学院生活の中で居場所をうまく見つけられなかったヒロキたちは、きちんと研究を重ねる努力は避けて、安易な〈旧魔術〉の習得を目もく論ろんだ。

「妖精を使し役えきして、見返してやりたかったんだよ。どいつもこいつも、もともとの家柄や見た目のよさで、うまいことやりやがって。ぼくたちと何が違うってんだ、同じ人間なのに！」

　聞いていて気が滅入るような恨み言を、小太りの男子生徒は衛士相手にぶちまける。





　──楽しく感じられる努力は、努力とはいわないね。歯を食いしばっているうちに、あるときふと、むずかしかったことが、努力なしでできるようになっている。それが「努力した」っていう結果さ。






　現場にいた関係者として、別室のモニターで取り調べの様子を見ることになったマーヤは、祖母の言葉を思い出していた。

　──わたしだって、理想とする自分にぜんぜんなれないことに、苛いら立だったりする。

　図書局員の仕事も、魔術の修業もバリバリこなせる、かっこいい自分は、とっても遠い。

　たまたまエイジくんと仲良くなれなかったら、ナユタの末まつ裔えいでなかったら、わたしも歯を食いしばれなかったかもしれない。平凡すぎる自分に我慢できなくって、彼のようになっていたかもしれない。

「努力した」と言えるわたしに、わたしはなれるだろうか──

　内省的すぎる思考に吞み込まれそうになる。

　マーヤは腰の鞄に手を添えて、深呼吸した。

　大事なものを肌身離さず持ち歩くために、昔からウエストバッグを愛用してきた。今はマーヤの運命を変えた〈ナユタズ・ロスト〉──『門の書』が入っている。
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　結局、ヒロキたち〈暁の明星〉は、この事件とは関係ないことがはっきりした。

　ならば、あとはアリシアについて考えるだけだ。

　なぜ、図書館で本を見ることにこだわったのか。その本とは、やはり、昴＝ムロツキの詩集なのだろうか。ならば、スバルとアリシアの関係とは──

　頭を働かせながら、マーヤは図書館の尖塔に戻った。

　人影のまったくない構内は、書かき割わりの世界に放り込まれたようで気持ち悪い。




　図書館も機能を停止している。

　エイジの結界に守られた局員は少なくない。しかし、局長がいないのが致命的だった。

　あんなふざけた男だけど、図書館の運営にまつわる諸々は、アキラにしかできないことが多いのだ。

「いても迷惑、いないともっと迷惑。なんなんだ、あの男は」

　レンがぼやく横で、エイジはベッドに横たわっていた。

〈眠り王子〉の異い名みようのごとく、このまま姫の口づけがなければ永遠に目覚めないのでは──そんなふうに、見る者を不安にさせるほどの美しさを湛たたえた寝顔だった。

〈竜の叡智〉を行使した直後だから、起こすわけにはいかない。身体も脳も充分に休ませなければ、エイジが壊れてしまう。

「わたしに──」

　もっとちからがあったら、と言いかけるのを、レンが遮った。

「おまえにちょっとくらいちからがあったって、どうにかできたのか？　うっとうしいからそれ以上、何も言うな」

　辛しん辣らつな言葉に、マーヤは内臓がぎゅっと締め付けられた。

　ふだんは聞き流せるような悪あく罵ばも、今は堪こたえた。鼻の奥が熱くなってくる。泣きそうになってしまう自分が、レンの言うとおりうっとうしくて、さらに泣けてくる。

「う……」

「ああもう、いいから黙って飲め」

　レンは決まり悪そうに、温かいハーブティを淹いれてくれた。

　カモミールの香りが、ひりひりする神経をいくらか落ち着かせる。。





　──最初からできるわけがなかったことで悔やむのは、はなっから他人の慰なぐさめを期待してるみたいで、あまり格がよくないね。傲ごう慢まんも卑ひ屈くつも、同じ罪さ。






　おばあちゃんの言葉といっしょに、エイジの言葉も思い出された。

　マーヤが入学したばかりの春、学院がテロリストの襲撃に遭って、エイジがマーヤの前で初めて〈竜の叡智〉を覚かく醒せいさせたのだ。そのときに、エイジはこう言った。




　──マーヤを見習って、いじけるのはやめる。自分にできることを、やる。




　エイジにこんなふうに想ってもらえることは、マーヤにとってほんとうに大きな宝物だ。それが誇りになるときもあれば、自分には重すぎて潰れそうなときもあった。

　今は──大丈夫だ。

　エイジくんが休んでいる間に、自分にできることを、やろう。

　マーヤが決意を新たにしたとき、部屋の扉がノックされた。

「誰だ」

「〈衛士団〉です」

「入れ」

　無愛想な応答だった。

　学院において〈衛士団〉は、警察と軍隊を合わせたような存在だ。なのに、レンはまったく臆おくさない。エイジ以外の人間は、レンにとってみんな同じ地平に立っているのだった。

　部屋に入ってきたのは、九年生の男子の衛士だった。

　エイジの結界の内部にいて助かった、わずかな生き残りのひとりだ。まだ顔立ちに幼さが残るが、雰囲気は猛たけ々だけしい。

「真絢マーヤ＝ラヒリさんにご協力願います」

　と、少年衛士はきびきびと告げた。

「那波＝アングラードの中にいるものが、あなたと話したいとのことです」
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　衛士に連れられて、マーヤはふたたび〈衛士団〉本部に赴おもむいた。

　正門のそばにある三階建てだ。学院の中では異彩を放つ、シンプルで無骨な建築だった。

　エイジの〈旧魔術〉によって動きを封じられたアリシアは、保護室に入れられて、椅子に座っていた。

　保護という名目だが、要するに軟禁部屋だ。飾り気はなく、唯一の出入り口のドアには、八十一マスの魔ま方ほう陣じんが彫ほられている。魔法陣ではない。数秘学に基づいた、外敵の侵入と内部からの脱走を防ぐ護符の一種だった。

　マーヤはアリシアの対面に座った。

　──あの眼鏡をかけた赤毛の子を呼んでよ。

　そう自分から命じたらしいが、ナナミの姿を借りた妖精は、何も言わずにじっとマーヤを見つめるだけだ。

　水晶の欠片が、粉雪のように、アリシアの周囲に浮かんでいる。エイジの魔力封じが効いているのだった。

　睨みつけるのも、目を逸らすのもおかしい気がして、マーヤはあいまいにアリシアの髪やら胸元に視線を散らした。どこをどう見てもナナミの姿なのに、やはり、ナナミではない。おかしな気持ちだ。

「きみは──」

　と、アリシアが口を開いた。

「あの竜の〈器〉と恋仲なのね」

「なっ……」

　思わず腰を浮かせてしまった。

「べ、別に、そういうんじゃない、ことも、ない、です」

「そう」

　アリシアはまた黙った。

　そんなことを訊くためにマーヤを呼んだのだろうか。

　別室では、マーヤが何か有益な情報を引き出せるのではないかと、衛士たちがこの様子をモニターでチェックしているはずだった。

「恋は魔術だよ」

　ふたたびアリシアは、お茶会のような話題を持ち出してきた。

「わたしの世界は、恋で変わった。そのことは覚えているよ」

「誰に、恋していたんですか」

　マーヤはひとりの少女としての純粋な興味で訊いた。

「スバル、ですか」

「うん。好きだった。だから、忘れたくなったんだよ。今は憎いから。──君の言うとおりだね」

　アリシアは遠い目をした。憎い、という言葉のわりに、暗い情念は感じられなかった。すべては、どこか他人事のような気持ちなのだろう。

「どうして、棺に封じられたんですか」

「わたしは人間の起こしたくだらない戦争に、ぜんぜん興味がなかったんだよ。というか、もともと人間もあまり好きではなかったね。からかって弄もてあそぶ対象に過ぎなかった」

「旅人をわざと道に迷わせたり、動物に変身させちゃったり」

「そうだよ。よく知ってるね」

　童話に登場するいたずら好きの妖精の定番だ。

「わたしは戦争に協力しなかったから、軍隊の魔術師たちがわたしを陥おとしいれて……そうだよ、どうしてあいつらは、あんな周到に二重、三重の罠を仕掛けることができたんだろう。わたしがどこにいるかなんて、スバル以外にわかるはずはないんだよ……ならば理由は──」

　少しずつ激してくるのがわかって、マーヤは恐怖を抑え、身を乗り出した。

「落ち着いて。無理に話さなくてもいいから」

「裏切ったんだね……スバル……」

「アリシア──」

「いや──っ！」

　妖精の悲鳴に、脳を直じかに殴られるような衝撃を浴びて、マーヤは椅子から転げ落ちた。

　ただの声も、幻生物が激情とともに発することで、魔術的な効果を発揮する。

　衛士たちが部屋に雪な崩だれ込んできた。

　つぎつぎと武器を抜いて、アリシアを取り押さえる。

　なんとか衝撃から回復して、マーヤはふらつきながら立ち上がった。魔術師の端はしくれだからこの程度で済んだのだ。一般人なら、そのまま失神しているだろう。

　悲しみに猛るアリシアを、マーヤは痛ましい思いで見つめた。

　これでは〈タイタニアの眠り〉を解除するよう、お願いすることなどできないだろう。

　大勢の人間を廃人同然にしたことは、許せない。でも、この孤独な妖精を、ただ責める気にはなれなかった。

　──わたしに、できることって。

　アリシアを裁くのではなく、救うことではないか。

　誰かを救うなんて言ったら、ご大層に聞こえるけれど。

　──幻生物と人間に、ふたたび絆を。

　それは、大魔術師ナユタが、後世に託した願いだった。
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　どうやら〈大戦〉時に、軍の魔術部隊によって棺に封印された幻げん生せい物ぶつ──妖精アリシア。

　スバルという人物が、喪うしなわれたアリシアの記憶の鍵を握っている。

　学院を復活させるため、そしてアリシアの傷ついた心を癒いやすため、マーヤは生き残った局員たちと手分けして、図書館の蔵書に当たった。

　膨大な索さく引いんカードを一枚も見み逃のがさないようにして、めくってゆく。少しでも気になる題名があれば、書き留めて、書庫で探す。

　歴史書、随ずい筆ひつ、公文書の類──ジャンルは問わない。

　どこかに、アリシアに関する記述があるはずだ。

「もう、こんなことになるなんて、夢にも思わなかったわ」

　先輩局員がぼやく。ちなみに男だった。十一年生、斗ト志シ郎ロウ＝モア。図書局員より格闘系の部活が似合いそうないかつい男だが、心は女性だという。とてもいい人だ。

「幻生物に関する内容が、この図書館で見つからなかったら、あとはもう帝国図書館の禁書庫くらいにしかないわよね。それが実在するならの話だけど」

「そうですね……」

　存在するという伝説だけは、図書館に携たずさわる者なら誰でも知っている。そこには宇宙創世の秘密さえ眠っているという。

　そのくせ、実際に見たという記録は、どこにも残っていないのだ。

　──もしかしたら。

　作業の合い間に、マーヤはそっと夢想する。

　──ナユタなら、その禁書庫に行ったことがあるかもしれないな。

「ところで、トシロウさん」

「なーに、マーヤちゃん」

「ナナミさんが詩集を借りに来たとき、おかしな様子はなかったですか。まるで別人みたいだったとか」

「ううん。いつもどおりのゴーマンな態度だったわよ」

　もしかしたら、借りたのはアリシアでナナミじゃないのかも……と思ったのだ。でも、アリシアが復活したのは〈豊穣祭〉のときだから、やはり時間が合わない。こちらの謎も深まるばかりだった。
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　翌日、マーヤはアリシアにふたたび面会した。

「スバル」という名の作者が書いた本は、何種類か所蔵されていた。

　数学者、須晴＝ジョーンズの論文。

　画家、昴流＝ワッツの画集。

　歴史作家、悟ゴ空クウ＝スバルの小説。

　その他、ありったけの「スバル」の著作を抱えていって、アリシアに見せた。

　どれも、反応は乏とぼしかった。唯一の例外を除いて。

　それはやはり、昴＝ムロツキ──詩人の「スバル」だった。

『月げつ蝕しよく旅りよ団だん』『楽園殉じゆん教きよう』『贖しよく罪ざいの翼』など、退廃的な題名の詩集を、ぱらぱらとめくる。

　気乗りしなさそうな態度だけど、少なくとも、マーヤがあれこれと話しかけ、本を見せるのを無視はしなかった。はっきり言って、ナナミよりずっと素直だ。接しやすい。

　──いっそこのまま、ナナミさんはアリシアに憑ひよう依いされたままでも……

　つい不謹慎なことを考えてしまい、マーヤはぶるぶると頭を振って打ち消した。

「どうしたのよ」

「ううん……なんでもない。それより、どう？　その『スバル』の詩集は」

「わたしと同じだね。人間が憎い──だから、自分のことも憎い。そんな詩だよ。あのスバルが書いたとは思えない」

　ふと、アリシアはページを繰る手を止めた。

「──それとも、こっちが本当のスバルなのかな。生きとし生けるものを慈いつくしんだ、あれは噓の仮面だったのかな」

「そんなことは──」

「きみに何がわかるの」

　そう言われると、マーヤも二の句が継げなかった。

「みんな噓だったんだよ。人間は、わたしたちを騙だます存在なんだよ。きみだって」

「アリシア──」

「こんなもの！」

　アリシアは詩集を次々とマーヤに投げつけた。

「帰ってよ──帰って。ううっ──もういやだよ、痛いよ……」

　頭を抱えて、うめく。

　バチッ、と火花が散るような音を立てて、浮遊する水晶のひと粒が燃え落ちた。

　──だめ。これ以上、アリシアを追いつめちゃいけない。

　感情を爆発させて、エイジの魔術が破れてしまったら、また〈タイタニアの眠り〉が乱舞する。エイジがまだ休んでいる以上、今度こそ学院は全滅する。

　そして絶望するアリシアは、学院を飛び出し、被害をトーキョー全体に広めていくだろう。最悪の結末だ。

　床に落ちた本を拾って、マーヤは静かに退出した。

　ドアを閉める直前、そっとアリシアを見た。

　苦悩のポーズのまま、ナナミの姿を借りた妖精は、石像のように動かなかった。
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　本の山を抱えて、とぼとぼと図書館に戻ったマーヤを、来客が待っていた。

　利用者などいない、静まり返ったロビーのソファに、ボブカットの女子生徒が座っている。

　マーヤが現れると、立ち上がって静かに頭を下げた。

「あなたは、確か……」

「葉ヨウ＝オブライエンです」

　妖精の棺についてやさしく解説してくれた、ナナミの取り巻きの中では異色の存在だった。

「無事だったのね」

　マーヤは笑顔で言ったが、ヨウの表情は冴えなかった。

　もっとも、学院がこんな状況で、明るい気持ちになれなくても不思議じゃない。だが、それだけが理由ではないようだった。

「わたし、謝らなくてはいけないんです」

　声は泣き出す直前みたいに震えていた。

「きっと、わたしのせいなんです。わたしのせいで、ナナミさまが……」

「えっ、どういうこと？」

「以前、マーヤさんが詩集を回収しに来られたでしょう」

　それは、渦か中ちゆうの人物、スバルの第一詩集のことだった。記録ではナナミが返却を延えん滞たいしているのだが、ナナミはそんな本を借りたこともないと言い張ったのだ。

「あの本は、ナナミさまがお借りしたんです。それを覚えていらっしゃらないんです」

「でも──」

　確かに、その可能性がもっとも高い。しかし、あれだけ督とく促そくされて、借りたこと自体を忘れ続けていられるだろうか。

「ナナミさんなら、例えば『返し忘れくらいどうってことありませんわ。あなた、要するにいくら欲しいのかしら』みたいなことを、堂々と言ってのけるんじゃないですか」

　マーヤがなんとなく物真似風に言うと、ヨウは少しだけ笑った。

「ナナミさまのことを、よくご存知ですね。やはり、喧けん嘩かするほど仲がいい、ということなのでしょうか」

「やめてください……」

　ナナミに近しい人にまで、そんなふうに思われるのは心外だ。

「ナナミさまは、マーヤさんがおっしゃるとおりのお方です。だから、本当に借りた記憶がないんです。──きっと、記憶を〈旧魔術〉で消されたんです」
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「わたしの父は、トーキョー都議会議員をやっています」

　と、ヨウは語り始めた。

「その父から、二カ月ほど前に、ひとりの男性を紹介されました」

「紹介って、お見合いですか」

「いいえ、そうではありません。詳しくはわからないけれど、父が、自分が所属する政党のとても偉い方から、その人のいうことを聞くようにと命令されたようです。その男性は、わたしに頼みごとをしてきました」

「えーと──つまり、大物の政治家と繫つながりがある男が、ヨウさんに用事があったってことですか」

「はい。おそらく、人脈を駆使して、頼みごとができるゲオルギウス学院の学生を探していたのだと思います。逆らうわけにはいきませんでした」

　おそらく、政治家の上下関係というのは、マーヤには想像できないほどの強制力があるのだろう。自分の娘にその男を近づけさせることを断ったら、ヨウの父は議員の座を失ってしまうにちがいない。

「その男は、何を言ってきたんですか」

「学院の図書館から『旧世界』という詩集を借りてこい、と」

　マーヤは息を吞んだ。

「それで、どうしてヨウさんじゃなく、ナナミさんが？」

「その本は貴重な古書で、わたしが借りられるランクじゃないそうです。──そこで、ナナミさまにお願いして、借りていただきました」

「その男は『旧世界』が欲しかったんですね」

「はい」

　ゲオルギウス学院は、外部からの干渉がとても難しい。閉じた世界なのだ。それゆえに、上流階級の家庭が、自分のところの子どもを安心して入学させられる。

　図書館の本を手に入れたいと思えば、学院生の協力はぜったいに必要だった。

「本を渡すときに、男性は言いました」




　──きみは何も心配いらない。アングラードの令嬢の記憶は、わたしが抹消しておこう




「わたしは、そんなことができるなら、いっそわたしの記憶も消して欲しいと頼みました」

　ヨウは膝ひざの上でぎゅっと拳こぶしを握った。

「ですが、奇妙な理由で拒否されました」




　──きみの記憶をいじるのはたやすいがね、それではどうも美しくないな。きみのように儚はかなげな乙女が、ささやかな罪悪感を胸に秘めて、何食わぬ顔で生きてゆく背徳。これがいいじゃあないか。うん、美しい。実に美しい。




「あの、ヨウさん」

　その〈美しい〉を多用するしゃべり方に、覚えがあった。マーヤは訊いた。

「その男について教えてください」

「名前はわかりません。背が高くて、服装も仕し草ぐさもとても気き障ざな男性です」

「学院の生徒じゃないんですね」

「えっ？　いえ、ぜんぜん違います」

　──やられた。

　エイジとのデートのときに出会った手品師を、マーヤは思い出した。

　ほんの数秒前に見たトランプの柄を忘れさせてしまう〈旧魔術〉の使い手──確かムカイと名乗っていた。学院の人間じゃなかったのだ。

「わたしが弱いせいで、ナナミさまが……」

　ヨウの目にうっすらと涙が浮かんでいる。

「大丈夫です！　ヨウさんのせいじゃありません」

　マーヤは努めて明るく言った。

「学院にいたほとんどの人が、意識不明になっています。でも、ヨウさんが無事でよかったと思う。そのおかげで、事件解決の糸口がつかめたような気がします。いろいろと話してくれて、ありがとう」

「マーヤさん……」

　ヨウはひとしずく、涙をこぼした。

「こちらこそ、ありがとうございます。マーヤさんは、立派な方ですね」

「いや、そんな、ぜんぜん」

「さすが、ナナミさまの好敵手です」

「──こ、こうてきしゅ」

　なんだか、どんどん周囲の認識がおかしくなってゆく気がする。
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　尖塔に戻ったマーヤは、ヨウと話して判明した事実を、レンに伝えた。

　レンはもともと険しい目つきをいっそう鋭くした。

「ムカイだと……」

「ど、どうしたの」

「まさか、あの野郎が──いや、似たやつなんか、そんなにいるわけがねえか」

　つぶやきながら、レンは目を伏せて考え込む。

　黙っていれば、頭の切れそうな風ふう貌ぼうなのだった。それなのに、口を開くと、どこの不良かと思わせる。

「『旧世界』は〈ナユタズ・ロスト〉ほど貴重な本ってわけじゃないから、偉い政治家と繫がっているような人が本気で国じゅうを探せば、どこかで見つかると思うの。それなのに、わざわざ学院の図書館から、手の込んだことをして盗んだ。その詩集の作者が、アリシアの記憶と深いつながりがある。無関係じゃないよね」

　しゃべりながら、マーヤは考えをまとめていった。

　ムカイ。政治家とも通じているマジシャン──手品師かつ魔術師。

　あの奇き天て烈れつな男を追って『旧世界』を取り戻すべきだ。

「そのヨウってのを使って、逆にムカイとやらを引っ張り出せばいいじゃねえか」

「でも、ヨウさんに迷惑がかかるよ」

「知るか。自業自得だろ。おやじが議員をクビになったって、いくらでも食っていく方法はある。選えり好みしなきゃな」

　エイジ以外の人間に、レンはごく冷淡だ。

「レンくん……何か知ってるでしょう」

「何が」

「ムカイさんのこと」

「あんなのにさんづけする必要はねえ」

　そっぽを向くレンを、マーヤはじとーっと湿った目線で追った。

「レンくん」

「うるせえ」

「アリシアを助けてあげなきゃ、またエイジくんが戦う羽目になるんだよ」

　マーヤの言葉に、レンはベッドで眠るエイジを見た。

「──わかった。あのナナミお嬢さまごと、棺に封印し直しちまえ」

「バッカじゃないの！」

　マーヤはレンの肩をつかんで、こちらを向かせた。

　レンはマーヤが初めて見る表情を浮かべていた。喩たとえるなら、嫌いな食べものを無理にでも飲み込まなければいけない、気弱な子どものような。

「レンくん！」

「──会うしかねえのか」

　観念したように、レンは言った。

「知り合いなんだね」

「そんないいもんじゃねえよ」

　レンは頭をガシガシとかきむしった。

「あとはおれがやる。赤毛はもう帰れ」

「わたしも行くからね」

「邪魔だ」

　ばっさりと却下されたが、マーヤは食い下がった。

「やれることは、やる！　やらせて！」

　局員として、奪われた図書を回収しなくてはならない。

　ナユタの末まつ裔えいとして、妖精アリシアを救ってあげたい。

　──この騒動の顚てん末まつは、真相に一番近いところで見届けなくちゃ。

　そんな責任感が、マーヤの全身を駆け巡っていた。

「わたしはエイジくんに守られて、こうして無事なんだよ。今度はわたしが、エイジくんを守りたい。レンくんが言った『若にふさわしい女』って、ただ甘やかされるだけの女の子じゃないでしょう」

　マーヤは息があがるほどの勢いで訴えた。

　ふたたび、レンが初めての表情になった。

　痛ましいものを見るようなまなざしに、マーヤはドキッとした。

　バカだなんだと蔑さげすみの目を投げてくるのは、毎日のことでとっくに慣れたが、こんなふうに、どこか温かみを感じさせることはなかった。

「な、何？」

「おまえも、いいかげん強情だからな。バカのくせに、いくところまでいかなきゃ納得できねえバカの中のバカだ。ちょっとは賢くなれ」

「レンくん……」

　レンはもしかして、独特の表現でマーヤを労いたわっているのだろうか。

「要するに、赤毛は七回生まれ変わっても直らないバカってことだ。以上」

「そこまで他人をバカバカって罵ののしれるレンくんも凄いよね！」

　やっぱり、労わっているわけではないようだった。

「おれも行く」

　ベッドのほうから声が上がって、マーヤとレンは振り返った。

　エイジが布団を剝はいで、上体を起こしていた。

　あわててレンが駆け寄る。

「若！　まだ〈叡智〉の行使から一日しか経っていません。もっと休まなくては」

「大丈夫だ。熟じゆく睡すいしたよ」

　エイジはマーヤに視線を移した。

「マーヤの声で、目が覚めた」

「えっ、うるさかった？　ごめんなさい」

「いや。強い気持ちが伝わってきて、おれも勇気が湧いてきた。気分爽快だ」

　エイジはベッドから降りて、上着を肩から羽織った。

「マーヤはいい子だな」

「……そんなことないよ」

　マーヤは照れて、口をへの字に曲げた。

　勇気をくれるのは、いつもエイジのほうだ。

「いつもマーヤは『そんなことない』と言う。おれの言葉を信じない」

「失礼ですが、自分もそこだけは若の完全な誤りだと」

「レンもか」

　エイジは苦笑した。

「孤独だな、おれは」
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　ゲオルギウス学院は基本的に、当日の外出許可が下りない。

　しかし、今は緊急事態だった。

　そもそも、許可不許可を下す教員たちが病院で眠っている。

　屋台、ステージ、展示物──〈豊ほう穣じよう祭さい〉の跡があちこちに残る構内を歩いて、マーヤたちは正門に出た。

「どこに行くの」

「すぐわかる。黙って待ってろ」

　待つのはいいけれど、マーヤにはひとつの懸け念ねんがあった。

「エイジくん、やっぱり、学院に残らない？」

　エイジは意外そうにマーヤを見た。

「仲間はずれはいやだな」

「そうじゃないけど、でも……」

　この少年が、これから地メ下ト鉄ロと帝都循環鉄道を乗り継いで出かけるというのは、車内に爆弾を持ち込むようなものではないか。それを乗り切っても、今度は街を歩くのだ。どんな騒ぎになることやら。

　エイジの美貌には、それだけの圧倒的な力がある。

　そんな自覚はまったく備わらず、みんなの崇拝の念を恐怖だと勘違いしているような〈眠り王子〉は、道路の左右を見渡した。

　夕方だが、帰宅ラッシュには早い。交通量は多くなかった。

「レン、まだか」

「もうそろそろ──おっ、来ました」

　黒塗りの高級そうな車が、ウインカーを点つけて、正門の前に停車する。

「えっ……」

　遠近感が狂ったかと思って、マーヤは眼鏡をはずして目をこすった。

　眼鏡をかけ直して、錯覚じゃないことがわかった。

　普通の車を二台繫げたような、長大なリムジンだった。

「まさか、これ、エイジくんが呼んだの？」

「いや。電話で呼んでくれたのはレンだ」

　そういう意味で訊いたんじゃないのだが。

　レンが後部座席のドアを開ける。

「若、お乗りください。仕方ねえから赤毛も続け」

「マーヤ、おいで」

「う、うん」

　エイジのあとから乗り込みながら、今さらな疑問が胸に湧いてきた。

　──このふたり、何者？
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　マーヤは物珍しさに、車内をきょろきょろと見回した。

　バーカウンターとテーブルが付いている車に乗るのは、生まれて初めてだった。

　こんなに静かで揺れない車も。

　客席と運転席が壁で仕切られていて、運転手の姿は完全に隠れている。

「落ち着け、こら」

　レンが顔をしかめる。

「だって、こんなの、普通は一生乗らないよ」

「──まあ、おれも昔はそう思ってたな」

　そう言って、レンはカウンターの横の小さな冷蔵庫を開けた。

　果肉をたっぷり入れたオレンジゼリーが三つ、入っている。そのうちひとつは洗面器みたいな特大サイズで、エイジ用なのは瞭りよう然ぜんだった。

「エイジくんの家って、何をしているの」

　マーヤが訊くと、エイジは首をかしげた。

「何をしてるんだろうな。ほとんど人に任せているから、おれはよくわからない」

「何かの会社？」

「ヴァクス財団といって、おれが持っている〈叡智〉を管理するのが仕事だ。──マーヤも食べてくれ。レンが作ったものじゃないが」

　勧められて、マーヤはゼリーをスプーンですくって口に入れた。

「おいしい」

　甘さと酸っぱさのバランスが絶妙で、舌がみずみずしさで満たされる。

　自分の分をがぶがぶと食べながら、エイジが説明を続けた。

「竜王スカーウェイドが、おれの先祖に〈竜の叡智〉を与えたのが、百年と少し前か。それ以来、ヴァクス家の中でもっとも魔力に長たけた者が、継承の儀式を経て次の当主となる。おれは四代目──いや、六代目だったかな」

「五代目でございます」

　運転席から声がした。

　男性──だと思う。年齢不詳だった。車を運転しているのだから、成人していることは確実だが。二十歳代にも、六十歳を超えているようにも聞こえる。

「真絢＝ラヒリさまでいらっしゃいますか」

「はい、はじめまして」

　マーヤは背筋を伸ばして答えた。

「壁越しで失礼致します。わたくし、ヴァクス財団の運転手を務めさせていただいております、南ナ雲グモ＝イーガンと申します。坊ちゃまが大変お世話になっております」

「いえ、とんでもないです」

「そうそう、いいんですよ、ナグモさん。若がこいつを世話してあげてるんですから」

「うう……」

　確かにそうだけど、レンに言われると、なんとなく面白くない。

「レン。お客様にそのような口を利いてはいけません」

「う……すいません」

　静かに諭されて、レンはすぐに謝った。

「無ム戒カイ＝ヤマザキについて、マーヤさまにもご説明いたしましょうか」

「お願いします」

　仕切り壁の向こうに頭を下げるレンに、マーヤは驚かされた。この不ふ遜そんな従者も、運転手のナグモには敬意を払っているらしい。

「無戒＝ヤマザキ、十九歳。ウエノを拠点に、飲食店やカジノを経営しております」

「カジノって、違法じゃないですか」

「おっしゃる通りでございます。いわゆる堅かた気ぎの人間ではありません。ウエノではさまざまな闇の紳士たちが複雑な利害関係を結んでおりますが、ムカイは若くして一定の地位を獲得しております」

「相変わらず、他人を操るのが上う手まい野郎だぜ」

　レンが舌打ちする。

　それから、マーヤの視線に気づいて、ため息をついた。

「わかったよ、話してやるよ。──おれは〈租そ界かい〉育ちの悪ガキだったんだ」

「えっ──」

　さすがにマーヤは驚きよう愕がくした。

　トーキョーの西部に、警察も介入を放棄した無法地帯がある。

　シンジュクやシブヤのような、華やかな街のあちこちに落とし穴があるような危険さではない。最初から、まっとうな人間を拒否した暗黒街だ。一応、トーキョーの区なのだが、正式な地名で呼ぶ者は少ない。

　ただ〈租界〉と称される。

　レンはそこの出身だというのか。

「──そんな目で見るなよ。だから話したくなかったんじゃねえか」

「ご、ごめん」

「縁があって旦だん那なさまに拾われなかったら、おれは学院はおろか、学校そのものに通ってなかっただろうな」

「旦那さまって──エイジくんのお父さん？」

「ああ」

　マーヤはかたわらのエイジを見やった。

「エイジくんにも、お父さんとお母さんがいるんだよね」

「物心ついたときから家にいて、何かとおれを世話してくれた中年の男女が、おれの父母だと思うんだが」

「そういう意味で訊いたんじゃないよ……」

　どんな両親から、こんな天恵のごとき美貌の少年が生まれるのだろうか。

　レンが話を続けた。

「〈租界〉のガキどもは、生まれた地区によってチームを組んで、縄張り争いに明け暮れるんだ。生まれたときからそういう環境だから、なんの疑問も持たねえ。ムカイは、そのときのおれの敵のひとりだった」

　ナルシストの匂いを隠さない白いスーツの男を、マーヤは脳裏に描いた。

　レンの高貴な野獣のような荒々しさは、〈租界〉で生き抜いてきた少年のものだと納得できる。しかし、あのムカイが不良グループを率いていたとは、うまく想像できない。

「どんな手を使ったのか知らねえが〈豊穣祭〉に出入りしてたんだってな。どうだ、赤毛。怪しい野郎だったろ」

「うん。とっても」

　この点は誰に問われても、全力でうなずくことができた。

「財団の情報網によりますと、本日はユシマ地区のカジノにいるとのことです。あと五分ほどで到着いたします」

「そんなに無防備なのか」

　エイジがぽつりと言った。

「それとも、わざとか」

「おっしゃる通りかと。おそらく、坊ちゃまがいらっしゃることを期待して、スケジュール情報の管理を緩めているのでしょう」

　ナグモ運転手の言葉に、レンは唇を歪めた。

「そういうところも気に食わなかったんだよ、昔から」

　窓から外の景色を見なければ動いているとはわからないほど静かに、リムジンは敵地へ向かって走っていく。

　マーヤはウエストバッグの端を握りしめた。

　──待ってて、アリシア。





[image: ]






「それでは、ご武運をお祈りしております」

　そう言って、ナグモはリムジンを発進させた。

　窓に遮しや光こう処理がしてあるので、最後まで顔は見えなかった。

　マーヤたちは走り去る車を見送った。

「凄い上品な運転手さんだね」

　壁越しに少し話しただけだが、その柔らかい物言いに癒いやされた。

「怒ると怖いけどな」

　そう言って、エイジが苦笑する。

「そうなの？」

「ああ。小さいときに二、三度叱られて、そのたびに大泣きした覚えがある」

　わんわんと泣きじゃくる幼いエイジを想像して、マーヤは胸がキュンとなった。天使そのものの愛らしさだったにちがいない。

「ナグモさんだけは敵に回したくないですね」

　レンが妙にしみじみと言う。敵に回したことがあるんだ、とマーヤは思った。

　ヴァクス財団も、一筋縄じゃいかない人材の集まりらしかった。まあ、そうだろう。なにしろ、五代目当主がこのエイジなのだ。

　ユシマ地区は、ウエノに隣接した住宅街だ。

　車を降りてから、少し歩いた。学院の浮世離れした風景に見慣れてしまうと、異い邦ほうを訪れたような気分になる。

　幸い人通りはほとんどなく、エイジを見られて大騒ぎになることはなかった。

　坂道の途中にある、古びたマンションの前で立ち止まった。どこの町にもあるような、六階建ての平凡なつくりだ。

「ここに、あのムカイさんがいるの」

「財団が騙されてなけりゃな。──若は、おれの後ろに。赤毛は若の背中を護れ」

　チラシが溢れる郵便受けが並んだエントランスから、階段で六階まで上がった。

「エレベーターは、何らかの〈旧魔術〉が掛けられている可能性がある」

　というのが、エイジとレンの共通見解だった。

　廊下の突き当たりまで進んだ。

　ドアの前に立った。表札はない。

　レンがチャイムを鳴らした。反応はない。

「ムカイに会わせろ」

　レンはドア越しに呼びかけた。

「蓮レン＝クナイフェルと詠エイ司ジ＝ヴァクスが来たぞ。もったいつけないで、さっさとムカイに取り次ぐんだ」

　ドンドンとドアを叩いた。それでも、部屋は沈黙を守っている。

「マーヤ、今日の〈旧魔術〉の練習だ」

「えっ……」

「真の部屋が隠いん蔽ぺいされている。仮にレンがドアを蹴破っても、真の部屋には入れない」

　エイジに促うながされて、マーヤは前に出た。

「入口を開けてくれ。幻域への門を開くよりは簡単だろう」

「──うん、わかった」

　春から秋にかけて、ずっと修業を看みてもらってきた。このくらいできなくちゃ、エイジの助けにはならない。

　ドアノブに手をかざして思念を凝らし、呪文を唱えた。




　偽いつわりの鍵よ、仮かり初そめの扉よ

　真絢マーヤ＝ラヒリが命ずる

　真実を開きて、新たな標しるべを示さん




　ドアノブの鍵が、勝手にカチャッと外れた。

「できたよ、エイジくん」

「うん。早さもいい」

　マーヤがうまくいったとき、エイジはこうやって、褒め言葉を必ずひとつくれる。

　些さ細さいなことだけど、エイジの負担を少しでも肩代わりできて、安心した。

「行きますよ」

　レンがドアノブをゆっくりと回し、一気に押し開けた。

　三人は部屋に入った。

　そこにはカジノが広がっていた。

　ルーレットやカードゲームを行うためのテーブルが、ゆったりと幅を取って並んでいる。このマンションのひと部屋に収まる規模ではなかった。

　もう、マーヤも驚かない。

　日常茶飯事とは言わないが、この程度の「不思議な現象」には何度か遭遇していた。時間に比べれば、空間はたやすく伸縮できるのだった。

　ディーラーやプレイヤーの姿はなく、代わりに大おお鎚つちや斧を構えた、凶悪な人相の男たちが陣じん形けいを組んでいた。黒いスーツを着た用心棒だ。

「もったいつけるなって言っただろうが。全員やられる前に、ムカイを出せ」

　レンがポケットから白手袋を取り出して、両手に嵌はめる。

　用心棒たちとの距離を詰めようと、一歩前に出たときだった。

　エイジが腕を横に出して、レンを制止した。

「若──」

「おれもレンと同じ意見だ。無駄に試されるのは、好きじゃない」

　自分の部屋を歩くように無造作な足どりで、カジノの真ん中に立つ。

　エイジの美貌に気圧されて、用心棒たちは陣形を崩して散らばった。

「無戒＝ヤマザキ。出てきてくれ」

　エイジは天てん井じように向かって呼びかけた。

「きみの言葉を借りれば、いつまでも隠れているのは美しくない」

「──嬉しいぞ、詠司＝ヴァクス」

　その声は、部屋全体から聞こえてくるようだった。

「このムカイを奮い立たせるすべを、よく心得ている。──いいだろう」

　最後の「いいだろう」がすぐ後ろから聞こえて、マーヤは短い悲鳴を上げて飛び退のいた。

　何の前触れもなかった。少なくともマーヤにはまったく感じ取れなかった。

　突如、ムカイが現れていた。

　同時にカジノも消えていた。

　その代わり、このマンションの一室の、本来の大きさと思われる空間が戻ってきた。

　華美な部屋だった。壁紙にも絨じゆう毯たんにも花模様が使われている。

　書棚にはさまざまなジャンルの本が詰まっており、巨大な黒こく檀たんの机が置かれていた。

「やはり人の縁えにしは美しい。また会えると信じていたぞ、真絢＝ラヒリ」

　ムカイはおもむろに、マーヤの手首をつかんだ。

　ぎょっとしてマーヤは手を引いたが、ムカイの意外な握力はふりほどくことを許さない。

　身体の芯を、得体の知れない何かが貫いた。高いところから落ちるときの内臓が浮くような感じを、ずっと連続させたような不快感がある。

「マーヤに触るな」

　エイジが不機嫌そうに言って、ムカイの手をつかもうとする。

　その手は空を切った。いや、ムカイをすり抜けたのだ。

　エイジは眉を少しひそめて、自分の手をみつめた。

「──同じ時間に、いないのか。凄い〈旧魔術〉だ」

「ほほう、たちまち見抜いたのだな。さすがヴァクス家の当主、と言っておこう」

　ムカイの顔には、素直な感嘆の色があった。

「わたしと真絢＝ラヒリの時間を、四十八分の一秒ほど過去にずらしたのだ。──それは、視覚では認識できないほどの誤差に過ぎない。だから逆に、たった今も、ここにいるように見えるだろう。しかし、実際はいない。残像なのだ。いないものには触れないのだよ」

　マーヤはぽかんとした。何を言っているのか、とっさにすべては理解しがたい。

　ただ、この男が想像を超えた恐るべき魔術師であることは、本能的に悟った。

　マーヤの後頭部を目がけて、レンが飛び蹴りを放った。

　マーヤとムカイを突き抜けて着地する。

「ちっ」

「ちょっと、レンくん！　今の、わたしが先に当たってた！」

「気にするな」

「するよ！」

　マーヤが怒ど鳴なる横で、ムカイが眉間に皺しわを寄せた。

「昔と変わらずがさつな男だ。少しは大人になりたまえ」

「やかましい」

　レンは歯を剝いて威い嚇かくするが、ムカイは無視してエイジに視線を転じた。

　ムカイはムカイで、レンのことを苦手に思っているらしい。

「詠司＝ヴァクス。なぜこのような醜い男を側そばに置いているのかね。もう少し自分の美しさを大事にするべきだと思うぞ」

「レンは友だちだ。友だちを大事にしてはいけないのか」

「その友をよく選べと言っているのだが。──まあ、いい」

　ムカイは空いているほうの手を、小さくこねるように動かした。

　その手の中に、一瞬にして、布装の本が出現した。

　表紙には﹃旧世界﹄とあった。

「きみたちが考えているとおり、棺の妖精にとって、この本には特別な意味がある。──那波＝アングラードが学園祭に合わせて、妖精の棺を学院に持ち込むという話を聞いたときに、回収しておこうと決めたのだよ」

「アリシアの復活を後押ししたのは、あなただったんでしょう。そのために〈豊穣祭〉に来ていたんだ」

「それは誤解だな。わたしはただ、きみたちにお目にかかりたかっただけだと誓おう。──〈竜の叡智〉を管理するヴァクス家の当主、そして、那由他＝クチガミの遺志を継ぐ少女」

　マーヤは奥歯を嚙み締めた。

　──この人は、何をどこまで知っているの。

　そして、最終的に何をしようと目もく論ろんでいるのか。

「棺の封印は百年以上を経て劣化しきっていた。近々、破れることはわかっていたが、それが学園祭の当日だったのは、神の悪いた戯ずらとしか言いようがあるまい」

「スバルの詩集を返してください」

　継続する不快感──これが、四十八分の一秒とはいえ〈タイム・スリップ〉をするときの感覚なのだ──をこらえて、マーヤは言った。

「わたしに──じゃなくて、アリシアに返してください。その本を必要としているのは、あなたでもわたしでもないんです」

「構わんよ。わたしは学院の壊かい滅めつなど望んでいない。この本を見れば、アリシアはこの詩人に愛されていたことを思い出すだろう」

　ただし、とムカイは続けた。

「わたしは善人ではない」

「そんなことは犬でもわかるっつーの」

　レンが毒づくが、ムカイは聞いていない。

「自分の無能さを糊こ塗とするための純真さは、美しくも何ともないものだ。この本を臆おく面めんもなく交渉のカードとして用いることに、ためらいはないのだよ」

「要するに、交換条件があるんですね。何ですか」

　ムカイはマーヤの瞳をじっと覗き込んだ。

　マーヤは唾を飲み込んだ。

　ムカイの双そう眸ぼうは、マーヤがたじろいでしまうほどの真剣さで、爛らん々らんと輝いていた。

　──認めたくないけど、このひとは、エイジくんに似ているところがある。

　態度や容姿のせいで誤解されがちだが、ムカイが言っていることは、すべて本気なのだ。そこが、似ていると思った。

　ムカイは一瞬、目を伏せた。

　それから、意を決したように言った。

「真絢＝ラヒリ。きみが欲しい」

　マーヤは絶句した。

　からかわれているのではないと、わかっているからだった。

「次に会えたら告げようと決めていた。きみが必要だ」

　熱情をこめて、ムカイは言葉を重ねた。

「きみのちからは未熟だ。わたしにも詠司＝ヴァクスにも遠く及ばない。──だがね、きみは先祖を尊たつとぶ。本を愛し、魔術を修め、幻生物のために骨を折る。それは、いびつで虚うつろなこの国に新しい道と光をもたらす、気高き意志なのだよ」

「あなたの言葉は……難しいです」

「ならば端的に言おう。きみは美しい。わたしは美しいものを愛する」

　ムカイはマーヤの手首を引き寄せた。

　一瞬──ほんの一瞬だけ、抗あらがう気持ちがわずかに薄れてしまったのは、少女という生き物である以上、仕方のないことだった。それほど、ムカイの言葉は力強かったのだ。

　マーヤはムカイの腕の中に収まってしまうはずだった。

　しかし、それは阻そ止しされた。

　エイジがマーヤを後ろから、右腕できつく抱き寄せたからだった。

　あらゆる感情が一気に胸の内で渦巻いて、マーヤは自分が今、何を思っているのかわからなくなった。ただ、救いを求めるようにして、背後のエイジを振り仰いだ。

　エイジの目は緋色に染まっていた。

　四十八分の一秒の時間差を飛び越えて、マーヤに触れるために、エイジは本調子にほど遠い状態で〈竜の叡智〉を解放したのだった。

　ムカイは目を見開いた。

「これが〈叡智〉か。──わたしと同じ時間の世界に入られたのは、初めてだよ」

「マーヤから手を放せ」

　エイジの声は聞いたことがないほど厳しかった。

　マーヤはエイジの腕に鼻先をうずめた。ちからを使わせてごめんなさい、と思う一方で、

　──エイジくんが、わたしを助けてくれた！

　それが嬉しくて誇らしかったのも、また真情だった。

　植物みたいな淡い匂いが、ごくかすかに感じられた。エイジの匂いだった。
















「放すんだ」

　エイジは繰り返した。

「──よかろう。引ひき際ぎわを知らない男は、美しくない」

　ムカイはマーヤから手を放して、一歩下がった。

　マーヤの身体の中から、不快な違和感が消えた。時間のずれから解放されたのだ。

　一段落すると、急に恥ずかしくなってきた。エイジの匂いだけでなく、体温や吐息も感じられるのだ。心臓によくない。

「あの、エイジくん──」

「わかるぞ、マーヤ。腹が減ったんだろう。実はおれもだ」

「そうじゃなくて……」

　レンが憤ふん怒ぬと虚きよ無むの中間みたいな顔をして、マーヤをじっと見ている。

「赤毛」

　声は雷かみなりみたいに低く轟とどろいた。

「な、何」

「若はどんなに止めても、おまえのために、こうやって無茶をする。もうおまえを消すしかねえか。ありとあらゆる手段で」

「ありとあらゆるって！」

「レン、マーヤのせいじゃない」

　エイジは従者を諫いさめた。

「マーヤは少し鈍にぶいけれど、ほんとうにいい子だ。あまり責めるな」

　もう、反論する気力も出てこなかった。

　自分だけは普通だと信じ、マーヤを鈍いだのなんだのと変わり者扱いする、この少年たちの思考回路を覗いてみたいものだった。
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　ムカイは黒檀の机に座り──文字どおり、机の天てん板ぱんに──マーヤたち三人は、応接用のソファに並んで腰掛けて、ムカイと対たい峙じした。

　マーヤの膝ひざの上には、詩集『旧世界』が載っている。

「ムカイ──さん」

「何かね」

「教えて。──アリシアについて。あなたは知っているんでしょう」

　ムカイは肩をすくめた。

「きみに振られ、何もかも失くした哀あわれな男から、さらに情報を奪い取ろうというのかね」

「う……」

「何が哀れな男だよ。こんなのに拒否されて屈くつ辱じよくなら、さっさと腹を切れ」

「おまえは口を閉じたまえ。耳が腐くさる」

　ムカイとレンはとことん折り合いが悪い。

「まあ、よかろう」

　妖精を巡る騒動については、もう興味を失っているらしい。ムカイはそれ以上もったいぶることなく、真相を語った。

「彼女が〈大戦〉の直前に、軍の魔術師たちによって棺に封印されたのは知っているかね。このムカイは、その魔術師の末裔のひとりなのだよ。我が家の伝承で、封印が弱まる時期はわかっていた」

「アリシアは、スバルに裏切られたと信じ込んで、苦しんでいます」

「人間だろうと幻生物だろうと、心を狂わせるのは、恋。恋だよ」

　マーヤの問いに、ムカイは真しん摯しなまなざしで答えた。

　レンがおえっとえずく真似をするが、エイジは神妙な面持ちでうなずいている。

「アリシアは、若い詩人と恋をした。でも、若い詩人は良家の子息。幻生物との付き合いを快く思われず、その仲を引き裂かれたのだよ」

「それが──」

　昴スバル＝ムロツキ。

「スバルとアリシアは駆け落ちの約束を交わした。だが、世間知らずのお坊ちゃまの計画はたちまち周囲に察知され、スバルは監かん禁きん。代わりにアリシアの元に出向いたのが、わたしの先祖たちだったというわけだ」

「じゃあ、アリシアは、スバルに裏切られたわけじゃなかったのね」

　そこが、マーヤは気がかりだったのだ。

　すべてが解決したわけではないけれど、心の一部が、ストンと軽くなった。

「失意の詩人は退たい廃はい的てきな作品ばかり作り、若くして病で亡くなった。そういうことだと、わたしは聞いている」

　ムカイは痛ましげに頭を振った。

「わたしの先祖は愚おろかしいね。なんと醜みにくいことをしたのだろうか。──人間と幻生物は手を取り合って未来に進んでゆくのが、もっとも美しいのに」

　マーヤの心臓が跳ねた。本気かどうか非常に疑わしい、むちゃくちゃな愛の告白よりも、ずっと大きくマーヤの心を揺さぶる言葉だった。

　それは、ナユタの願い──ひいてはマーヤの願いと、同じだったから。

「だから、試したのだよ。もしかしたらアリシアを、ただ倒すべき敵だと思うかもしれない。しかし、アリシアのことを思って行動すれば、必ずわたしに行き着くだろう。やはり来てくれたね、真絢＝ラヒリ」

「おれもいるんだが」

　エイジが面白くなさそうに言った。

　他人に対して、彼が気に入らないというそぶりを見せるのは、珍しいことだった。

「ふふふ、嫉しつ妬とかね？　いいぞ、詠司＝ヴァクス。人生の苦味を知る者は、より大きな甘味を知る。顔だけが美しいのは罪だよ。清せい濁だく併あわせ吞のんで、早く内面もわたしの域に並びたまえ」

「若をてめえみたいなバカタレにさせてたまるか」

　レンがさりげなく、中ちゆう腰ごしになった。そのさりげなさが、本気で「隙すきあらば殺やる」と思っている証拠だった。

「さっきは想いが先走って早急に過ぎたようだ。改めて言おう。……真絢＝ラヒリ、わたしはきみが欲しい。わたしときみは、同じ志こころざしの持ち主ではないかね」

「……確かに、そうかもしれません」

　マーヤは言った。

「でも、学院のみんなをひどい目に遭わせたことは、許せない。アリシアの苦しみを長引かせたことも。わたしを試すというなら、他のやり方もあったはずです」

「ふむ」

　ムカイは思案げに眉を寄せる。

「──あなたのことは、どこか憎めない。同じ気持ちのひとがいることは、嬉しいです。でもわたしは、わたしの場所で、できることを探します。ちからが足りないからって、近道はしない。ゴールに到着しても、自分の足で立てなきゃ意味がないから」

　マーヤはまっすぐムカイを見据えて、選んだ言葉を口にした。

　ムカイは色気をたっぷりと湛たたえて笑った。

「美しい。今のきみは、実に美しいぞ。そうでなければ、わたしの嫁にはふさわしくない」

「よめっ……」

　マーヤは言葉を失った。

　エイジは不服そうに、

「ずるい」

　と言った。

「おれはまだマーヤとのデートも途中なのに。結婚とは、デートを何度か重ねた後に、やっと約束できるものじゃないのか」

「エイジくんの、そのデートへのこだわりは何……？」

「まさか、マーヤ」

　真犯人の存在に思い当たって自分の推理の見落としに愕然とする名探偵みたいな顔で、エイジはマーヤを見た。

「マーヤはすでにこの男と何度もデートしていたのか……」

「そんなわけないでしょ！　落ち着いて！」

　マーヤはエイジの肩をつかんでがくがくと揺さぶるが、エイジは難しい表情を崩さない。

「マーヤくん、きみ、この腐れ野郎と若を天てん秤びんにかけているのかい」

「こわい！　レンくん何それ、凄くこわい！」

　レンに初めて名前で呼ばれた気がする。

　にぎやかなやりとりに、ムカイは喉を反そらして笑った。

「愛されているな、真絢＝ラヒリ！」

「うう……」

　マーヤは顔を真っ赤にして立ち上がった。

　ところが──

　この部屋には出口というものが見当たらなかった。

「あの、ムカイさん」

「詩集は返す。だが、きみたちをただで帰すつもりはないのだよ」

「おい、田舎いなかホスト野郎──」

「それはおまえだ、黙っていられないなら口を縫ぬえ。──真絢＝ラヒリ、物事には対価が必要だ」

「マーヤだけは帰してくれ」

　エイジが言うと、ムカイは愉快そうにエイジを見た。

「それは、ヴァクス家の当主が、このムカイに懇こん願がんしていると解釈していいのかね」

「なんで若がてめえに──」

「レン」

　いきりたつ従者をたしなめて、エイジはあっさりとうなずいた。

「おれの名前に意味があるなら、好きなようにとってかまわない」

「若！」

「さすがだな。その下劣な眼鏡とは器が違う。太っ腹というか──」

　ムカイはほくそ笑んだ。

「いや、真絢＝ラヒリへの献けん身しんによる愛の証明か」

「ああ。おれはマーヤを愛している」

「わあっ！」

　マーヤは悲鳴を上げた。

　──エイジくん、なんか、ムカイさんに張り合ってる!?

「よかろう」

　ムカイは羊よう皮ひ紙しを取り出した。

「詠司＝ヴァクス、再度訊こう。これは、このムカイへの大きな借りとみなしていいのかね」

「ああ」

　エイジの返事がスイッチであるかのように──実際、そうだったのだろう──羊皮紙の表面が、三角形をふたつ組み合わせた形を刻んで燃え上がる。六ろく芒ぼう星せいだ。

　焦こげ痕あとは契けい約やくのサインだった。

「いつか、この借りは必ず返してもらおう。何もかもが贋にせ物もの──今のトーキョーをかつての美しい都に戻すべく〈竜の叡智〉が必要になったときに」

「贋物──どういう意味？」

　マーヤの問いには答えず、意味ありげな微笑を残して、ムカイはきびすを返した。

　その瞬間、視界に映るものが変わった。

　夢も見ずに眠って目覚めた直後のような、唐突な転換だった。

　三人は薄暗いカジノに転送されていた。

　さっきと異なるのは、営業が始まっていることだった。一筋縄ではいかなそうな面々が、テーブルのあちこちでチップを積み上げて、ディーラーと対決している。

　制服を着た三人組がいきなり出現したことと、その中のひとりの神がかった美貌に、みんなの驚きの視線が集中した。

「し、失礼しました！」

　頭を下げながら、一目散に逃げ出そうとしたのだが──

「レン、あれは何だ」

「ブラックジャックですかね。相手に見えないように手札の数字を二十一に近づけて、数の大小を比べるゲームです」

「おもしろそうだ。でも、経営者はあの男か。少しいやだな」

「いいから、早く行こう！」

　マーヤはふたりの背中をぐいぐいと押した。
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　外に出ると、もう日が傾かたむきかけていた。

「エイジくん──ありがとう」

　マーヤは深々と頭を下げた。

　また、エイジに助けられた。

「礼なんかいい。それより、マーヤ」

　エイジの声が緊張を帯びた。

「できれば、あの男と結婚はしないでほしいんだが」

「しません！　いつまでそこに引っかかってるの！」

　──もう！　わたしが好きなのは、エイジくんなのに！

「若、どうか気を確かに」

　今回はレンに同意だった。

「帰ろう、エイジくん」

「ああ。妖精を助けて、ハナミさんを元に戻そう」

　ナナミが聞いたら「わたくしは桜じゃありませんわ！」と怒るだろうか。あの高慢な態度もなんだか平穏な日常の象徴に思えてきて、マーヤは無性に懐かしくなった。
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　リムジンで送ってもらい、マーヤたちは学院に戻ってきた。

　マーヤは目を疑うたがった。

　正門の奥、宙に浮かんでいるのは──アリシアの宿ったナナミではないか。

　車が停車するや否や、マーヤは転がるように飛び出して、走った。

　生き残っていた衛士たちが、何人も地面に倒れている。〈タイタニアの眠り〉を食らったのは明らかだった。

　アリシアはマーヤを静かに見下ろした。

　エイジの施ほどこした封ふう縛ばくが解けたのだ。水晶の欠片かけらは舞っていなかった。

「きみはわたしを案じてくれたよ。だから眠らせない。逃げるといいよ」

「待って、アリシア」

「もう、いいんだよ。スバルは最後に腰が引けて、軍にわたしを売った。本気でわたしと逃げる気はなかった。それだけのことなんだよ」

　アリシアの怒りを超えた虚無が、皮肉にも、ナナミのもともと整っている顔立ちに、まさしく妖精のような美しさを与えていた。

　完全に記憶が戻ったのだ。

　ただし、その記憶は真実に基づいてはいない。

「アリシア、お願い！　これを読んで！」

　マーヤは鞄から『旧世界』を取り出した。

　帰ってくるリムジンの中でこの本を開いて、マーヤは確信した。どうして、学院の図書館に収蔵された『旧世界』じゃなきゃいけなかったのか。

　マーヤは祈るようにアリシアを見上げ続けた。

　アリシアは舞い降りてきた。逆らうのも面倒だから、という雰囲気だった。

　何でもよかった。この本さえ見てもらえるなら。

「どうせ、世界を呪うようなことばかり綴つづってあるんだよ。それがスバルの本当の姿だったんだよ。それで、いい」

「よくない！」

　マーヤの剣けん幕まくに、アリシアは少し怯ひるんだようだった。

「いいから見て！」

「……」

　アリシアはしぶしぶ『旧世界』を受け取って、ぞんざいにページを繰くった。

　その手が止まった。

　最初に戻って、アリシアはページをゆっくりとめくり直した。




　そこに書かれているのは、一般に知られた、退廃的で厭えん世せい的な詩ではなかった。きらめくような言葉の並べ方はそのまま、ときには自分の至らなさに失望しながらも、この世界を生きることへの賛歌が綴られていた。

　恋の詩も、あった。

　恋をする戸惑いと喜びが、巧たくまない文章の行間から溢れてくるようだった。マーヤの今の気持ちを見事に代弁してくれた──そんなふうに、読んだ者すべてに「自分のことだ」と思わせるのがいい詩の条件だとしたら、スバルはこれ一冊だけで、すでに比類なき詩人だった。

　題名の『旧世界』とは、どんなに時代が新しくなっても、決して変わることのない人の想いを表した比喩だったろうか。

　最後のページ──奥付の次の、余白のページには、直筆の文章が書かれていた。





　世界の無常に抗こうすることは叶わなかった

　敗者がこのような詩を書くことは、最後にしようと思う

　アリシア

　それでも、この世界は素晴らしいと信じたい

　もっと君といたかった

　愛している






　これが、学院の『旧世界』が特別な理由だった。

　スバル直筆の、妖精へのラブレターだったのだ。

「スバルは、アリシアを軍に売り渡したんじゃないんです」

　マーヤは必死に、ムカイが教えてくれたことのあらましを説明した。

「スバルも弱かったのかもしれない。でも、その気持ちは──」

「もう、いいよ」

　アリシアはマーヤを遮った。

「スバル──酷ひどい男だよ。詩を書くしか能のない男だったよ」

　声は震えていた。

「こんな恋文だけ残して、わたしをひとりきりにしておいて、自分を痛めつけるみたいに世界を呪う詩ばかり書いて……」

　涙が一粒、頰を滑り落ちた。

「でも、好きだったんでしょう」

　マーヤはやさしく言った。

「うん。そうだよ」

　アリシアは答えた。

「その繊せん細さいな魂が、好きだった」

「思い出したか、妖精よ」

　エイジがレンとともに、追いついてきた。

　いや──違った。マーヤは直感で悟さとった。

　いまのエイジは、エイジであってエイジじゃなかった。

　アリシアがナナミではないように。

　深い深い、宇宙の果てを覗き込むような色合いの瞳。──それは、エイジの精神のいちばん底で普段は眠っている、竜王スカーウェイドの登場を意味していた。

　初めてアリシアに憑ひよう依いされたナナミを見たとき、誰かに似ていると思った。これだったのだ。

「人間もそう捨てたものではないだろう」

「きみは──いや、そなたは、〈赤き王〉か！」

　アリシアの声に畏い怖ふが加わった。

「なるほど……知恵だけを貸しているのではなく、そなたが──そなた自身が、この男の中に棲すんでいるのですね」

　言葉遣いもていねいになる。

　竜王というのは自称ではなく、幻生物の中でも高位の存在らしい。

「人間は愚かで、しかし、いとおしい。そうではないか、妖精よ」

「──しかし、わたしとスバルを引き離した人間たちを……そなたのようには、愛することはできません」

「それでいい。当然の心持ちだ。ただ、敢あえて世界に剣を振り降ろすことは、控えてくれないか。余はまだ、見守っていたいのだ──人間を」

　竜王は妖精を見つめた。

　アリシアは大きく息を吐いた。

「わかりました。わたしも──スバルが愛した世界を、壊したくはない」

「うむ。──末裔の娘よ」

　竜王はマーヤを呼んだ。

「幻域への門を開くがいい」

「えっ！　でも、わたしはまだ──できません」

「ならば、いつできる。明日か、明後日あさつてか」

　スカーウェイドはからかうように訊いてきた。

　この竜王には、どこか人間くさい茶目っ気のようなものが見え隠れする。だが、アリシアが態度を改めたことで、やはり幻生物の王なのだと思い知った。

「今日できない理由はあるのか。明日ならできる確信はあるのか。どうだ、末裔の娘よ」

　愛情溢れる挑発だった。

　マーヤはうなずいた。

「──やってみます」

　鞄から『門の書』と、白はく墨ぼくを出した。書を参考にしながら、煉瓦敷きのメインストリートに手足をついて、魔法陣を描いてゆく。
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　幻域よ

　果てしなき世界の向こう側よ

　真絢＝ラヒリの名において願う

　人界に門を開きて

　その偉大なる翼の一片を

　分け与えたまえ




　瞳を閉じて、呪文を唱える。

　己のちからを頼るのではない。人間のちからなど、微々たるものなのだから。

　ただ、繫ぐだけだ。幻域と人界を。

　愛するものと愛されるものの、絆を。

　成功の予感はなかった。失敗の危き惧ぐもなかった。

　ただ無心に、思念を凝らす。

　どのくらい、時間が経ったのだろう。

　目を開けたマーヤは、人ひとりが通れるくらいの大きさの穴が、魔法陣の上に発生しているのを見た。幻域への通路ができたのだ。

「これだけの門なら、くぐって帰ることができるよ」

　アリシアは言って、ふいに身体の力を抜いた。

　レンがとっさに支えて、そっと地面に寝かせる。

　それはもうアリシアではなく、ナナミだった。

　アリシアはナナミの肉体を脱ぬけ出し、精神だけの存在になって、門の前にふわりと立ち現れた。姿は、ときおり水のようにゆらめきながらも、人間型を保っている。

「きれい……」

　感激するマーヤと、身長はそれほど変わらない。

　ただし、裾すその長いドレスに包んだ身体は、折れそうなほど華きや奢しやだ。

　長い耳、背中から生えた羽根は、マーヤが想像していた通りの形をしている。

　まさしく、アリシアは優美で可憐な幻生物──妖精だった。
















「きみには、世話になったよ」

　アリシアは夢見るように笑った。

　詩人なら言葉を尽くして描き表したいと願うに違いない笑顔だった。

「〈タイタニアの眠り〉は、わたしがここから離れれば解けるよ。心配はいらない」

「アリシア──これを持っていって」

　マーヤは『旧世界』を差し出した。

「いや、いいよ」

「どうして。これは、あなたのものだよ」

「なら、図書館で預かっておいてよ。読みたくなったら──また、来るから」

　アリシアが浮き上がって、門へと下がってゆく。

「名前は？」

「えっ」

「きみの名前を、ちゃんと聞いてなかったよ」

「マーヤ──真絢＝ラヒリです」

「ありがとう……マーヤ」

　アリシアは門の中に遠ざかっていった。

　門は閉じた。

　倒れていた衛士たちが、身じろぎした。──あとから判明したことだが、この瞬間、魔術剣に刺された一千五百人の意識がいっせいに回復した。

　気づいたら、マーヤは泣いていた。

　眼鏡をはずして、目をごしごしと拭ぬぐった。それでも、また涙は溢れてきた。

「どうした、娘」

　スカーウェイドが訊いてきた。

「わたし……やっと、役に立てた気がして。あなたとナユタに、顔向けできるようなことが、ひとつ、できたと思って」

「うむ、よくやった。そなたが、妖精の魂を救ったのだ。胸を張っていいぞ」

　竜王はマーヤをそっと抱き締めて、背中を撫でてくれた。いつもはうるさいレンも、何も言わない。これがエイジでなく、竜王だとわかっているからだ。

　安心したら、身体が体力の限界を思い出したらしい。

　エイジの腕の中で、マーヤは眠りに落ちていた。
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　アリシアが幻域に帰ってから、七日後。

　ゲオルギウス学院は〈豊穣祭〉を再開した。一週間遅れの、開催二日めだ。

　あれほどの大事件の後にしては、驚くほどスムーズにことが進んだ。

　一千五百人以上の被害者たちに、被害にあったという自覚があまりないおかげだった。流血したわけでも、建物が破壊されたわけでもない。わけもわからず眠らされて、目覚めるまでは当然、意識がない。

　何ごともなかったかのように、学院は日常を取り戻した。

　その功労者たちを知る者は少ない。
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　その〈豊穣祭〉二日めの、午前十一時。

　マーヤとエイジは、博物館の特別展示室にいた。

　妖精の棺は、蓋ふたがはずれていた。

　中身は空っぽだった。

　何が入っているのか確かめられなかったから、この棺は神秘的な魅力を持ち、人々の想像力を刺激してきたのだ。こうなってしまっては、棺そのものにも価値があるとはいえ、今までのような人気は望めないだろう。

　人間と幻生物の隔かく絶ぜつの証だったそれは、もう、ただの美しい芸術品となった。

「マーヤの大活躍を見られなくて、残念だ」

　エイジはぼやいた。

　竜王が表に出ている間、エイジには意識がない。記憶を共有してはいないのだ。

　──こんな事態が起こることを予測して、ナユタは『旧世界』をスバルから預かって、図書館の蔵書としたのだ。スバルも拒否はしなかっただろう。ナユタの名声はトーキョー中に広まっていたし、スバルもいつか、アリシアに許されたいと願っていたにちがいあるまいよ。

　それが、竜王スカーウェイドの見解だった。

　改めて、ナユタの凄さを思い知る。彼女には何十年も先のことが見えていたのだろう。あるいは百年？　千年？

　それに引きかえマーヤはただ、目の前のことに必死に取り組むだけだ。

「ナユタに比べたら、ぜんぜん大したことじゃないよ」

「比べる必要があるのか」

「えっ……？」

「おれはおれだし、マーヤはマーヤだ。おれがマーヤを立派だと思うことに、竜王もナユタも関係ない」

　エイジはマーヤを見つめて、微笑んだ。

　マーヤは真っ赤になる顔を見られたくなくて、思わずエイジからそっぽを向いてしまった。

　──だんだん、エイジくんの言葉が巧みになってきた気がするんですけど。

　照れるのをごまかすように、別のことを尋ねた。

「ムカイさんと交わした〈契約〉は、どんな意味があるの」

　羊皮紙に焼きつけられる六ろく芒ぼう星せいのインパクトは大きかった。

「魂を抜かれるような契約じゃない。心配しなくてもいい」

　あのムカイが、エイジに一度だけ命令できる。それがどういう意味を持つのか。マーヤには想像できないような、とんでもなく重大なことなのかもしれない。

「大丈夫だ」

「──うん、わかった」

　それでも、エイジがそう言うのだから、案じるのはやめた。
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「ところで、マーヤ」

「何」

「おれたちはいま、ふたりきりだな」

「う、うん」

　特別展示室を一般公開するのは、午後からだ。

「これはデートの続きなのか」

「まあ、そうかな。〈豊穣祭〉の最中だし」

「いったん、ここで終わらせないか」

「えっ」

　マーヤはエイジを見た。

「デートとデートの間は何日空けなければいけないか、おれの調べた限りではとくに定説がないようだった。ならば、はじめてのデートが終わった直後に、二度めのデートを始めてもいいわけだ」

「そ、それって、つまり……」

　エイジにとってデートとは、あくまでもキスで締めるものという認識らしい。

「いやなのか」

「そんなことは！」

「そうか。──マーヤは、考えていることがわかりにくいからな……」

「それをエイジくんに言われるのだけは、勘弁してほしいと思います」

「そうか」

「そうだよ」

　マーヤはくすくすと笑った。

　エイジも笑った。

　甘い気配が、ふたりの間にゆっくりと満ちてきた。

　エイジの顔が、そっと降りてきた。マーヤは目を閉じて待ち受けた。

　人生で二度めの、エイジとの口づけだった。

　触れているのは唇だけなのに、身体のいたるところがざわざわと疼うずいた。

　エイジの腕が、マーヤの背中に回ってくる。

　応えて抱き締めようと、マーヤも同じ動きをしたときだった。

「ちょっと、あなたたち！」

　裏返った声で怒ど鳴なられた。

　マーヤは心臓が身体を破って飛び出してきそうなほど驚いた。弾かれるようにエイジから離れるが、いまさら何の意味もなかった。

「うぎゃあ──っ！」

　自分の喉のどから出たとは思えないほどの、マーヤの絶叫が部屋を震わせた。

　筆ひつ舌ぜつに尽くしがたいとは、今のナナミの表情を形容する言葉だろう。もう、本当に、マーヤの語ご彙いではどう表現していいかわからなかった。

「もう一度、妖精の棺をゆっくり見たいとおっしゃるから……海のように深い心を持つわたくしが、こころよく部屋に入れて差し上げた……その結果が、これですの……？」

　声も冥めい界かいの風の音みたいに怖い。

　いつもの取り巻きたちも、マーヤを貶おとしめる言葉を忘れて、茫ぼう然ぜんとこちらを見ている。ヨウだけは、苦笑しながらかすかに会え釈しやくをしてくれたが。

「本当に、もう、破は廉れん恥ち行為にもほどがありますわ！　エイジさまの、く、く、く、唇を！」

「す、すいません！」

「つまり破廉恥行為を認めるのね！」

「はいっ、い、いえっ」

「どっちなのかはっきりとおっしゃい！」

　何を言ってもいじめられる、あり地獄。これが懐かしくなったときもあったけれど、やっぱりそれは気の迷いだった。

　そして、さらに事態を紛ふん糾きゆうさせそうな声が──

「やあやあやあ、お盛んですねえ！」

「あーかーげー」

　アキラとレンが、なんと棺の陰からぬっと現れたのだ。

「ななな何やってるんですか!?」

「いやあ、レンくんが、おまえもいっしょに盗み見しないと全身の骨を折るといってぼくを脅すので、しかたなく」

「あんたの野次馬根性といっしょにするんじゃねえ。おれは若の身に危険が降りかからないよう、お護りしたかっただけだ」

「先回りして隠れてた人の言うことじゃないよね!?」

　動機はレンのほうが立派かもしれないが、それを行動に移すと、アキラと大して変わりない。

　おもむろに、エイジはマーヤの手を取った。

「行こう、マーヤ」

「ど、どこへ」

「二回めのデートなら、どこでも」

　マーヤを引っ張るような形で、エイジが駆け出した。

「あっ、待てこら、赤毛！」

「すまん、レン」

　エイジが従者に詫わびるが、足は止まらない。

　走りながら、マーヤはエイジの背中を見つめた。

　今の、心の隅まで不安のない気持ちを、覚えておこうと思った。

　この先何があっても、今みたいな気持ちを思い出せば、絶望などしない。

　博物館から外に出る。

　快晴だ。光り輝く美しい世界が、この初々しいふたりには、よく似合っていた。
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　こんにちは。もしくは、はじめまして。秋あき永なが真ま琴ことと申します。

　おかげさまで「眠り王子」の続篇をお届けすることができました。

　よろしくお願いします。




　前作「眠り王子と幻げん書しよの乙女」を読んでくださった方々から、たくさんのご意見、ご感想をいただきました。ほんとうに嬉しかったです。

　もっともっと楽しんでもらえるように、精一杯がんばりました。

　ちょっぴり成長したマーヤたちはもちろん、新しいキャラクタ（またへんてこな男子が増えました……）も気に入っていただけたら、幸いです。




　意外だったのは「ナナミをもっと登場させてほしい」という声が多かったことです。

　ナナミさまの不思議な人気は、挿絵の影響が大きいでしょう。前作の七七ページをご覧ください。初めて見たとき、その迫力に担当さまと震え上がりました。

　まだ「幻書の乙女」を持っていない方は、ぜひお買い求めください。さりげなく宣伝。ちっともさりげなくないか。




　担当さまには、大ッッッ変！　ご迷惑をおかけしました。地面に首まで埋まるほど頭を下げても足りないくらいです。自分の筆の遅さを痛感しました。リボンナポリンとガラナをダースで送るので許して下さい。これらが北海道限定の飲み物だとは知りませんでした。全国どこにでもあるんだと思ってた……

　サカノ景けい子こさまは、今回もすばらしいイラストを描いてくださいました。感謝を捧げます。カバーイラストで、マーヤをお姫さま抱っこするエイジが素敵すぎます。

　その他、この本の発売に関わってくれた全ての方々に、お礼を申し上げます。




　最後に、読者の皆さま！　ご声援、ありがとうございます。

　またお会いできることを願っています。





二〇〇九年八月某日　　秋永真琴










著者

秋永真琴

Makoto Akinaga




北海道在住、かに座、Ｏ型。

本と眼鏡とロックが好きです。

最初のふたつは小説で書かせてもらっているので、ロックの話を少々。

毎年「ライジングサン・ロック・フェスティバル」を観にいくのが楽しみです。空の下で聴く音楽は格別。ただ、虫刺されに弱いので、虫除けグッズは欠かせません。










イラスト

サカノ景子

Keiko Sakano




北海道出身東京在住。

この度「坂野」から「サカノ」に変名致しました。あらためて宜しくお願い致します。

先日、家のベランダから花火を二時間ほど呆けて観ておりました。こんな何気ない時間も大切にしたいと思います。

イラストが素敵な物語を楽しむ手助けになれば幸いです。

「カラクリ時景。」http://sakaya.gozaru.jp/
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